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は じ め に 

 

誰もが安心して使える支援機器（福祉用具）の開発・普及を目指して、厚生労働省

社会・援護局では、2007 年度「生活支援技術革新ビジョン勉強会」を立ち上げ、支援

機器における最先端技術の確認と課題等の整理がなされた。 

この勉強会で取りまとめられた事項の中に、障害者のニーズを踏まえた支援機器の

開発をより効果的に進めていくためには、支援機器に係わる団体や企業、障害者と家

族、更には行政や各種の学会等が有機的に連携し、互いの知識や情報を可能な限り共

有しあい協働作業において事業を展開することが極めて重要であると示された。 

このような背景のもと、当協会では、2008 年度に『効果的な支援機器の開発・普及

に向けたネットワーク推進事業・関係団体等懇談会』を設置し、障害者のニーズと開

発者のシーズの連携の在り方について検討するとともに、2009 年度には、その具体的

な取り組みとして、障害者の支援機器に係わる要望（ご要望・アイデア）を収集し、

開発者等へ迅速に届ける『福祉用具ニーズ情報収集・提供システム（以下、「本システ

ム」。）』を構築し、2010 年 4 月から正式にそのシステムの運用を開始したところであ

る。 

本事業は、当協会内に｢福祉用具有識者会議（委員長：早稲田大学研究推進部 山内

繁特任教授）｣を設置して、各分野の専門家並びに障害者団体等からご指導・ご助言い

ただきながら、これまでに本システムに寄せられたご意見等の取りまとめを行うとと

もに、障害者福祉の現場から、真に必要とされる良質な福祉用具を開発・普及するた

めの本システムの活用方策等について検討することとした。 

加えて、より多く障害者や開発者等に本システムが活用されるよう、情報の収集及

び提供、表示等の在り方について検討し、取り扱いしやすくなるよう本システムの改

良を行うこととした。 

本報告書については、事業の実施経過とこれまでに寄せられた｢ご要望」・「アイデア」

並びに、改良したシステムの概要等について、事務局の責において取りまとめたもの

である。 

 

2011 年（平成 23 年）3 月 

財団法人テクノエイド協会 

理事長 小 嶋 弘 仲 



 

 

目次 

 

第１部 本編 

Ⅰ．事業概要..................................................................1 

１．目的..........................................................................................................................1 

２．主な実施内容 ...........................................................................................................1 

３．福祉用具有識者会議の設置 ......................................................................................1 

４．本システムに寄せられたご意見等の分類・整理・体系化........................................2 

５．本システムの課題とあり方に関する検討.................................................................2 

６．本システムの改良 ....................................................................................................2 

７．事業報告書の作成 ....................................................................................................2 

８．実施経過...................................................................................................................3 

９．システム改良の流れ.................................................................................................4 

Ⅱ．事業の実施経過 ............................................................6 

１．障害者自立支援機器等開発促進事業との連携 .........................................................6 

（１）ご要望・アイデアの募集内容 ...........................................................................6 

（２）ご要望・アイデアの登録及び投票、検索方法 ..................................................7 

①登録方法 ...............................................................................................................7 

②投票方法 ............................................................................................................. 11 

③検索方法 ............................................................................................................. 12 

２．本システムの普及施策 ........................................................................................... 13 

３．収集データの分類・体系化 .................................................................................... 15 

４．これまでに寄せられた主なご意見等について ....................................................... 16 

（１）補装具 ............................................................................................................. 16 

（２）日常生活用具 .................................................................................................. 17 

（３）補装具や日常生活用具に分類されない用具 .................................................... 20 

（４）その他、福祉用具の開発や改良に属さないご意見等...................................... 21 

（５）不適切利用として報告されたもの .................................................................. 22 

５．利用実態を踏まえたニーズ .................................................................................... 22 

６．システムの一部改良について ................................................................................ 25 

（１）本システムにおける機能面の課題 .................................................................. 25 

（２）改良にあたっての基本的方針 ......................................................................... 26 

（３）デザイン改良の観点........................................................................................ 26 

（４）使用した Web サイト評価・診断ツール ......................................................... 26 

（５）デザインの改良・変更内容 ............................................................................. 27 

７．本システムによる相談・対応事例について ........................................................... 35 



 

〔事例１：障害をお持ちの方〕 ................................................................................ 35 

〔事例２：高齢者〕 .................................................................................................. 36 

〔事例３：産業技術総合研究所の技術移転ベンチャー〕 ......................................... 37 

Ⅲ．まとめ...................................................................38 

１．本システム活用にあたっての検討課題 .................................................................. 38 

（１）入力の簡便性と正確性の両立 ......................................................................... 38 

（２）ニーズの分類と活性化策の検討...................................................................... 38 

（３）本システムの周知 ........................................................................................... 39 

（４）本システムの機能拡充策の検討...................................................................... 39 

（５）ユニバーサルデザインの追及 ......................................................................... 40 

２．今後の展開に関する提言........................................................................................ 41 

 

第２部 資料偏

１．ＨＣＲ２０１０時にご意見等の募集を行ったチラシ............................................. 43 

２．福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの概要 .................................................... 45 

３．これまでに寄せられたご意見・アイデア............................................................... 46 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 本編 



 

 

Ⅰ．事業概要 

１．目的 

当協会では、平成２１年度、厚生労働省から開発費の補助を受けて、障害者や介護

者の生の声と福祉用具の開発者や研究者を結ぶ『福祉用具ニーズ情報収集・提供シス

テム』を開発したところである。（http://www.techno-needs.net/） 

本事業では、これまでに本システムに寄せられた「ご意見」や「アイデア」等を取

り取りまとめるとともに、障害者福祉の現場から、真に必要とされる良質な福祉用具

を開発・普及するための本システムの活用方策等について検討することとした。 

加えて、より多く障害者や開発者等に本システムが活用されるよう、ニーズ情報の

収集及び提供、表示等の在り方について検討のうえ、本システムの改良を行うことと

した。 

 

２．主な実施内容 

（１）これまでに寄せられたご意見等の分類・整理 

（２）本システムの課題と今後の方向性についての取りまとめ 

（３）システムの一部改良 

本システムの主にソフト面（理解しやすい表示、デザイン等）の課題や問題点等を

洗い出し、システム改良を行った。 

（４）報告書の作成 

 

３．福祉用具有識者会議の設置 

 本事業を実施するにあたり、関係団体と福祉用具の有識者から構成する｢福祉用具有

識者会議｣を協会内に設置し、全体に係わる事項について審議を行った。 

（敬称略･五十音） 

氏  名 所               属 

諏訪  基 国立障害者リハビリテーションセンター 

清水 壮一 日本福祉用具・生活支援用具協会 

田中  理 横浜市総合リハビリテーションセンター 

妻屋  明 全国脊髄損傷者連合会 

中山 政義 社会福祉法人日本盲人会連合 

長谷川 洋 ろう教育を考える全国協議会 

山内  繁 早稲田大学 研究推進部 

渡邉 愼一 日本作業療法士協会 

（オブザーバー） 

小野 栄一 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室 

滝澤 智史 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室 
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４．本システムに寄せられたご意見等の分類・整理・体系化 

２０１０年２月２２日（月）～２０１１年３月９日（水）までに寄せられたご意見等

について、厚生労働省において実施された「障害者自立支援機器等開発促進事業」にお

ける開発テーマの参考資料に資することも考慮し、分類・整理等を行った。 

 

５．本システムの課題とあり方に関する検討 

２００９年度「障害者自立支援機器の情報収集・発信システム整備事業」のまとめと

して挙げられた本システムの課題を踏まえ、主にソフト面（理解しやすい表示、デザイ

ン等）の課題や問題点等を洗い出し、システムの改良や活用方策について検討した。 

 

６．本システムの改良 

上記の４及び５に基づき、随時、本システムの改良を行った。 

◎ 平成２２年 ９月 ステップ１：要望・アイデア登録機能の追加 

◎ 平成２２年１１月 ステップ２：募集した要望等に対する投票機能の追加 

◎ 平成２３年 ３月 ステップ３：改良版システムの公開 

 

７．事業報告書の作成 

本事業の実施結果を取りまとめた、事業報告書を作成した。 
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８．実施経過 

実施内容等 １０～１１月 １２～１月 ２月～３月 

１．有識者会議の開催 

・第１回会議 

・第２回会議 

 

 

 

◎（１１／１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（３／１４） 

（震災により中止） 

２．障害者自立支援機器等開

発促進事業との連携 

・ご意見等の募集 

・分類整理、体系化 

・投票 

・厚労省への結果報告 

個票及び概要版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/29-12/3 

 

11/8-12/3 

    ★12/7 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．システムの改良 

・登録機能の開発 

・投票機能の開発 

・機能・デザイン等の改良 

 

 

  HCR2010 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．普及方策の検討、まとめ 

 
 

 
 

５．報告書の作成    
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９．システム改良の流れ 

 
システム改良 イベント等 時期 

第一回 

有識者会議 

投票期間終了 

（投票機能クローズ）
12月3日 

11月1日 

11月8日 

2010 年 

9月29日 

「障害者自立支援

機器等開発促進事

業」ご要望・アイデ

ア登録機能の開発 

「障害者自立支援

機器等開発促進事

業」投票機能の開発 

12月7日 

「障害者自立支援機

器等開発促進事業」 

報告 

登録機能公開 

投票機能公開 

「
障
害
者
自
立
支
援
機
器
等
開
発
促
進
事
業
」
ご
要
望
・
ア
イ
デ
ア
募
集
・
投
票
期
間
（9/

2
9

～1
2
/3

）

H.C.R. 

9/29～ 

10/1 

サイト 

ワールド 

11/1～3 
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システム改良 イベント等 時期 

第二回 

有識者会議（※）
3月14日 

4 月 1日 

2011 年 

3 月 8日 

機能・デザイン等の改良 

試験環境公開 

本番環境公開 

※第２回福祉用具有識者会議は、2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震の影

響に鑑み、開催を中止した。  
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Ⅱ．事業の実施経過 

１．障害者自立支援機器等開発促進事業との連携 

厚生労働省において実施予定の｢障害者自立支援機器等開発促進事業｣における開発

テーマの参考資料に役立てることを目的として、障害者等から福祉用具に関するご意見

やアイデアを効率よく収集するための専用ページを開設するとともに、検索や投票を可

能にするためのシステム改修を行った。 

 

 募集期間 平成２２年９月２９日～１２月３日（約２ヶ月間） 

 募集ＰＲ 専用のチラシを配布しＰＲを行った 

・ＨＣＲやサイトワールドでは聞き取り調査の実地 

 募集方法 掲示板の機能を拡充し、専用ＨＰへ直接書き込みすることとした 

・上記以外の手段として、電子メールやＦＡＸ、電話による対応も行

った。 

 投票期間 平成２２年１１月８日～１２月３日 

 報告 平成２２年１２月７日時点の状況を報告 

・報告総数：２５４件（ご意見１２１件・掲示板１３３件） 

 システム画面 下記（２）参照 

 

 

（１）ご要望・アイデアの募集内容 

募集したご要望・アイデアの項目については次のとおり。 

項目名 説明・補足 

提出者 

次の中から選択 

①利用者（障害者） ②利用者の家族 

③障害者団体    ④医療専門職 

⑤福祉専門職    ⑥開発メーカー 

⑦流通事業者    ⑧行政 

⑨その他（     ） 

使用目的 

次の中から選択 

①肢体障害者用   ②視覚障害者用 

③聴覚障害者用   ④盲ろう者用 

⑤障害者スポーツ用機器 

⑥その他 

福祉用具の名称・機能 
※記述されていないご意見等については、当協会において、下記の「具体

的な内容」を見た上で入力することとした。 

具体的な内容 提案内容、理由など 

希望価格 製品化したとき、いくら位なら購入したいか 
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（２）ご要望・アイデアの登録及び投票、検索方法 

①登録方法 

本システムに障害者等から福祉用具に関するご要望やアイデアを効率よく収集す

るための特設ページを開設するとともに、検索や投票を可能にするためのシステム改

修を行った。 

原則として、本システムの特設ページからご要望やアイデアを登録することとした。 

なお、システムからの登録が困難な方については、電話やＦＡＸ、電子メールから

でも募集可能とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム｣トップ画面＞ 
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＜特設ページの画面＞ 
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＜ご要望・アイデアの登録画面＞ 
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＜登録内容の詳細画面＞ 
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②投票方法 

 

 
＜投票画面＞ 
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③検索方法 

 

＜検索画面＞ 
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２．本システムの普及施策 

ご意見など募集については、当協会ホームページ及び厚生労働省ホームページ、福祉

用具ニーズ情報収集・提供システム上で周知を行うとともに、障害者団体等に対しては

個別にご案内することとし、また、第 37 回 国際福祉機器展 H.C.R.2010 やサイト

ワールド 2010 等での周知・パンフレットの配布、現地での聞き取り調査等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜｢当協会ホームページ｣トップ画面＞ 
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＜｢厚生労働省・障害福祉ページ｣トップ画面＞ 
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３．収集データの分類・体系化 

収集した福祉用具に関するご意見・アイデアについて、分類・体系化する取りまとめ

作業を行った。 

なお、ご意見のみの登録で、タイトルが無いものについては、記述された具体的な内

容を事務局で確認し記入することとした。 

詳細については、第２部資料編「３．これまでに寄せられたご意見・アイデア」を参

照のこと。収集件数並びに提出者の属性等については以下のとおりである。 

 

○提出者の属性 単位：人

利用者
利用者
の家族

福祉専
門職等

開発
事業者

流通
事業者

行政 その他 不明 合　計

ご意見 47 1 39 3 20 3 10 10 133

掲示板 94 13 15 5 8 2 20 0 157

合　計 141 14 54 8 28 5 30 10 290

○要望等の内訳（種目別） 単位：人

ご意見 掲示板

義肢・装具 2 1 3 1.0%

座位保持装置 1 1 0.3%

盲人安全つえ 1 5 6 2.1%

眼鏡 1 1 0.3%

補聴器 1 1 2 0.7%

車いす 16 6 22 7.6%

電動車いす 5 3 8 2.8%

歩行器 3 2 5 1.7%

歩行補助つえ 3 3 1.0%

重度障害者用意思伝達装置 1 1 0.3%

介護・訓練支援用具 8 1 9 3.1%

自立生活支援用具 19 24 43 14.8%

在宅療養等支援用具 1 1 0.3%

情報・意思疎通支援用具 6 28 34 11.7%

排泄管理支援用具 5 1 6 2.1%

居宅生活動作補助用具 1 1 0.3%

6 54 60 20.7%

56 28 84 29.0%

133 157 290 100.0%合　　　計

合　計

補
装
具

日
常
生
活
用
具

その他の用具等

要望外

○要望等の内訳 単位：人

補装具
日常生
活用具

その他
の用具

要望外 合　計

ご意見 33 38 6 56 133

掲示板 20 55 54 28 157

合　計 53 93 60 84 290

○メール登録の件数と返信件数

133件 －

63.9%

62.4%

ご意見総数

うちメール登録件数
（コンタクト可能）

85件

53件うち返信された数
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４．これまでに寄せられた主なご意見等について 

平成 22 年 2 月 22 日（月）～平成 23 年 3 月 9 日（水）の間に要望等を提供した者の

属性は、利用者及び家族が 155 件（53.7％）と最も多く、次いで福祉施設等の職員が

54 件（18.6％）あった。 

また、要望等の内訳では、日常生活用具が 92 件（32.1％）と最も多く、次いで補装

具や日常生活用具の種目に属さない内容のものが 60 件（20.7％）あった。一方、給付

制度に関する意見等、補装具等の研究開発に直接関係のないものが 84 件（29.0％）あ

った。 

さらに、種目等の内訳では、補装具で｢車いす｣が 22 件（7.6％）と最も多く、日常生

活用具では｢自立生活支援用具｣が 43 件（14.8％）、｢情報・意思疎通支援用具｣が 34 件

（11.7％）の順であった。 

ご意見等のメール配信サービスに登録されている状況は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

提供された主なご意見等を集約すると、概ね以下のとおりである。 

（１）補装具 

種目 名称・機能 要望・アイデア等 

義肢 ○手話対応義手 手話や指文字に対応した義手 

装具 ○下肢装具 透明なもの、より強度の高いもの 

座位保持

装置 

○熱がこもりにくい｢座位

保持装置｣ 

熱を放出する機能や材質の開発 

自転車等との接触により破損することが多い。丈夫で耐久

性のある白杖 

段差や現在地を知らせる機能、目的地まで音声案内するよ

うな、ナビゲーション機能を有する白杖 

夜間の危険を防止する、自らが発光する白杖 

盲人安全

つえ 

○丈夫な白杖 

○音声機能付き白杖 

○発光する白杖 

白杖にカメラ等を付けて、障害物や段差、曲がり角を音声

で知らせる機器 

眼鏡 ○紫外線をカットする眼鏡 紫外線を大幅にカットする弱視者用眼鏡 

補聴器 ○音声を伝送する機能 難聴側から入る音声を健聴側へ伝送する機能開発 

音の識別を正確に行う補聴器（声質や回りの影響を受けな

い機器） 

○メール登録件数

件数
会社名
表示

35件 16件

49件 0件

27件 0件

111件 16件

ユーザ種別

 開発事業者

 日常、何らかの形で福祉用具に関わっている方

 その他

合     計

16



 

 

種目 名称・機能 要望・アイデア等 

車いすに市販の傘が固定でき、かつ足元までしっかりと覆

うことができる雨具 

様々な状態の障害者（児）の姿勢に対応可能な車いす用ク

ッション 

大型の車いすでも車載可能な機能・機構 

両サイドに簡単に取り付けられる物入れ 

通気性や保温性を保つ座面 

電車やバス等の車内で、車いすを容易に固定することがで

きる金具（統一的な機能・機構を望む）。 

車いす ○車いすの利用効果の増進

に資する機能・機構 

立ち上がった時にブレーキが自動にかかり、座ると外れる

機能、搭乗者が足で操作するブレーキ 

一人でも車載できる軽量タイプの電動車いす 

座面の平行を保つ機能 

立位姿勢でも操作できる移動機器 

電動車い

す 

○電動車いすの利用効果の

増進に資する機能・機構 

 

特に夜間などの視認性を高める機能 

歩行器 ○調節機能が付いた馬蹄型

歩行車 

○折りたたみ歩行器 

高さや幅の調節ができ、かつブレーキを装備した馬蹄型の

歩行車（在宅で使用可能なもの）。 

コンパクトに折りたたみ可能に機能 

歩行補助

つえ 

○歩行補助つえ 松葉つえやロフストランドクラッチに変わる杖 

ご意見：松葉杖の場合、長期に常用すると注意していても、わきの

下の血管や神経を圧迫して、二次障害を引き起こす問題がある。わ

きの下を空けるようにすると、今度は手首で体重を支えることにな

り、手を痛めてしまう。 ロフストランドの場合は、手首に荷重が

かかり痛める。また転倒時に杖が外れずに手をつくことができない

まま、頭部や顔を打撲する危険がある。さらに、階段の昇降時に杖

がじゃまで、テスリをつかめない問題もある。 

重度障害

者用意思

伝達装置 

○意思伝達装置 脳波を利用する意思伝達装置 

（２）日常生活用具 

品目 名称・機能 要望・アイデア等 

狭いトイレ等の間口でも使用可能な、簡易の移乗補助機器

利用者のベッド上での位置を補正するための用具 

介護・訓

練支援用

具 

○移乗補助機器 

○電動昇降テーブル 

○階段昇降装置 電動昇降機能が付いたテーブル 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

曲がり階段や狭い階段で使用できるコンパクトな可搬型昇

降装置 

自立生活

支援用具 

○聴覚障害者向け日常生活

支援用具 

○視覚障害者向け携帯型の

ナビケーターシステム 

火災、電話、来客、目覚ましなど、様々な情報機器を腕時

計などで知らせる機能（統一的な規格、機能を望む）。 

ホテル宿泊時などで、火災、来客、電話などの情報を知ら

せる機能（統一的な規格、機能を望む）。 

視覚障害の場合、外出時の現在の居場所（所在地）が判ら

なくなることがあるため、現在地を把握する機能 

さらに目的にまで誘導してくれるナビゲーションシステム

音声ガイド付きの｢湯沸かし器｣、｢ＩＨクッキングヒータ

ー｣ 

ご意見：揚げ物をしたい時、何分揚げればよいのか判るように音声

案内してくれたり、ある程度の温度になったら音声で案内してくれ

る機能があると料理しやすい。 

学校のフローリングなどで転倒したとき、臀部を保護する

用具 

転倒防止の機能が付いた入浴用いす 

両手が不自由でも文字が書ける自助具（グリップが安定し

ているものを望む）。 

ポータブルトイレで排尿する際に立位姿勢を補助する用具

ポータブルトイレ用のヘッドサポート 

起き上がりや立ち上がり時に、掴まっても大丈夫なベッド

サイドレール 

視覚障害者の掃除を補助する用具。（大切なものまで吸い込

んでしまうため） 

入浴後のスキンケアやメイクなど、整容を補助する用具 

自立生活

支援用具 

○視覚障害者向け調理補助

機器 

○臀部を保護する用具 

○入浴用いす 

○立位による排尿を補助す

る用具 

○ポータブルトイレのヘッ

ドサポート 

○文字書きを補助する自助

具 

○ベッドサイドレール 

○掃除補助用具 

○整容を補助用具 

○視覚障害者向け距離測定

装置 

○消火装置 

○音声機能付き体温計 

○音声機能付き秤 

○音声機能付き電卓 

デジタルカメラなどのピント合わせ機能を使い、対象物ま

での距離を知らせる機能 

ご意見：電車の席に座りたいが前に人が座っているか判らない時な

ど、ステッキで足を確認するのは失礼。また道路の変形交差点など

でどちらに道が通っているか確認したい。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

重度障害者でも簡単に使用できる消火器 

大きな音声による回りの人に火事を知らせる機能 

ご意見：重度障害者で現在地域で一人ぐらいしていて、自分でも何

とか使えそうなスプレータイプの消火器を購入していざというと

きに備えているんですが、施設や病院などに設置されてある本格的

な消火器だけじゃなく、そういう簡易消火器にもボタンを押すとま

わりに火事を知らせれるような装置が付いているとありがたいで

す。 

自立生活

支援用具 

 

全盲でも使用できる音声機能付き体温計。検温データが数

ヶ月分保存できるもの。 

在宅療養

等支援用

具 

吸引器 軽量・小型の吸引器 

地デジになっても音声出力が可能な機器 

ご意見：私は視覚障害者です。デジタルテレビに代わってから今ま

での FM ラジオチューナーの放送では聞けなくなりました。これか

らも音声のみのテレビ中継を楽しみたいのです。安価で手軽に使え

る器具の開発を願っています。  

眼球で操作するＵＳＢ対応マウス 

ご意見：上肢体障がい者に対してのパソコン操作、上下肢を使わず

に利用者自身が目で見ている箇所にマウスカーソルを追従させ、健

常者が利用しているマウス操作と同等の操作性と設定の簡易性が

あれば、利用者及び介護者に負担少ない PC 用 USB 入力装置となる

と思います。  

携帯型会話補助装置の改良 

・太陽光で使用できるもの 

・バッテリー充電式のもの 

・絵文字や顔文字が使用できるもの 

・携帯メールにようにコピーや移動ができる機能 

・録音する機能 

セットした時間になると、合成音声にて行動を指示してく

れる機能をもった携帯型時計。発達障害者（児）に役立つ

機能。 

視覚障害者の銀行振込と口座取引を把握するための機器 

情報・意

思疎通支

援用具 

○地デジになっても音声出

力が可能な機器 

○眼球で操作するマウス 

○携帯型会話補助装置 

○行動を知らせる時計 

○視覚障害者向け生活支援

機器（振込や口座取引が確

認できる機器） 

○音声を文字に変換する装

置 

○人物識別装置 

○携帯型の拡大読書器 

○点字器 

○色識別機器 

○時刻表読み取り装置 

○コミュニケーション支援

用具 

パソコンに小型マイクを取り付け、音声が文字に変換する
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

装置  

正面にいる人を識別し音声で知らせてくれる装置 

軽量・コンパクトで持ち運び可能な拡大読書器 

一般の活字文書を点字に変換する機器 

色を判断して音声で知らせて装置 

時刻表の読み取り装置 

情報・意

思疎通支

援用具  

コミニュケーション支援用具の開発 

意見①：視覚障がい者のために、様々な表示を音声化し、携帯電話

やＰＳＰ、ＤＳなどの赤外線通信機能を利用し、表示内容を音声に

変えて、伝えることはできないでしょうか。 

意見②：聴覚障がい者のために、音声ガイド付きの製品(ＡＥＤな

ど)にも、同様の方法で、音声ガイドを文字化し、携帯電話等の画

面から視覚情報として伝えることはできないでしょうか。 

意見③：盲ろう者のために、携帯電話のバイブ振動機能を利用し、

モールス信号みたいな方法でコミュニケーションすることはでき

ないでしょうか。 

小児用と成人用だけでなく、様々なサイズ｢紙おむつ｣ 

洗浄ノズルが上下だけでなく、左右にも動かすことができ

るウォシュレット 

排泄管理 

支援用具 

○紙おむつ 

○ウォシュレット 

○尿器 

ネジや蓋がついた尿器 

居宅生活

動作補助

用具 

○携帯型手すり 使用しないときには折りたためるような、持ち運び可能な

手すり 

ご意見：旅行中や一般トイレなどで簡単に脱着使用出来る様な手摺

を作成できませんか？ 

（３）補装具や日常生活用具に分類されない用具 

品目 名称・機能 要望・アイデア等 

ベッドで簡易に使用できる洗髪器 

使用料金の精算が容易にできる装置、機能 

ご意見：頚髄損傷者です。１人で自動車を運転して外出する機会が

多いです。最近、町の中は無人の有料駐車場が多くなり、出口でい

つも機械に駐車料金（特にコイン）を入れるのに苦労します。 

聴覚障害者でも使用できるＡＥＤ（自動体外式除細動器）

その他 ○洗髪器 

○時間貸し駐車場機器のブ

リアフリー化 

○聴覚障害者でも使用可能

かＡＥＤ 

○検便採取を補助する用具

○買い物時のバーコードリ

ーダー 

脳性麻痺や視覚障害者であっても検便採取ができる用具 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

買い物時、商品に付いているバーコードにかざすことによ

り、商品名、価格、内容量、カロリーなど音声で知らせて

くれる装置、機器 

音声で知らせる、テレビやエアコンのリモコン 

音声で操作できる電子辞書 

新聞や広告チラシを読み上げる装置 

視覚障害者に配慮したタッチパネル 

視覚障害者でも利用可能な｢非接触型ＩＣカードシステム

による乗車カード（パスモやスイカ）｣ 

文字放送のテロップを読み上げする装置 

頭部を冷やすための装置、機能 

ご意見：黄疸性脊椎損傷によるウイルス後遺症により発汗作用がう

まく働かず、強くエアコンを使用しなければなりません。現在帽子

の中にアイスノン用の冷却座位を入れる方法があると聞きますが、

ヘルメット型エアコンは出来ないでしょうか。クールジャケットが

ある事は聞きますが、頭部を冷やす方法の福祉用具の開発をお願い

します。 

片方の腕だけでも容易に使用できる財布 

車いす利用者が使用するクローゼット 

その他 ○音声機能付きリモコン 

○音声操作できる電子辞書

○新聞や広告の読上装置 

○頭部を冷やす用具 

○財布 

○車いす利用者でも使用で

きるクローゼット 

○児童向けのかわいいデザ

インの福祉用具など 

かわいいデザインの福祉用具 

児童用サイズの入浴用いす 

（４）その他、福祉用具の開発や改良に属さないご意見等 

○ 介護保険の給付対象範囲に関する内容 

○ 自社製品に関する紹介 

○ 給付制度に関する意見 

○ 福祉用具に係わる人の養成に関する意見 

○ 福祉用具の安全基準、メンテナンスの必要性に関する意見 他 
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事項 件数

誹謗・中傷 0件

重複登録 8件

成人向けの内容・悪質なリンク 0件

その他、本サイトの目的にそぐわない内容 2件

誹謗・中傷 0件

重複登録 0件

成人向けの内容・悪質なリンク 0件

その他、本サイトの目的にそぐわない内容 6件

ご意見登録

掲示板

（５）不適切利用として報告されたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．利用実態を踏まえたニーズ 

（１）義肢・装具 

上肢に障害がある方から義手について、｢手話｣や｢指文字｣に対応できる機器の開発

が求められた。こうした技術は、ロボットアームとしても活用できるのではないかと

する意見があった。 

また、長下肢装具について、透明なものの製品化が求められた。 

（２）座位保持装置 

使用時の身体の熱が接する部分にたまる為、熱を放出するための機能や材質の開発

が求められた。 

（３）盲人安全つえ 

溝にはまったり、自転車や看板などと接触することにより、つえを破損することが

多いため、丈夫な素材の盲人安全つえが求められた。 

また、歩道と車道の段差をのぼるとき、例えば｢ピピピ｣と知らせる機能。また道に

迷った時の為、ＧＰＳ機能を搭載して「現在地を知らせる機能」の開発が多数から求

められた。 

網膜色素変性症の方からは、白杖に、小型カメラを付けて、その映像（障害物や段

差、曲がり角など）を音声（イヤホン）で知らせるような機器の開発が望まれた。 

（４）補聴器 

音量調節だけではなく、たとえば右耳に入る音を、左へ転送するような機能が求め

られた。 

難聴の方で、現在、箱形補聴器を使用している方からは、人の声の質や回り音など

の影響を受け、聞き間違えてしまうケースがあるとのことであった。また、雑音が混

じったり、複数人の声が一気に頭に入ったりすると、パニックしてしまうとの意見が

あった。 

（５）車いす 

車いすの利用効果を高める為、車いすに取り付ける付属品等の開発に対する意見が

多く出された。 
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一方、電動車いすでは、段差や悪路においても「座面の平行が保たれる機能」、「夜

間走行時の視認性を高める」ことなどの意見が出された。 

（６）歩行補助つえ 

松葉杖の場合、長期に常用すると注意していても、わきの下の血管や神経を圧迫し

て、二次障害を引き起こす問題があり、かつ腋の下を空けるようにすると、今度は手

首で体重を支えることになり、手を痛めてしまうとのご意見があった。 

 ロフストランドの場合は、手首に荷重がかかり痛め、また転倒時に杖が外れずに手

をつくことができないまま、頭部や顔を打撲する危険があること。さらに、階段の昇

降時に杖がじゃまで、手すりをつかめない問題もある等との報告があった。 

（７）重度障害者用意思伝達装置 

脳梗塞の後遺症で運動性失語症がある意思伝達が困難の方から、相手が話す内容に

ついては、ある程度理解できているが、全く言葉がでないため意思を伝達することが

できない。筆談や文字盤、ＰＣを利用し意思伝達を試みたが、文字が理解できなくな

っているようでそれも困難。「脳波を利用した意思伝達装置」の研究の状況について

知りたいとの意見があった。 

（８）介護・訓練支援用具 

腰痛を予防する点から、移乗介助を容易にする為の機器開発が求められた。 

加えて、曲がり階段や狭い階段で使用できる「コンパクトな可搬型昇降装置」の開

発が求められた。 

（９）自立生活支援用具 

聴覚に障害のある方からは、火災、電話、来客、目覚ましなど、様々な情報機器を

腕時計などで知らせる機能が望まれた。可能な限り「統一的な規格での機能開発」が

求められる。幾つもの機器を所持することは避けたいとする意見が多く出された。 

加えて、ホテル宿泊時などで、火災、来客、電話などの情報を知らせる機能（統一

的な規格、機能を望む）の開発が求められた。 

視覚に障害のある方からは、外出時、自分の居場所が分からなくなることがある。

居場所を把握し、次の目的まで案内してくれるような機器の開発。また、駐車中の自

動車や自転車、突然の看板などにぶつかることがよくあり、それらを事前に感知し知

らせてくれるような機器の開発。 

また、調理を補助する機器として、揚げ物をしたい時、何分揚げればよいのか分か

るように音声案内してくれたり、ある程度の温度になったら音声で案内してくれるよ

うな機器の開発が求められた。 

肢体が不自由な方からは、ポータブルトイレ使用時の立位姿勢を補助する用具、メ

イクやスキンケアを補助する機器の開発が求められた。 

（１０）在宅療養等支援用具 

軽量で小型、持ち運びしやすい吸引器の開発が求められた。 

（１１）情報・意思疎通支援用具 
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携帯型会話補助装置の改良点として、①太陽光で使用可能なもの。②バッテリー充

電可能なもの。③絵文字や顔文字が使用できるもの。④携帯メールにように文字のコ

ピーや貼り付けができる機能が求められた。 

肢体が不自由な方からは、眼球で操作するＵＳＢ対応のマウスの開発。 

視覚に障害のある方からは、銀行振込や口座取引の内容を把握するためには、窓口

で人の手を借りなければ出来ず、プライバシーに係わることであり、こうしたことが

出来るような機器の開発が求められた。 

（１２）排泄管理支援用具 

紙おむつについて、小児用と成人用だけでなく、多様なサイズの商品化が望まれた。

また、ウォシュレットの洗浄ノズルについて、上下だけでなく、左右に移動するウォ

シュレットノズルの開発が望まれた。 

（１３）その他 

頚髄に障害がある方から、１人で自動車を運転して外出する機会が多いが、有料駐

車場が多くなり、機械に駐車料金（特にコイン）を入れるのに苦労している。 

聴覚に障害があっても使用可能なＡＥＤ（自動対外式除細動器）の開発。具体的に

は使用方法を文字でも表示し聴覚障害者であっても取り扱えるような機器の開発が

求められた。 

脳性麻痺や視覚障害者であっても検便採取が容易になる機器の開発が求められた。 
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６．システムの一部改良について 

（１）本システムにおける機能面の課題 

平成２１年度「障害者自立支援機器の情報収集・発信システム整備事業」のまとめ

として、今後の本システムの運営、特に機能面での課題として、次の事項が挙げられ

ていた。 

 

①入力の簡便性と正確性の両立 

登録者の入力負担軽減の観点から、入力項目を極力少なくし、必須項目も最小

限としてきたが、ご意見登録の際に入力されるメールアドレスに誤りがあったり、

全く同じ内容の書き込みが複数登録されるなどのケースがある。 

また、福祉用具を利用している方からのご意見に関して、ご本人のプロフィー

ルを登録していただけるケースが少ない。 

③掲示板（談話室）とご意見の使い分け 

一般の掲示板と同様、オープンに意見交換が可能な「掲示板（談話室）」に登録

していただきたい内容が「ご意見」に多く含まれている。 

※上記課題を踏まえ、今年度に入り「掲示版（談話室）」の利用を促すため、ア

イコンの大きさに強弱をつけたり、注意書きを掲載したりしたところであるが、

さらに利用者に使い分けを理解してもらうための改善等が必要である。 

③機能等の拡充 

ご意見に係る補足・プロフィール情報登録機能の充実（画像、動画等の登録）、

携帯電話からの「掲示板（談話室）」への登録機能の拡充、テーマに対して投稿や

返信が行いやすいよう｢掲示板（談話室）｣の表示デザインの変更等、利便性を向

上させるための機能等を拡充していく必要がある。 
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（２）改良にあたっての基本的方針 

現在のデザインは、高齢者・障害者等配慮設計指針（ウェブコンテンツ）JIS X 

8341-3 に準拠して作成しているが、本年度については、当該規格に可能な限り準拠

しつつ、上記の課題に対して、Web サイト評価・診断ツールの結果を参考にしなが

ら、主にデザインの改良により改善を図ることとした。 

 

（３）デザイン改良の観点 

○ リンク表示の分かりやすさ（色使い、矢印の表示など） 

○ マウスの動線（例：マウスが移動する範囲を最小にするなど） 

○ 画像の大きさ 

○ 余白、行間の使い方 

○ 表記・表現の統一性確認 

 

（４）使用した Web サイト評価・診断ツール 

○ＮＴＴデータ Web アクセシビリティチェックサイト「HAREL」 

（http://harel.nttdata.co.jp/wact/inputProc/inputUrlBL.do） 

W3C（World Wide Web Consortium）にて策定された WCAG1.0 規格を基に、「文

字サイズの変更が可能か」、「画像に代替テキストが付いているか」など約１７０の観

点からアクセシビリティへの適合度を点数で表示する Web サイト 

現行のシステムでは「７５点：よくできました」の判定であり、アクセシビリティ

に対し、平均以上の配慮がなされていると解釈できる結果を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HAREL 評価結果】 
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○富士通 Web アクセシビリティ診断ツール「Web Inspector 5.11」 

（http://jp.fujitsu.com/about/design/ud/assistance/） 

JIS X 8341-3:2004 年版だけでなく、富士通ウェブ・アクセシビリティ指針 第 2.0

版の観点からもアクセシビリティへの適合度を評価するツール 

現行のシステムでは 156 件のチェックを受けているが、開発の要求事項に基づきあ

えて指針に準拠しなかったものが 9 割以上である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Web Inspector 評価結果】 

 

（５）デザインの改良・変更内容 

〔トップ画面〕 

 区分 改良内容 

１ 見出し・文言 ・「よりよい福祉用具を作るためにご意見やご要望、お困りごとを掲示

板にお寄せください」から「掲示板に」を削除 

・「事務局よりシステム利用のご案内」を追加 

２ 画面構成 ・右列にある「サイト内検索」を右上（ヘッダ）に移動 

・右列にあるバナーを下（フッダ）に移動 

・「お知らせ」欄を削除 

３ 最新の掲示板 

（談話室） 

・「カテゴリ」「ご要望・アイデア・話題」（＝タイトル）、「投稿数」を表示 

・トップから投稿するための「新しい話題を作成」ボタンを設置 

・システム管理者による書き込みは強調・色変更文字にて表示 

・最新の掲示板の表示件数を３件から５件に改良 

・投稿日時、投稿者表示を削除 

４ 最新のご意見 ・新たに賛成件数を表示 

・最新のご意見の表示件数を５件に改良 

・投稿日時、投稿者表示を削除 
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＜トップ画面 改良前＞ 
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＜トップ画面 改良後＞ 
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〔ご意見〕 

 区分 改良内容 

１ 画面構成 ・「ご意見」トップ画面と、「これまでに寄せられているご意見・ご

要望」一覧画面を一つの画面に統合 

２ 表示 ・システム管理者による書き込みは強調・色変更文字にて表示 

 

 
＜ご意見トップ画面 改良前＞ 
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＜ご意見・「これまでに寄せられているご意見・ご要望」一覧画面 改良前＞ 
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＜ご意見トップ画面 改良後＞ 
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〔掲示板（談話室）〕 

 区分 改良内容 

１ 画面構成 ・掲示版（談話室）トップ画面における話題の表示方法をタブ型

に改良 

２ 表示 ・新たに「投稿数」を表示 

・話題の表示件数 10 件に改良 

 

 

 
＜掲示版（談話室）トップ画面 改良前＞
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＜掲示版（談話室）トップ画面 改良後＞ 
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７．本システムによる相談・対応事例について 

本システムの目的と適切な利用を推進するため、当協会ではニーズ提供者からの相談

やニーズに対するフォロー（ご意見に対するコメントのリターン）を行っている。実際

のシステム利用者と対話等（メールや実際にお会いして相談に対応）を続けることによ

って、本システムの活用に向けての難しい課題にも直面したところである。本項では実

際に相談・対応した内容を事例として記述することとする。 

 

〔事例１：障害をお持ちの方〕 

１．投稿者情報 

氏 名 Ａさん 性別 男性 年齢 ４０代 

区 分 福祉用具利用者 利用している用具 車いす他 

身体状況 左片麻痺、言語障害（事故による中途障害） 

その他 パソコン操作に不慣れ 

携帯でのメールは可能 

２．事例内容 

2011 年 1 月○○日（○）当協会へ訪問 

○※※※センターから、本システムについて紹介され訪問 

○リハビリや日常生活を通して、福祉用具のアイデアを思いついたので、協力でき

るメーカーを探したい 

○製品開発された場合には、特許を出願したい 

○メールアドレスを忘れたので、次回の訪問時に入力することとした 

2011 年 1 月○○日（○）当協会へ訪問 

○当協会にて「ご意見」へ２件登録を行った 

○登録完了後、メールアドレスが間違っていることに気づく 

2011 年 3 月○日（○）当協会へ訪問 

○前回投稿した意見にメッセージが送信されていることを確認し、その方とコンタ

クトをとりたいと相談があった 

※前回入力したアドレスが間違っていたため、メッセージを送信した側もエラーに

なっている 

内 容 

※新規にアドレスを取得し、新たに入力する方向で現在調整中 

３．検討事項 

メールアドレスの誤入力により、情報交換が不成立となってしまったケースである。 

本人は正しいと思って送信したアドレスが間違いだったため、ご意見に対してメッセージも送信

できなくなってしまった。 

この場合、バックデータのログを調べ、正しいアドレスに修正することは可能であるものの、個

人の情報にも係わることであり、現実的には困難である。このため新規に投稿することとした。 
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〔事例２：高齢者〕 

１．投稿者情報 

氏 名 Ｂさん 性別 女性 年齢 60 代 

区 分 福祉用具利用者 利用している用具 不明 

身体状況 不明 

２．事例内容 

2010 年 10 月○○日（○）当協会へ電話 

○福祉用具のアイデアがあるから、協会で製品化してくれないかと依頼 

○販売できた暁には、売上げの何割かを還元してほしいとのこと 

○協会と本システムの趣旨を説明し、協力企業を探すため、システムへの投稿を勧

めた。その際に、どれくらいで企業が見つかるのか質問があったので、返信や製

品開発を約束するものではないと説明した。 

○本人がパソコンを持っていないため、投稿も閲覧も不可という状態 

○本人のつよい希望もあり、協会で入力を代行した 

○メールアドレスがないため「ご意見」には投稿できないので、「掲示板」に概要を

入力し、企業からの返信を待つことにした。 

2010 年 10 月○○日（○）当協会へ電話 

○企業からの返信があったかの確認の連絡が入る 

内 容 

※その後も数回にわたり、状況確認の連絡あり 

３．検討事項 

パソコンを持っていないため、①入力代行、②書き込み後のフォロー等を当協会にて行うことと

なった。 

本人はすぐに開発者が見つかると思っていたが、協力者が見つからず釈然としない状況が続いて

いる。 
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〔事例３：産業技術総合研究所の技術移転ベンチャー〕 

１．投稿者情報 

氏 名 Ｃさん 性別 男性 年齢 ５０代 

区 分 開発 利用している用具 － 

身体状況 － 

２．事例内容 

201０年６月○○日（○）当協会へ訪問 

○産総研の技術移転ベンチャー 

産総研の研究成果を活用して事業を行う者に対して特別に講じる技術移転促進措

置の対象法人である。許諾された特許技術を広く産業界に普及させ、研究成果の

市場価値の創造を目指している 

○本システムを活用して、リハ関係者と結びつきをつくることができた 

○センターとしては、新たな技術がどういう場面で活用できるか、実際に企業が実

用化するための支援を行っているが、利用者や開発企業とコンタクトをとりたい 

201１年３月○○日（○） 

内 容 

○リハ関係者と実際に会い、より具体的な要望をお聞きし、また木工細工を得意と

するＮＰＯ法人にも協力してもらい、ニーズを満たす用具を開発することができた。 

○開発した福祉用具 

ティルト形の車いすを使用しなくても、｢一時的にティルトを同様の効果を発揮する

もの車いすのキャスタ留（仮称）｣ 

３．検討事項 

本システムの機能が最大限に発揮できる取り組みを、継続的に進めていく必要がある。 

利用者としては、困っていることに今すぐ何とかして欲しいとの思いが強い。ちょっとしたアイ

デアで解決する場合もあり、地域で支え合うネットワークや人材に関する情報との連携が必要であ

る。 

利用者に多くのプロフィールの記入を求めるとはできない。できるだけ入力しやすい環境を整え、

あとは開発者側がコンタクトしやすいようにすべきでする。 
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Ⅲ．まとめ 

2010 年 4 月、本システムの本格運用の開始から 1 年が経過し、運営にあたっての課

題やシステムに対するご意見等が多く寄せられた。 

これらを踏まえて、当協会では、今後継続してニーズ情報の収集・提供していくため

にシステムとその運用方法等の改善を進め、よりよい福祉用具の開発に寄与することが

重要であると考える。 

本項では、今年度事業の総括として、来年度以降における｢本システム活用にあたっ

ての検討課題｣並びに｢今後の展開に関する提言｣を整理し記述することとする。 

 

１．本システム活用にあたっての検討課題 

（１）入力の簡便性と正確性の両立 

これまで情報の収集を最優先に考え、入力項目は極力少なくし、また必須項目も最

小限としてきたところであるが、特にご意見による利用者のプロフィールが記述され

ないケースが多く、基本情報が把握できないままのニーズ情報が多く書き込まれた。 

また、現システムでは、ＰＣ以外に携帯電話からの意見登録を可能にしているが、

意見登録のみの機能であり、登録者に対するコンタクト（返信）や掲示版（談話室）

への書き込み、検索や参照等ができない状況にある。 

そのため、 

 ｢必須｣・｢任意｣の項目設定について再検討 

 ｢収集項目｣の見直し、整理 

 携帯電話からの掲示版（談話室）への書き込み、参照及び急速に普及しつつあるスマ

ートフォンや iPad による活用 

などについて、改善を図る必要がある。 

 

（２）ニーズの分類と活性化策の検討 

これまでに書き込まれたニーズを見ると、既に開発が進められているもの、或いは

既存の用具で対応ができるのではないかと思われるものの書き込みがあった。これら

の書き込みについては、投稿者と事務局又は関係者において、やりとりを数回重ね投

稿者が求めているニーズを正確に把握していく取り組みが必要である。 

合わせて、ニーズを提供する側と利用する側、双方にとって利用価値のあるシステ

ムとなるよう、また本システムが活性化するような方策が求められる。 

例えば、 

提供されたニーズ情報を以下のように分類し、 

Ａ．既に、改良・開発のニーズを満たすものが製品開発されており、これにより対応が

可能ではないかと考えられるもの 

Ｂ．現在、研究が進められ、近い将来に製品化が見込まれるもの 
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Ｃ．既製品が見あたらず、今後の開発課題として考えられるもの（研究が中断している

ものも含む） 

Ｄ．個別性が高く、適合や選択には専門家の関与が必要であり、オーダメイドの作成を

必要とするもの 

Ｅ．その他（書き込まれた内容では、ご意見の趣旨が正確に把握でないもの） 

ニーズ情報と合わせて情報提供することが考えられる。 

 

（３）本システムの周知 

ホームページを除く本システムの周知にあたっては、関係団体の機関誌に掲載する

とともに、ＨＣＲやサイトワールドにてＰＲを行っているところであるが、障害者・

高齢者福祉の現場や、開発メーカー等に周知されているとは言いがたく、厚生労働省

が行う｢障害者自立支援機器等開発促進事業｣や福祉医療機構が社会福祉振興助成事

業で行う｢福祉用具の改良開発｣等と連携するなどして、認知度を上げるための方策の

検討が必要である。 

 例えば、 

 ニーズ情報を協会ホームページのトップ画面に表示させ、最新の｢ご意見｣や｢掲示板｣

をリアルタイムで表示する。 

 投稿者とメーカーが結びつき、成功した事例を掲載する。 

 実際に研究が進められている機器や団体の紹介するページを設ける。 

 ｢自立支援機器等開発促進事業｣や｢福祉医療機構｣から補助を受けて開発した用具の

仕様や使い方などの情報を紹介する。 

 蓄積されたニーズ情報を厚生労働省や福祉医療機構へ届け、利用者等の要望を踏まえ

た助成事業の推進に役立てる。 

 

（４）本システムの機能拡充策の検討  

現在、本システムが収集している情報は、あくまでテキスト情報であるが、より一

層利用価値が高いシステムとなるよう、 

例えば、 

 画像や動画等の登録・提供（スマートフォンや iPad による活用） 

 事故、ヒヤリ・ハット情報から見た用具の開発・改良 

 ＴＡＩＳや完成用部品ＤＢとの連携 

 団体や有識者と連携することにより、専門家による相談や回答の提供 

 アンケート機能の活用など、開発メーカーの積極的な利用の推進 

などの活用・情報連携について検討を進める必要がある。
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（５）ユニバーサルデザインの追及 

本システムについては、高齢者・障害者等配慮設計指針（ウェブコンテンツ）JIS X 

8341-3 に準拠して開発しているが、特に視覚障害者からの利用を促進するため、 

例えば、 

 視覚障害者向け専用ページの開発 

 対応するアクセシビリティ閲覧支援ツール（音声読み上げ等）の拡大 

 キーボードのみで操作可能な仕組みの構築 

 本システム上での支援ツールの紹介 

などについての検討を進める必要がある。 
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２．今後の展開に関する提言 

本システムは、よりよい福祉用具を作るため、福祉用具の実際の利用者から｢ご意

見｣や｢ご要望｣、｢お困り事｣などを収集し、真に必要とされる用具の製品開発の推進

に資することを目的としているが、今後も継続して、より質の高い情報を収集し、提

供する仕組みを構築することで、さらに付加価値のあるシステムへの展開が期待でき

ると考える。 

 

以下に、本システムの更なる普及・拡大を図るためのポイントを記述する。 

 事  項 対 応 案 

１ ニーズ提供者に対する

返信 

 

今後においても｢ご意見｣や｢掲示板（談話室）｣

に登録された内容をチェックし、返信可能な内容

については、事務局（当協会・企画部）から返信

していく。但し、専門的な知見が必要な場合には、

福祉用具の専門家やセラピスト等と連携して対応

する環境を整えることが必要である。 

また、キーワードが選択されていない｢ご意見｣

についても事務局において、適宜補足することで

グラフ統計に反映させる。 

２ 研究開発助成事業との

連携 

厚労省が行う「障害者自立支援機器等開発促進

事業」、福祉医療機構やＮＥＤＯ等が行う福祉用具

の開発研究事業と連携して、本システムの運用を

図ることが重要である。 

特に収集された利用者からのニーズは、各助成

事業の実施主体へ情報提供するとともに、新たに

研究開発が進められている製品の情報について

は、随時の情報提供が求められる。 

３ 開発事業者への情報提

供 

収集し、分類・整理したニーズ情報を開発事業

者に提供することで、より良い福祉用具の開発に

繋げてもらうとともに、本システムの認知度を高

め、さらには開発事業者が本システムに期待する

事項を把握し、可能な限り反映していく。 
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 事  項 対 応 案 

４ 障害者団体や業界団体、

職能団体等との連携 

障害者団体等と積極的に連携を図りシステムの

活用・運用を推進する。 

（「ご意見」上でのテーマ設定や「掲示板（談話室）」

での新規掲示板の立ち上げ、厚生労働省や各種団

体紹介専用フォームの提供等を検討する。） 

ご協力いただいた障害者団体等については、積

極的にバナー掲載やリンクへの追加を行う。 

また、本システムの対応事務局として障害者団

体や地域のＮＰＯ法人など連携して行うことを検

討することが必要であると考えられる。 

５ 有識者会議の開催 本システムをより有効的に活用する観点から、

福祉用具の専門家や障害者団体、関係団体等から

構成する有識者会議を設置し、収集したニーズ情

報の分類・整理等を積極的に行い、厚生労働省が

行う｢障害者自立支援機器等開発促進事業｣と連携

を図る。 

６ 機能等の拡充 前述の課題等を踏まえ、今後も積極的に機能等

の拡充を進める 

[方向性の例] 

・ご意見に係る補足・プロフィール情報登録機能

の充実（画像、動画等の登録） 

・携帯電話からの掲示板（談話室）への登録機能

の拡充 

・TAIS システムなどの他のシステムとの連携 
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第２部 資料偏 

 
 



 

 

１．ＨＣＲ２０１０時にご意見等の募集を行ったチラシ 

（表） 

 

あなたの声を形にしてみませんか！ 
～障害者の福祉用具に関するご要望・アイデアをお聞かせ下さい～ 

○厚生労働省では平成２２年度から障害者の福祉用具の開発を支援する事業を行っています。 

みなさま方からいただいたご要望・アイデアを参考に、今後の事業の開発テーマを決める予

定としています。 

○ご要望・アイデアは、平成２２年９月２９日（水）からインターネット等で受け付けます。 

（詳しくは裏面をご覧下さい。） 

○ご要望・アイデアの提出内容は以下の通りです。 

（１）記入者の区分 （次の①～⑨の番号から１つお選び下さい。） 

① 利用者   ② 利用者の家族 ③ 障害者団体 ④ 医療専門職 ⑤ 福祉専門職 

⑥ 開発メーカ ⑦ 流通メーカ  ⑧ 行政    ⑨ その他 

（２）ご要望・アイデアについて 

・福祉用具の名称や機能など

・福祉用具の利用対象等（次の①～⑦の番号からお選び下さい。複数選択可。） 

① 肢体障害者用  ② 視覚障害者用   ③ 聴覚障害者用   ④ 言語障害者用 

⑤ 盲ろう者用   ⑥ 障害者スポーツ用 ⑦ その他 

・ご要望・アイデアを具体的にお書きください。 

 

 

 

 

・福祉用具の購入（販売）希望価格 

 

（１）記入者の区分       ①  （記入者が「利用者」の場合①と記入して下さい。） 

（２）ご要望・アイデアについて 

・福祉用具の名称・機能など             地デジ放送に対応できるラジオ 

・福祉用具の利用対象等   ②   (利用対象が「視覚障害者用」の場合②と記入して下さい。) 

・ご要望・アイデアを具体的にお書きください。 

   来年テレビのアナログ放送が終わり、地上デジタル放送になると、現在使っているラジオでテレビの 

音が聞こえなくなるため必要です。使う時に補助してくれる音声ガイドがあるか、目の見えない人で 

も簡単に使える工夫がされているものがあると便利だと思います。 

・福祉用具の購入（販売）希望価格                 １ 万 円 程 度 

※昨年の要望例 http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/cyousajigyou/dl/02b.pdf 

 

 

 

 

円（程度） 

記入例 
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（裏） 

 

○みなさま方からいただいたご要望・アイデアは、http://www.techno-needs.net/ でご覧に 

なれます。 

 

１．提出期間 ： 平成２２年９月２９日（水）～平成２２年１２月３日（金） 

   なお、１０月３１日（日）までにいただいたご要望・アイデアは、一旦取りまとめて整 

理し、http://www.techno-needs.net/で公表します。公表したご要望・アイデアについて

は、実用化してほしいものに投票することができますので、ご協力下さい。 

投票期間 ： 平成２２年１１月８日（月）～平成２２年１２月３日（金） 

    投票結果を参考に今後の開発テーマを決める予定としています。 

２．提出方法 http://www.techno-needs.net/から入力（投票はここでのみ受け付けます。） 

※もしくは、以下のいずれかの方法で下記内容をテクノエイド協会へご提出ください。 

電子メールの場合：kikaku@techno-needs.net へ送信する。 

F A X の 場 合：本用紙または別紙に書いて、03-3266-6885 に送信する。 

電 話 の 場 合：03-3266-6883 にかける（受付：１０時から１７時まで）。 

 

 

【参考】 

１．福祉用具ニーズ情報収集・提供システム 

→福祉用具の利用者の声を開発者側と結ぶウェブサイト（平成２２年２月から公開） 

    福祉用具に関する掲示板として、インターネットを通じて、自宅からどなたでも手軽 

に活用できるシステムです。いただいたご要望・アイデアは、福祉用具の開発者の方へ 

定期的に届けられます。 

ＵＲＬ：http://www.techno-needs.net/  

 

２．障害者自立支援機器等開発促進事業 

→障害当事者のモニター評価等を義務づけた開発促進事業（平成２２年度から実施） 

マーケットサイズが小さい等、ビジネスモデルの確立が困難な機器の実用的製品化 

を促進します。今回、みなさま方からいただいたご要望・アイデアを参考に今後の開 

発テーマを決める予定としています。 

ＵＲＬ：http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/cyousajigyou/index.html 

 

問い合わせ先 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室 小野栄一・滝澤智史 

  東京都千代田区霞が関１－２－２ 電話 03-5253-1111 内線 3088,3073 
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い

で
し

ょ
う

か
？

 

快
適

に
使

い
た

い
で

す
。

こ
れ

は
本

人
に

と
っ

て
切

実
で

し
ょ

う
。

 

5
 

募
集

 
1

7
1

盲
人

安
全

つ

え
 

利
用

者
 

白
杖

 
白

杖
を

使
っ

て
い

て
、

溝
に

は
ま

っ
た

り
、

自
転

車
と

接
触

し
た

り
し

て
破

損
す

る
こ

と
が

多
い

。

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
、

も
っ

と
安

価
に

す
る

な
ど

の
方

法
で

利
用

者
の

買
い

替
え

の
際

の
負

担

が
減

る
と

い
い

で
す

。
 

 
 

6
 

募
集

 
1

8
5

盲
人

安
全

つ

え
 

利
用

者
 

段
差

お
知

ら
せ

白
杖

 
段

差
が

あ
る

と
知

ら
せ

る
白

杖
。

歩
道

と
車

道
の

段
差

を
登

る
と

き
、

例
え

ば
ピ

ピ
ピ

と
知

ら
せ

る
も

の
。

 

 
 

7
 

募
集

 
1

8
6

盲
人

安
全

つ

え
 

利
用

者
 

音
声

ガ
イ

ド
付

き
白

杖
 

白
杖

が
現

在
い

る
場

所
を

感
知

し
て

、
目

的
地

ま
で

音
声

ガ
イ

ド
し

て
く

れ
る

と
助

か
る

。
 

ま
た

、
道

だ
け

で
は

な
く

て
、

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

て
、

「
あ

と
〇

〇
メ

ー
ト

ル
で

障

害
物

で
す

」
 

と
、

障
害

物
を

感
知

し
て

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

能
が

あ
れ

ば
、

ぶ
つ

か
ら

ず
安

全
に

歩
く

こ
と

が

で
き

る
。

  

 
 

8
 

募
集

 
1

9
4

盲
人

安
全

つ

え
 

利
用

者
 

音
声

ガ
イ

ド
付

き
の

白
状

 
一

人
で

外
を

歩
く

時
に

、
音

声
ガ

イ
ド

セ
ン

サ
ー

付
き

の
白

杖
が

あ
る

と
歩

き
や

す
い

と
思

う
。

ス
マ

ー
ト

電
子

白
杖

 

足
元

か
ら

顔
の

高
さ

ま
で

の
障

害
物

を
感

知
す

る
杖

 

h
tt

p
:/

/
s
a
b
a
o
th

.n

e
t/

a
k
it
a
-
s
e
ik

o
/
in

fo
m

a
ti
o
n

.c
fm

 

9
 

募
集

 
2

3
7

盲
人

安
全

つ

え
 

利
用

者
 

小
型

カ
メ

ラ
付

き
白

杖
 

網
膜

色
素

変
性

症
の

視
覚

障
害

者
で

す
が

、
白

杖
に

、
小

型
カ

メ
ラ

を
付

け
て

そ
の

映
像

（
障

害

物
や

段
差

、
曲

が
り

角
な

ど
）

を
音

声
（

イ
ヤ

ホ
ン

）
で

教
え

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ

ば
嬉

し
く

思
い

ま
す

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

等
を

利
用

し
て

も
、

屋
内

や
地

下
街

な
ど

に
問

題
が

あ
り

そ
う

な

現
在

の
技

術
を

活
用

す
れ

ば
、
ア

プ
リ

を
作

成
し

て
対

応
可

能
か

。
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o
. 

区
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o
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目
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ど
具

体
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な
内

容
 

備
考

 

の
で

、
独

自
に

判
別

で
き

る
機

器
の

ほ
う

が
単

独
歩

行
で

き
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
  

1
0

 
意

見
 

1
4

0
歩

行
補

助
つ

え
 

利
用

者
 

白
光

す
る

杖
 

私
は

、
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

白
杖

を
携

帯
、

使
用

し
て

お
り

ま
す

。
夜

の
歩

行
時

、
こ

の
白

杖

が
自

ら
発

光
す

る
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

安
心

で
き

ま
す

。
白

杖
が

光
を

反
射

す
る

だ
け

で
は

な

く
、

周
辺

の
人

に
対

し
て

、
視

覚
障

害
者

が
こ

こ
に

い
る

こ
と

を
知

ら
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う

な
、

な
ん

ら
か

な
方

法
で

白
杖

を
発

光
さ

せ
る

こ
と

は
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
で

き
れ

ば
、

電

池
を

使
用

し
な

い
方

法
で

、
丈

夫
な

も
の

が
い

い
で

す
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
a
t

e
n

tj
p

.c
o
m

/
0

9
/
D

/
D

1
0

0
0

0
7

/
D

A

1
0

1
1

5
.h

tm
l 

1
1

 
募

集
 

1
6

0
眼

鏡
 

利
用

者
 

紫
外

線
を

防
ぐ

メ
ガ

ネ
 

私
は

弱
視

で
す

が
、

紫
外

線
が

つ
ら

く
反

射
し

て
歩

き
ず

ら
い

で
す

。
度

が
入

っ
て

い
て

紫
外

線

を
カ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
メ

ガ
ネ

を
望

み
ま

す
。

サ
ン

バ
イ

ザ
ー

が
付

い
た

帽
子

で
も

良
い

の
で

す

が
、

い
つ

も
か

ぶ
っ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

に
抵

抗
が

あ
り

ま
す

。
 

 
 

1
2

 
募

集
 

1
6

4
補

聴
器

 
利

用
者

 
音

の
識

別
を

正
確

に
行

う
機

器
 

難
聴

で
、

現
在

、
箱

形
補

聴
器

を
使

用
し

て
い

る
が

、
人

の
声

の
質

や
回

り
音

な
ど

の
影

響
を

受

け
、

聞
き

間
違

え
て

し
ま

う
ケ

ー
ス

が
あ

り
ま

す
。

音
量

調
整

は
可

能
で

す
が

、
雑

音
が

混
じ

っ

た
り

複
数

の
人

の
声

が
一

気
に

頭
に

入
る

と
パ

ニ
ッ

ク
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
 

 
 

1
3

 
意

見
 

1
0

1
補

聴
器

 
利

用
者

 
難

聴
側

か
ら

入
る

音
を

健
聴

側
の

耳
に

送
る

機
能

 

音
量

を
大

き
く

す
る

の
で

な
く

、
普

通
の

音
量

で
、

右
耳

に
入

る
音

を
左

へ
移

す
だ

け
の

補
聴

器

を
切

望
し

て
い

ま
す

 
 

私
は

ム
ン

プ
ス

難
聴

で
右

耳
が

全
く

聞
こ

え
ず

、
右

側
に

い
る

人
と

の
会

話
が

と
て

も
不

便
で

す

耳
掛

け
型

の
補

聴
器

を
右

耳
に

掛
け

て
、

そ
の

チ
ュ

ー
ブ

を
延

長
し

て
左

で
聞

く
な

ど
し

て
い

ま

す
 

片
耳

専
用

の
、

小
型

で
便

利
な

も
の

を
開

発
し

て
欲

し
い

で
す

 

た
と

え
ば

、
ヘ

ア
ー

ク
リ

ッ
プ

の
よ

う
に

お
し

ゃ
れ

な
小

さ
な

マ
イ

ク
を

右
耳

の
上

部
の

髪
に

は

さ
み

 

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

左
耳

に
送

る
、

あ
る

い
は

骨
伝

導
で

右
側

の
音

を
左

の
内

耳
へ

送
る

・
・

・
な

ど

な
お

、
首

か
ら

掛
け

る
集

音
器

は
自

分
の

声
ば

か
り

入
っ

て
使

い
づ

ら
い

で
す

 

片
耳

の
た

め
学

業
や

就
職

に
も

支
障

を
き

た
し

て
い

る
若

い
人

や
子

供
も

多
い

の
で

専
門

家
の
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方
よ

ろ
し

く
お

ね
が

い
し

ま
す

 

1
4

 
掲

フ
 

5
6

車
い

す
 

利
用

者
 

車
い

す
用

の
傘

 
車

椅
子

用
の

傘
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
 

今
は

上
か

ら
す

っ
ぽ

り
か

ぶ
る

レ
イ

ン
コ

ー
ト

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
着

る
だ

け
で

も
時

間
が

か

か
り

ま
す

し
、

こ
れ

か
ら

の
季

節
は

蒸
れ

て
暑

い
で

す
。

 

ベ
ビ

ー
カ

ー
用

に
い

ろ
い

ろ
な

商
品

が
出

て
い

ま
す

の
で

、
参

考
に

な
り

そ
う

な
物

が
い

く
つ

か

あ
り

そ
う

で
す

。
 

私
は

、
車

椅
子

の
も

ち
手

に
傘

の
柄

が
固

定
で

き
、

足
元

ま
で

く
る

よ
う

な
長

い
ビ

ニ
ー

ル
が

つ

い
て

い
る

と
い

い
な

、
（

こ
の

表
現

で
わ

か
り

ま
す

か
？

）
と

思
う

の
で

す
が

。
 

関
連

製
品

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

9
.p

l

a
la

.o
r.
jp

/
k
a
ig

o
id

e

a
k
o
u

b
o
u

/
in

d
e
x
.

h
tm

 

1
5

 
募

集
 

1
2

0
車

い
す

 
利

用
者

 
電

動
車

い
す

 
全

車
い

す
に

も
可

能
な

、
前

輪
、

駆
動

軸
に

、
障

害
者

に
優

し
い

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
採

用
を

、
研

究
、

開
発

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

何
気

な
く

利
用

し
て

い
て

も
、

歩
道

の
タ

イ
ル

、
段

差
に

は
結

構
、

体
に

苦
痛

を
伴

い
ま

す
。

 

ま
た

、
座

席
自

体
を

ユ
リ

カ
ゴ

み
た

い
な

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

に
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

関
連

製
品

 

新
谷

工
業

 

ア
ブ

ソ
レ

ッ
ク

ス
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
ra

y

a
-
k
k
.c

o
.jp

/
d

e
v
e
l

o
p
m

e
n

t/
a
b

s
o
le

x

/
in

d
e
x
.h

tm
 

1
6

 
意

見
 

9
7

車
い

す
 

利
用

者
 

車
軸

に
取

り
付

け
る

カ
バ

ー
 

片
麻

痺
用

の
車

イ
ス

を
使

っ
て

い
る

の
で

、
ハ

ン
ド

リ
ム

が
つ

い
て

い
な

い
方

の
車

軸
が

出
っ

張

っ
て

い
て

家
や

家
具

を
傷

つ
け

て
し

ま
い

ま
す

。
車

軸
に

取
り

付
け

る
カ

バ
ー

な
ど

は
な

い
で

し

ょ
う

か
。

 

 
 

1
7

 
意

見
 

6
4

車
い

す
 

利
用

者
 

大
型

の
車

い
す

で
あ

っ
て

も
折

り

た
た

む
等

し
て

車
載

可
能

な
車

い

す
 

現
在

車
椅

子
を

つ
か

っ
て

ま
す

。
体

が
大

き
く

オ
ー

ダ
ー

で
つ

く
り

ま
し

た
。

お
お

き
す

ぎ
て

く

る
ま

に
乗

ら
な

か
っ

た
り

と
り

回
し

が
ひ

ど
く

て
行

く
場

所
を

選
び

ま
す

。
し

か
た

な
い

の
で

し

ょ
う

か
 

（
病

院
も

）
 

 
 

1
8

 
意

見
 

4
6

車
い

す
 

利
用

者
 

車
い

す
の

サ
イ

ド
に

取
り

付
け

る

物
入

れ
 

車
い

す
の

両
サ

イ
ド

に
出

し
入

れ
が

一
人

で
も

簡
単

に
出

来
る

様
な

便
利

な
物

入
れ

を
つ

く
っ

て
ほ

し
い

。
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1
9

 
意

見
 

1
9

車
い

す
 

利
用

者
 

車
い

す
用

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
外

さ

な
く

て
も

折
り

た
た

め
る

車
い

す

の
開

発
 

 車
い

す
に

杖
が

簡
単

に
取

り
付

け

ら
れ

る
機

能
 

車
い

す
を

畳
む

と
き

に
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
外

さ
ず

に
、

畳
み

た
い

。
 

（
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
外

さ
な

く
て

も
厚

み
が

出
な

い
よ

う
に

は
な

ら
な

い
か

。
）

 

車
い

す
で

杖
を

持
ち

歩
く

と
き

に
、

取
り

付
け

が
楽

な
よ

う
な

工
夫

は
で

き
な

い
か

。
 

後
ろ

の
杖

ホ
ル

ダ
ー

に
さ

し
て

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

で
留

め
る

の
で

は
な

く
、

も
っ

と
簡

単
に

つ

け
た

い
。

 

車
い

す
で

杖
を

持
ち

歩
く

と
き

、
杖

の
高

さ
が

車
い

す
よ

り
高

く
な

っ
て

し
ま

う
。

 

高
さ

の
調

整
が

簡
単

に
で

き
、

丈
夫

な
杖

を
作

っ
て

ほ
し

い
。

 

従
来

品
よ

り
ク

ッ
シ

ョ
ン

性
の

高
い

製
品

は
あ

る
が

、
ゆ

り
か

ご

の
よ

う
な

も
の

と
い

う
の

が
想

像
が

つ
き

に
く

い
 

2
0

 
募

集
 

1
0

4
車

い
す

 
利

用
者

の
家

族
 

季
節

に
応

じ
て

通
気

性
や

保
温

性

等
を

調
節

で
き

る
車

椅
子

 

現
在

、
車

椅
子

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
通

気
性

や
保

温
性

が
調

節
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。
 

車
椅

子
と

カ
バ

ー
の

間
に

入
れ

る
フ

ァ
ン

が
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

ま
す

が
、

重
度

な
障

害
の

場

合
、

フ
ァ

ン
を

入
れ

る
こ

と
も

で
き

ま
せ

ん
 

 
 

2
1

 
募

集
 

1
1

6
車

い
す

 
利

用
者

の
家

族
  

バ
ス

車
内

車
椅

子
固

定
装

置
に

対

応
し

た
車

椅
子

フ
レ

ー
ム

 

息
子

の
通

う
養

護
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
開

校
3

年
半

で
二

度
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

車
内

車
椅

子
転

倒
事

故
が

起
き

て
い

ま
す

。
先

日
起

き
た

も
の

は
縫

合
が

必
要

な
程

の
怪

我
で

あ
り

、
児

童

生
徒

、
保

護
者

は
不

安
を

感
じ

て
い

ま
す

。
当

ス
ク

ー
ル

バ
ス

は
ゴ

ム
バ

ン
ド

で
の

不
完

全
な

固

定
な

ど
、

会
社

側
の

安
全

意
識

が
低

い
た

め
に

繰
り

返
さ

れ
た

も
の

で
は

あ
り

ま
す

が
、

公
共

の

バ
ス

を
利

用
し

て
い

て
車

椅
子

固
定

に
不

安
が

な
い

と
は

い
え

ま
せ

ん
。

よ
く

、
車

椅
子

の
形

が

い
ろ

い
ろ

で
対

応
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

を
聞

き
ま

す
の

で
、

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
を

統
一

し
た

固

定
部

位
が

あ
る

仕
様

と
し

、
確

実
に

固
定

装
置

と
固

定
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思

い
ま

す
。

 

 
 

2
2

 
募

集
 

1
1

7
車

い
す

 
利

用
者

の
家

族
  

バ
ス

車
内

固
定

装
置

と
車

椅
子

を

固
定

す
る

金
具

（
車

椅
子

に
取

り
付

け
る

も
の

）
 

先
ほ

ど
、

バ
ス

車
内

固
定

装
置

に
固

定
で

き
る

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
の

統
一

し
た

仕
様

の
要

望
を

出

し
ま

し
た

が
、

も
っ

と
現

実
的

な
も

の
と

し
て

、
車

椅
子

に
取

り
付

け
る

固
定

装
置

用
フ

ッ
ク

を

要
望

し
ま

す
。

 

必
要

な
人

が
自

分
の

車
椅

子
に

合
っ

た
も

の
を

購
入

し
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

て
お

け
ば

、
バ

ス

車
内

固
定

装
置

と
安

全
に

固
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
も

の
で

す
。
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ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
は

乗
務

員
の

研
修

不
足

で
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

に
ゴ

ム
バ

ン
ド

を
引

っ
掛

け
る

と
い

う
よ

う
な

信
じ

ら
れ

な
い

こ
と

も
起

き
ま

し
た

。
 

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、

よ
り

安
全

に
乗

車
す

る
た

め
に

は
わ

か
り

易
さ

、

簡
便

さ
も

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
 

2
3

 
意

見
 

9
4

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
 

車
イ

ス
の

ハ
ン

ド
リ

ム
を

手
で

動
か

し
て

操
作

す
る

際
に

、
凹

凸
が

あ
る

た
め

、
親

指
に

力
が

入

り
痛

み
が

出
て

し
ま

う
と

の
ご

相
談

が
ご

利
用

者
の

方
か

ら
あ

り
ま

し
た

。
福

祉
用

具
の

事
業

者

さ
ん

に
凹

凸
の

少
な

い
も

の
に

交
換

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

、
や

は
り

、
在

宅
で

利
用

す
る

場

合
、

片
手

で
物

を
持

っ
て

移
動

す
る

た
め

、
片

手
操

作
も

多
い

よ
う

で
、

片
方

の
親

指
に

痛
み

が

出
て

し
ま

い
ま

す
。

指
に

力
を

入
れ

な
く

て
も

操
作

で
き

る
種

類
、

ま
た

は
、

対
応

方
法

な
ど

あ

り
ま

し
た

ら
、

お
教

え
い

た
だ

き
た

い
の

で
す

が
。

 

ハ
ン

ド
リ

ム
に

凹
凸

が
無

い
も

の
は

あ
る

 

足
こ

ぎ
型

車
い

す
に

よ
り

対
応

す
る

方
法

で
は

ど
う

か
 

2
4

 
意

見
 

5
3

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

高
さ

調
整

で
き

る
介

助
ハ

ン
ド

ル
 

車
い

す
を

押
す

際
に

、
ハ

ン
ド

ル
の

位
置

が
低

い
と

腰
に

負
担

が
か

か
る

。
 

ハ
ン

ド
ル

の
高

さ
を

調
節

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
く

と
あ

り
が

た
い

。
 

高
さ

調
整

が
可

能
な

タ
イ

プ
は

あ
る

 

2
5

 
意

見
 

5
2

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
ブ

レ
ー

キ
の

改
良

 

バ
リ

や
突

起
が

な
い

車
い

す
 

１
．

車
椅

子
の

ブ
レ

ー
キ

に
つ

い
て

 

ど
こ

の
メ

ー
カ

ー
も

ま
と

も
な

ブ
レ

ー
キ

が
無

い
。

高
齢

者
や

障
害

者
が

車
椅

子
で

外
出

す
る

機

会
が

増
え

て
い

る
の

で
、

坂
道

で
も

し
っ

か
り

と
止

ま
る

ブ
レ

ー
キ

が
必

要
。

車
椅

子
の

タ
イ

ヤ

と
接

す
る

ブ
レ

ー
キ

部
分

は
、

ど
こ

の
メ

ー
カ

ー
も

真
っ

直
ぐ

な
棒

状
に

 

な
っ

て
い

て
接

触
面

積
が

小
さ

い
た

め
ブ

レ
ー

キ
の

効
き

が
弱

い
。

そ
こ

で
提

案
と

し
て

、
こ

の

棒
状

の
も

の
を

車
椅

子
タ

イ
ヤ

の
外

形
 

断
面

に
合

わ
せ

て
、

窪
ん

だ
形

状
に

す
る

（
Ｒ

形
状

と
す

る
）

。
そ

う
す

れ
ば

接
触

面
積

が
増

え
、

タ
イ

ヤ
の

空
気

が
減

っ
て

い
て

も
 

ブ
レ

ー
キ

が
効

い
て

く
れ

る
。

 

２
．

車
椅

子
の

フ
ッ

ト
ぺ

タ
ル

の
裏

面
処

理
に

つ
い

て
 

フ
ッ

ト
ぺ

タ
ル

の
表

面
は

滑
ら

か
に

仕
上

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

裏
面

は
バ

リ
が

着
い

た
ま

ま
だ

っ

空
気

圧
と

ブ
レ

ー
キ

の
取

り
付

け
位

置
に

よ
り

あ
る

程
度

は
対

応
で

き
る

の
で

は
な

い
か
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た
り

、
ボ

ル
ト

が
出

っ
張

っ
て

い
た

り
し

て
い

る
た

め
、

車
椅

子
へ

の
移

乗
介

助
時

に
跳

ね
上

げ

て
い

る
（

裏
面

側
が

被
介

助
者

に
接

触
す

る
）

ペ
ダ

ル
裏

面
に

足
首

な
ど

を
引

っ
掛

け
擦

過
傷

を

作
っ

て
し

ま
う

。
当

施
設

で
は

フ
ッ

ト
ペ

ダ
ル

に
手

作
り

の
布

製
袋

を
被

せ
て

工
夫

し
て

い
る

が
、

直
ぐ

に
汚

れ
る

た
め

手
間

が
か

か
る

。
メ

ー
カ

ー
は

フ
ッ

ト
ぺ

タ
ル

の
裏

面
も

滑
ら

か
に

仕

上
げ

て
も

ら
い

た
い

。
 

2
6

 
意

見
 

4
4

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
か

ら
の

ず
り

落
ち

を
防

止

す
る

用
具

 

現
在

、
屋

外
の

外
出

は
車

椅
子

で
す

。
発

作
が

あ
り

、
車

椅
子

か
ら

の
転

落
を

防
ぐ

為
に

Ｔ
の

ヒ

モ
(足

の
股

か
ら

通
す

も
の

)を
使

用
し

て
い

ま
し

た
。

先
日

、
新

し
い

車
椅

子
を

購
入

し
た

の
で

す
が

、
左

右
か

ら
腰

だ
け

を
固

定
す

る
ベ

ル
ト

で
、

メ
ー

カ
ー

さ
ん

は
転

落
す

る
事

は
な

い
と

思

う
と

の
事

で
し

た
が

、
や

は
り

発
作

の
時

に
下

か
ら

す
り

抜
け

て
落

ち
て

し
ま

い
ま

し
た

。
ご

本

人
様

は
T

ヒ
モ

は
縛

り
つ

け
ら

れ
て

い
る

感
じ

が
し

て
使

用
し

た
く

な
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
発

作
は

、
全

身
の

力
が

抜
け

て
脱

力
し

て
し

ま
い

ま
す

。
利

用
者

様
に

負
担

な
く

安
全

に
使

え
る

も

の
が

あ
れ

ば
と

お
も

い
ま

す
。

 

発
作

時
の

対
応

 

姿
勢

保
持

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

や
テ

ィ
ル

ト
・

リ

ク
で

の
対

応
が

難
し

い
ケ

ー
ス

か
？

 

2
7

 
意

見
 

1
2

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
の

改
良

 
車

椅
子

で
す

が
、

制
限

体
重

ぎ
り

ぎ
り

の
人

が
使

用
す

る
と

数
ヶ

月
で

フ
レ

ー
ム

が
ぐ

ら
つ

い
て

し
ま

い
ま

す
。

ぐ
ら

つ
か

な
い

方
法

は
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

 

オ
ー

ダ
ー

で
剛

性
の

高
い

も
の

を
製

造
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

る
 

2
8

 
募

集
 

2
2

3
車

い
す

 
開

発
メ

ー
カ

 
階

段
昇

降
で

き
る

車
い

す
 

日
本

の
２

階
建

て
の

家
屋

に
お

い
て

、
あ

る
い

は
道

路
か

ら
玄

関
に

向
か

っ
て

階
段

が
あ

る
場

合
、

そ
の

階
段

は
急

で
曲

が
っ

て
い

る
場

合
が

極
め

て
多

く
、

そ
の

よ
う

な
家

屋
に

お
い

て
居

住

者
が

高
齢

、
あ

る
い

は
障

害
を

持
つ

こ
と

に
な

り
、

２
階

へ
の

移
動

、
外

へ
の

移
動

で
困

っ
て

い

る
事

例
が

多
い

。
実

際
、

住
宅

業
者

が
多

く
販

売
し

て
い

る
最

近
の

住
宅

の
階

段
は

、
勾

配
が

４

５
度

を
越

え
、

幅
は

わ
ず

か
に

８
０

ｃ
ｍ

と
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
。

現
在

の
高

齢
者

の
半

数

近
く

は
近

い
将

来
の

階
段

で
困

る
可

能
性

を
有

し
て

お
り

、
ま

た
車

い
す

生
活

者
も

外
出

就
労

に

困
難

な
場

合
も

多
い

。
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現
在

の
自

立
型

の
階

段
昇

降
機

で
は

、
ガ

イ
ド

レ
ー

ル
の

敷
設

等
事

前
準

備
が

必
要

な
方

式
で

あ

る
。

ま
た

レ
ン

タ
ル

対
象

機
器

で
は

、
介

助
者

が
必

要
で

、
階

段
も

勾
配

な
ど

条
件

が
限

ら
れ

て

い
る

。
そ

こ
で

、
日

本
家

屋
の

変
則

階
段

で
使

え
る

、
介

助
者

、
事

前
工

事
不

要
で

小
型

軽
量

な

昇
降

機
が

求
め

ら
れ

て
い

る
 

2
9

 
意

見
 

1
0

7
車

い
す

 
流

通
メ

ー
カ

 
足

で
操

作
す

る
車

い
す

用
ブ

レ
ー

キ
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

家
の

中
で

使
う

車
い

す
は

ブ
レ

ー
キ

操
作

も
頻

繁
で

す
の

で
、

足
で

操
作

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た

ら
助

か
る

と
思

い
ま

す
。

 

介
助

者
が

操
作

を
行

う
と

す
れ

ば
、
上

記
同

様
 

3
0

 
意

見
 

3
1

車
い

す
 

流
通

メ
ー

カ
 

車
い

す
ブ

レ
ー

キ
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

車
い

す
の

固
定

ブ
レ

ー
キ

の
位

置
を

後
ろ

の
ほ

う
へ

付
け

て
も

ら
え

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

(介
助

者
に

と
っ

て
) 

関
連

製
品

 

0
0

0
6

6
-
0

0
0

0
9

7
  

3
1

 
意

見
 

2
8

車
い

す
 

流
通

メ
ー

カ
 

キ
ャ

ス
タ

ア
ッ

プ
を

補
助

す
る

器

具
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

車
い

す
で

段
差

を
あ

が
る

時
、

後
ろ

の
ペ

ダ
ル

を
踏

ん
で

も
重

く
て

持
ち

上
げ

る
こ

と
が

出
来

な

い
た

め
、

 

簡
単

に
持

ち
上

げ
ら

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
に

な
れ

ば
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

正
し

い
操

作
方

法
を

理
解

し
て

い
る

か
不

明
 

3
2

 
意

見
 

2
3

車
い

す
 

流
通

メ
ー

カ
 

車
い

す
に

取
り

付
け

ら
れ

る
物

入

れ
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

車
い

す
で

買
い

物
に

行
く

た
め

に
買

っ
た

も
の

を
掛

け
れ

る
、

入
れ

れ
る

と
こ

ろ
が

欲
し

い
で

す
。

 

バ
ラ

ン
ス

が
悪

く
な

ら
な

い
荷

物
掛

け
が

出
来

れ
ば

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

介
護

者
は

押
す

作
業

で
荷

物
を

持
つ

こ
と

が
出

来
ず

、
座

ら
せ

て
荷

物
を

膝
の

上
に

置
い

て
の

移

動
に

な
っ

て
し

ま
し

ま
す

。
 

関
連

製
品

 

以
前

T
A

IS
に

登
録

さ
れ

て
い

た
い

が
、
現

在
登

録
な

し
 

3
3

 
意

見
 

8
車

い
す

 
不

明
 

車
い

す
ブ

レ
ー

キ
 

愛
知

県
で

特
養

を
や

っ
て

お
り

ま
す

が
、

ご
老

人
の

車
椅

子
か

ら
の

立
ち

上
が

り
や

移
乗

の
際

に

車
椅

子
の

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
っ

て
お

ら
ず

転
倒

す
る

ケ
ー

ス
が

多
く

見
ら

れ
ま

す
。

ご
老

人
は

無

意
識

に
車

椅
子

か
ら

立
ち

上
が

っ
た

り
ト

イ
レ

に
行

き
た

く
て

自
分

で
車

椅
子

に
移

乗
す

る
事

 
 

53



  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

が
あ

り
ま

す
が

ブ
レ

ー
キ

の
確

認
ま

で
は

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

自
立

を
す

る
こ

と
は

大
変

良
い

こ

と
な

の
で

立
ち

上
が

り
行

為
は

仕
方

な
い

の
で

す
が

立
ち

上
が

っ
た

際
に

ブ
レ

ー
キ

が
自

動
的

に
か

か
り

、
座

る
と

外
れ

る
仕

組
み

は
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
持

ち
運

び
す

る
時

に
は

ブ
レ

ー

キ
が

か
か

っ
て

い
る

と
不

便
な

の
で

、
ロ

ッ
ク

解
除

で
き

る
仕

組
み

も
あ

れ
ば

い
い

で
す

ね
。

こ

れ
が

出
来

れ
ば

転
倒

す
る

ケ
ー

ス
の

半
分

は
解

消
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

 

3
4

 
意

見
 

1
5

2
車

い
す

 
不

明
 

児
童

用
の

福
祉

用
具

 
私

の
娘

は
病

気
で

車
椅

子
生

活
に

な
り

ま
し

た
。

 
い

ろ
い

ろ
な

福
祉

用
具

を
利

用
し

て
ま

す

が
、
児

童
用

の
物

っ
て

あ
ま

り
に

も
少

な
い

で
す

ね
。
 

娘
は

９
歳

で
す

。
車

椅
子

や
補

装
具

・
・

・

せ
め

て
可

愛
い

も
の

に
し

て
あ

げ
た

い
！

！
 

し
か

も
、

個
人

購
入

す
る

の
に

パ
ソ

コ
ン

か
ら

探

し
た

ら
、

児
童

用
の

が
全

然
な

い
の

に
疑

問
・

・
・

 
シ

ャ
ワ

ー
椅

子
な

ん
て

児
童

用
が

５
点

ぐ

ら
い

し
か

見
つ

か
ら

ず
、

う
ち

の
娘

に
は

適
応

で
き

ず
、

仕
方

な
く

大
人

用
で

探
し

て
ま

す
が

、

大
人

用
だ

と
サ

イ
ズ

が
大

き
い

で
す

。
 

開
発

者
の

方
が

読
ん

で
く

だ
さ

っ
て

た
ら

、
是

非
是

非
お

願
い

で
す

！
 

児
童

用
の

用
具

を
も

っ

と
開

発
し

て
下

さ
い

。
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

も
増

や
し

て
下

さ
い

。
障

害
者

（
児

）
の

方
が

楽
し

く

暮
ら

し
て

い
け

る
よ

う
に

。
娘

の
よ

う
に

（
周

り
の

冷
た

い
視

線
が

耐
え

ら
れ

ず
）

外
出

が
嫌

に

な
っ

て
き

て
い

る
子

が
ル

ン
ル

ン
気

分
で

外
出

が
楽

し
く

な
る

よ
う

に
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま

す
。

  
 

 

3
5

 
掲

フ
 

1
7

電
動

車
い

す
 

利
用

者
 

車
の

中
か

ら
で

も
電

動
車

い
す

が

認
識

し
や

す
い

装
置

 

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

ポ
リ

オ
の

会
に

所
属

し
て

い
ま

す
。

 

車
イ

ス
の

会
員

が
交

通
事

故
に

あ
い

ま
し

た
。

 

ひ
じ

骨
折

に
全

身
打

撲
、

乗
っ

て
い

た
電

動
車

い
す

は
大

破
で

す
。

 

呼
吸

器
に

も
障

害
が

あ
る

人
で

す
が

、
呼

吸
器

の
扱

い
や

酸
素

の
事

や
ら

機
能

低
下

予
防

や
ら

対

応
も

う
ま

く
い

か
ず

、
意

識
不

明
で

の
搬

送
で

あ
っ

た
ら

命
を

落
と

さ
れ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

場
所

は
新

宿
、

時
間

は
午

前
中

、
青

信
号

で
横

断
歩

道
を

渡
っ

て
い

る
時

、
右

折
車

に
は

ね
ら

れ

ま
し

た
。
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体
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な
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備
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あ
わ

や
！

と
い

う
思

い
は

私
自

身
も

そ
う

で
す

が
、

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
は

み
な

さ
ん

経
験

さ
れ

て

い
ま

す
。

 

道
路

横
断

時
の

右
折

車
、

左
折

車
、

そ
し

て
夜

間
で

は
道

路
全

般
で

。
 

何
か

、
車

両
等

か
ら

車
い

す
を

認
識

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

 

ぜ
ひ

、
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
ょ

う
か

？
 

会
の

中
で

は
以

前
か

ら
、

車
い

す
に

Ｌ
Ｅ

Ｄ
点

灯
装

置
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

た
ら

ど
う

だ
ろ

う

か
と

い
う

意
見

も
出

て
い

ま
す

が
、

具
体

化
し

て
い

ま
せ

ん
。

 

個
人

的
に

は
、

今
回

の
事

故
が

昼
間

で
あ

っ
た

こ
と

を
考

え
る

と
、

Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

は
不

十
分

な
よ

う

な
気

も
し

て
い

ま
す

。
 

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

3
6

 
募

集
 

1
1

0
電

動
車

い
す

 
利

用
者

 
電

動
車

い
す

 
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
か

な
り

大
き

い
た

め
周

り
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

邪
魔

に
な

っ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

な
と

思
い

な
が

ら
も

、
バ

ス
を

使
わ

な
い

と

生
活

で
き

な
い

の
で

利
用

し
て

い
ま

す
。

 

電
動

車
い

す
が

作
ら

れ
て

か
ら

私
の

生
活

は
か

な
り

楽
に

は
な

り
ま

し
た

が
、

精
神

的
に

は
ま

だ

ま
だ

き
つ

い
も

の
が

あ
り

ま
す

。
 

そ
こ

で
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
な

い
車

い
す

ま
た

は
福

祉
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

た
と

え
ば

、
足

に
ア

シ
ス

ト
機

能
の

あ
る

義
足

で
普

通
に

歩
け

る
よ

う
に

な
る

機
器

で
す

と
か

、

直
立

し
た

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

（
セ

グ
ウ

ェ
イ

の
改

良
版

）
の

よ
う

な
も

の
な

ど
が

あ
る

と

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
何

と
か

、
周

り
の

人
た

ち
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
ず

、
健

常
者

と
同

じ

よ
う

に
生

活
で

き
る

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

関
連

製
品

 

Ｈ
Ａ

Ｌ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.d
a
i

w
a
h

o
u

s
e
.c

o
.jp

/
r

o
b
o
t/

in
d

e
x
.h

tm
l 

3
7

 
意

見
 

3
9

電
動

車
い

す
 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
の

改
良

 
電

動
車

椅
子

。
 

(ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

操
作

。
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

で
な

く
普

通
の

も
の

で
、

一
充

電
で

３
０

ｋ
ｍ

程
走

行
で

き
る

機
種

に
つ

い
て

) 
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［
メ

ー
カ

ー
に

お
願

い
］

 

・
段

差
６

・
7

c
m

位
超

え
ら

れ
る

よ
う

な
も

の
 

 
(以

前
は

、
あ

る
メ

ー
カ

ー
の

オ
プ

シ
ョ

ン
で

、
前

輪
の

前
に

少
し

浮
い

て
取

り
つ

け
る

車
輪

が
あ

り
ク

リ
ア

出
来

ま
し

た
が

今
は

無
い

) 

・
パ

ワ
ー

の
あ

る
も

の
。

乾
燥

路
面

で
砂

な
ど

無
い

場
所

で
は

４
ｃ

ｍ
以

上
越

え
ら

れ
て

も
濡

れ

て
い

る
と

３
ｃ

ｍ
越

え
ら

れ
な

い
も

の
も

あ
る

。
 

・
溝

越
え

1
0

c
m

位
出

来
る

も
の

～
踏

み
切

り
や

市
電

の
線

路
を

越
え

ら
れ

る
よ

う
に

。
 

・
電

動
解

除
を

他
人

に
説

明
し

て
わ

か
り

や
す

い
も

の
。

 

・
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
レ

バ
ー

の
操

作
が

軽
い

力
で

出
来

る
も

の
。

 

・
修

理
な

ど
の

際
、

代
車

を
出

し
て

欲
し

い
。

乗
用

車
と

違
い

自
分

の
足

と
同

じ
で

代
わ

り
が

な

い
の

で
す

。
 

・
転

倒
防

止
用

車
輪

を
取

り
外

し
可

能
に

し
て

ほ
し

い
。

こ
れ

が
付

い
て

い
る

事
で

何
度

も
危

な

い
目

に
あ

っ
た

の
で

取
り

外
し

ま
し

た
が

、
 

メ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て

は
、

は
ず

せ
な

い
も

の
も

あ
る

の
で

。
 

・
サ

イ
ズ

に
つ

い
て

。
巾

6
0

c
m

 
長

さ
1

0
5

c
m

位
(出

来
れ

ば
ス

テ
ッ

プ
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

は
ず

せ
る

) 
こ

れ
よ

り
大

き
い

と
Ｊ

Ｒ
に

乗
れ

ま
せ

ん
。

 

・
上

記
を

満
た

し
て

さ
ら

に
欲

を
言

う
と

、
座

面
が

上
が

る
と

買
い

物
で

上
段

の
も

の
が

取
れ

る

の
で

嬉
し

い
で

す
。

さ
ら

に
後

ろ
の

ハ
ン

ド
ル

の
下

の
「

取
っ

手
」

は
、

車
椅

子
を

持
ち

上
げ

る

と
き

も
す

ぐ
上

に
あ

る
ハ

ン
ド

ル
を

持
つ

の
で

使
い

ま
せ

ん
。

は
ず

し
て

貰
う

と
ぶ

ら
さ

げ
て

い

る
袋

が
使

い
や

す
い

(買
い

物
な

ど
の

持
ち

物
は

後
ろ

に
袋

を
ぶ

ら
さ

げ
て

そ
こ

へ
入

れ
る

の
で

)

最
初

か
ら

付
い

て
い

た
カ

ゴ
は

使
い

に
く

い
。

 

使
う

人
そ

れ
ぞ

れ
に

合
わ

せ
ら

れ
る

様
に

、
(取

り
外

し
た

り
取

り
付

け
た

り
出

来
る

)作
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。
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［
行

政
に

お
願

い
］

 

保
証

期
間

の
基

準
を

作
っ

て
欲

し
い

。
 

新
し

い
電

動
車

椅
子

を
使

っ
て

バ
ッ

テ
リ

ー
が

ダ
メ

に
な

る
前

に
モ

ー
タ

ー
ブ

ラ
シ

が
不

調
に

な
り

ま
し

た
が

、
 

「
モ

ー
タ

ー
ブ

ラ
シ

は
消

耗
品

」
と

の
事

で
し

た
。

メ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て

モ
ー

タ
ー

ブ
ラ

シ
何

年

経
っ

て
も

保
証

す
る

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
す

。
 

3
8

 
意

見
 

1
7

電
動

車
い

す
 

利
用

者
 

車
い

す
の

座
面

を
平

行
に

保
つ

機

能
 

電
動

車
椅

子
に

て
外

出
す

る
場

合
、

上
り

坂
、

下
り

坂
、

ガ
タ

ガ
タ

の
道

、
段

差
等

、
色

々
な

障

害
が

あ
る

が
、

体
幹

機
能

の
弱

っ
て

る
者

に
と

っ
て

イ
ヤ

な
の

は
、

斜
め

に
な

っ
て

い
る

道
路

。

そ
こ

で
だ

が
道

路
に

関
係

な
く

座
席

は
た

え
ず

水
平

に
保

て
る

機
能

が
あ

る
と

良
い

。
 

 
 

3
9

 
意

見
 

3
電

動
車

い
す

 
利

用
者

 
軽

量
化

し
た

電
動

車
い

す
 

重
さ

１
０

K
g

以
下

の
電

動
車

い
す

 

電
動

車
い

す
を

利
用

す
る

し
て

い
ま

す
が

、
自

力
で

乗
用

車
に

積
み

込
み

を
行

う
と

、
重

す
ぎ

て

大
変

な
負

担
に

な
っ

て
い

ま
す

。
 

周
り

を
見

回
す

と
、

電
動

自
転

車
が

か
な

り
発

展
し

て
い

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

技
術

（
リ

チ
ウ

ム

イ
オ

ン
電

池
、

高
性

能
磁

石
の

軽
量

モ
ー

タ
、

回
生

発
電

な
ど

）
を

利
用

し
て

、
電

動
車

い
す

を

軽
量

化
出

来
る

と
思

い
ま

す
。

 

１
０

K
g

は
、

可
能

だ
と

思
い

ま
す

が
、

よ
り

入
手

し
や

す
い

価
格

に
出

き
な

い
か

の
研

究
を

お

願
い

し
ま

す
。

 

希
望

要
件

 

重
さ

１
０

K
g

以
下

 
（

障
害

者
が

自
力

で
車

へ
持

ち
上

げ
る

こ
と

が
出

来
る

限
界

で
す

）
 

速
度

 
時

速
６

K
m

 
走

行
時

間
 

５
時

間
以

上
 

（
経

験
上

こ
の

程
度

な
い

と
、

一
日

持
ち

ま

せ
ん

）
 

 
 

4
0

 
募

集
 

1
0

8
電

動
車

い
す

 
利

用
者

の
家

族
 

車
椅

子
 

近
年

、
車

椅
子

は
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
形

や
ハ

ン
ド

ル
形

な
ど

大
型

化
、

重
量

化
し

て
お

り
、

使
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い
勝

手
が

と
て

も
悪

く
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

周
り

の
人

た
ち

に
も

迷
惑

に
な

っ
て

い
る

と
思

い

ま
す

。
 

そ
こ

で
、

半
立

ち
（

駅
な

ど
で

あ
る

ベ
ン

チ
で

腰
を

軽
く

か
け

る
程

度
の

も
の

）
の

状
態

で
移

動

で
き

る
機

器
な

ど
小

型
化

、
軽

量
化

し
た

装
置

の
開

発
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

ま
た

少
し

く
ら

い
の

段
差

（
1

0
c
m

位
）

は
乗

り
越

え
ら

れ
る

機
能

も
必

要
と

思
い

ま
す

。
 

健
常

者
と

同
じ

扱
い

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
開

発
さ

れ
る

こ
と

を
望

み
ま

す
 

4
1

 
意

見
 

1
0

6
電

動
車

い
す

 
流

通
メ

ー
カ

 
電

動
車

い
す

の
改

良
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

電
動

車
い

す
で

短
距

離
で

急
勾

配
の

と
こ

ろ
を

昇
降

で
き

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

例
え

ば
、

玄

関
前

の
ス

ロ
ー

プ
な

ど
。

 

短
距

離
で

急
勾

配
は

不
安

で
は

な
い

か
 

可
搬

型
車

い
す

昇
降

リ
フ

ト
に

よ
る

対
応

で
は

ど
う

か
 

4
2

 
意

見
 

2
4

電
動

車
い

す
 

流
通

メ
ー

カ
 

軽
量

化
し

た
電

動
車

い
す

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

モ
ー

タ
の

付
い

た
車

い
す

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
 

家
の

近
く

が
坂

道
な

の
で

モ
ー

タ
ー

を
使

い
上

り
下

り
は

便
利

に
な

り
ま

し
た

が
、

車
い

す
自

体

が
重

い
の

で
 

車
い

す
の

運
搬

、
倉

庫
へ

の
格

納
の

時
大

変
不

便
で

す
。

 

軽
量

化
を

是
非

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

4
3

 
意

見
 

1
1

8
歩

行
器

 
福

祉
専

門
職

 
歩

行
器

の
改

良
 

こ
ん

に
ち

は
。

 

も
し

か
し

た
ら

 
勉

強
不

足
 

知
識

不
足

な
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
歩

行
器

に
つ

い
て

 
お

教

え
い

た
だ

く
と

助
か

り
ま

す
。

 

現
在

 
福

祉
用

具
貸

与
で

 
使

用
し

て
い

る
も

の
は

一
般

住
宅

に
は

大
き

さ
が

向
か

な
い

よ
う

で
本

人
の

チ
カ

ラ
だ

け
で

は
歩

く
こ

と
は

無
理

の
様

子
。

 

安
定

感
を

求
め

る
と

重
く

な
る

こ
と

は
否

め
な

い
で

し
ょ

う
が

自
由

に
歩

行
で

き
な

い
の

で
は

関
連

製
品

 

既
に

製
品

化
さ

れ
て

い
る

イ
ス

付
き

歩
行

車
で

対
応

で
き

な
い

も
の

か
 

0
0

2
0

0
-
0

0
0

3
9

6
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o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

ち
ょ

っ
と

…
 

下
肢

筋
力

の
低

下
も

あ
り

 
上

肢
の

チ
カ

ラ
の

低
下

も
あ

り
 

つ
か

ま
っ

て
い

る
こ

と
も

難
し

い
方

は
 

崩
れ

落
ち

て
し

ま
い

ま
す

。
 

赤
ち

ゃ
ん

が
使

用
す

る
よ

う
な

 
腰

（
臀

部
）

を
支

え
て

「
安

心
感

」
の

あ
る

も
の

で
 

軽
量

・
コ

ン
パ

ク
ト

な
も

の
は

 
無

い
の

で
し

ょ
う

か
？

 

お
教

え
く

だ
さ

い
。

 

4
4

 
募

集
 

2
1

2
歩

行
器

 
福

祉
専

門
職

 
馬

蹄
型

歩
行

器
 

馬
蹄

型
歩

行
器

で
、

在
宅

で
よ

り
使

用
し

や
す

い
も

の
を

！
 

1
.幅

、
高

さ
の

調
整

が
も

っ
と

出
来

る
も

の
。

 

 
例

え
ば

、
日

本
の

家
屋

事
情

や
体

格
を

考
え

れ
ば

幅
は

4
0

ｃ
ｍ

台
ま

で
狭

め
ら

れ
る

も
の

。

2
.抵

抗
器

、
ハ

ン
ド

ブ
レ

ー
キ

は
も

ち
ろ

ん
駐

車
ブ

レ
ー

キ
も

装
備

。
 

 
椅

子
や

ベ
ッ

ド
か

ら
の

移
乗

時
に

滑
る

。
 

 
ブ

レ
ー

キ
の

形
状

は
、

車
い

す
に

つ
い

て
い

る
よ

う
な

も
の

か
、

 
歩

行
車

の
よ

う
な

ハ
ン

ド

ブ
レ

ー
キ

を
下

げ
て

固
定

す
る

も
の

等
が

考
え

ら
れ

る
。

 

上
記

の
よ

う
な

機
能

を
持

っ
た

馬
蹄

型
歩

行
器

が
見

当
ら

な
い

の
で

是
非

開
発

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

 
 

4
5

 
掲

フ
 

2
7

歩
行

器
 

流
通

メ
ー

カ
 

コ
ン

パ
ク

ト
に

折
り

た
た

み
可

能

な
歩

行
器

 

現
在

、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

歩
行

器
で

、
持

ち
手

高
さ

が
９

０
ｃ

ｍ
以

上
な

る
も

の
で

コ
ン

パ
ク

ト

に
お

り
た

た
め

る
物

(簡
単

に
車

の
ト

ラ
ン

ク
に

収
納

可
能

な
物

）
が

無
い

と
思

い
ま

す
。

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

し
、

現
在

、
そ

の
よ

う
な

歩
行

器
が

無
い

様
で

し
た

ら
、

ぜ
ひ

と

も
開

発
し

て
頂

き
た

い
も

の
で

す
。

 

 
 

4
6

 
意

見
 

9
2

歩
行

器
 

流
通

メ
ー

カ
 

歩
行

器
の

改
良

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

現
在

、
※

※
※

※
と

い
う

歩
行

器
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
荷

物
入

れ
の

止
め

具
が

止
め

に
く

い

の
で

改
良

し
て

欲
し

い
と

い
う

ご
意

見
で

す
。

 

※
製

品
名

の
明

記
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  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
7

 
意

見
 

2
6

歩
行

器
 

流
通

メ
ー

カ
 

折
り

た
た

み
可

能
な

歩
行

器
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

歩
行

器
を

買
物

な
ど

の
外

出
時

に
使

用
し

て
い

ま
す

。
 

し
か

し
、

歩
行

器
が

大
き

く
分

解
で

き
な

い
の

で
バ

ス
や

タ
ク

シ
ー

に
載

せ
る

こ
と

が
出

来
ず

、

遠
出

す
る

こ
と

が
出

来
な

い
の

が
残

念
で

す
。

 

折
り

た
た

み
が

可
能

な
歩

行
器

は
あ

る
の

で
は

な
い

か
 

4
8

 
意

見
 

4
歩

行
補

助
つ

え
 

利
用

者
 

松
葉

つ
え

、
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

ク
ラ

ッ
チ

に
変

わ
る

人
間

工
学

的
に

安

全
で

軽
量

な
杖

 

松
葉

つ
え

、
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

ク
ラ

ッ
チ

に
変

わ
る

人
間

工
学

的
に

安
全

な
杖

 

両
足

麻
痺

の
障

害
者

は
、

長
年

の
あ

い
だ

体
重

を
支

え
る

の
に

、
松

葉
杖

や
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

ク

ラ
ッ

チ
の

二
本

杖
を

常
用

し
て

い
ま

す
。

 

松
葉

杖
の

場
合

は
、

長
期

に
常

用
す

る
と

注
意

し
て

い
て

も
、

わ
き

の
下

の
血

管
や

神
経

を
圧

迫

し
て

、
二

次
障

害
を

引
き

起
こ

す
問

題
が

あ
り

ま
す

。
わ

き
の

下
を

空
け

る
よ

う
に

す
る

と
、

今

度
は

手
首

で
体

重
を

支
え

る
こ

と
に

な
り

、
手

を
痛

め
て

し
ま

い
ま

す
。

 

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
の

場
合

は
、

手
首

に
荷

重
が

か
か

り
、

痛
め

ま
す

。
ま

た
転

倒
時

に
杖

が
外

れ

ず
に

、
手

を
つ

く
こ

と
が

出
き

無
い

ま
ま

、
頭

部
や

顔
を

打
撲

す
る

危
険

が
あ

り
ま

す
。

さ
ら

に
、

階
段

の
昇

降
時

に
杖

が
じ

ゃ
ま

で
、

テ
ス

リ
を

つ
か

め
な

い
問

題
も

あ
り

ま
す

。
 

そ
う

い
っ

た
意

味
で

、
体

重
の

５
０

％
以

上
を

支
え

る
杖

で
、

よ
り

人
間

工
学

的
に

安
全

で
、

重

量
も

軽
く

、
万

一
の

転
倒

時
に

安
全

、
階

段
昇

降
時

に
片

手
で

２
本

が
も

て
る

な
ど

の
工

夫
を

し

た
杖

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

海
外

製
で

は
、

杖
の

グ
リ

ッ
プ

の
角

度
な

ど
で

、
人

間
工

学
的

に
配

慮
し

た
と

い
う

杖
も

あ
り

ま

す
が

、
輸

入
し

て
使

っ
て

み
た

と
こ

ろ
、

重
量

が
重

い
な

ど
、

欠
点

も
あ

り
ま

し
た

。
 

現
在

は
、

日
本

メ
ー

カ
の

カ
ー

ボ
ン

製
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

ク
ラ

ッ
チ

を
使

っ
て

い
ま

す
。

重
さ

が

軽
い

と
い

う
だ

け
で

も
、

身
体

へ
の

負
担

が
小

さ
く

な
り

ま
し

た
。

 

 
 

4
9

 
意

見
 

1
0

8
歩

行
補

助
つ

え
 

流
通

メ
ー

カ
 

イ
ス

付
き

の
杖

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

歩
行

器
で

は
少

々
大

き
く

て
バ

ス
利

用
時

な
ど

に
大

変
な

為
、

杖
に

椅
子

が
付

い
て

い
る

手
軽

な

も
の

が
あ

る
と

出
か

け
る

時
に

便
利

だ
と

思
う

。
 

関
連

製
品

 

h
tt

p
:/

/
th

e
-
k
s
-
h

o

u
s
e
.c

o
m

/
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  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

5
0

 
意

見
 

8
9

歩
行

補
助

つ

え
 

不
明

 
杖

の
改

良
 

ど
う

し
て

杖
は

ど
こ

か
に

置
く

よ
う

に
で

き
な

い
の

か
？

 
つ

ま
り

置
こ

う
と

す
る

と
倒

れ
る

。

大
き

な
音

で
ま

わ
り

が
驚

く
。

 

じ
ゃ

あ
引

っ
か

け
る

、
す

る
と

滑
る

、
ま

た
は

引
っ

か
か

ら
な

い
。

 

杖
に

つ
い

て
る

紐
が

あ
る

が
引

っ
か

け
ら

れ
る

場
所

も
な

け
れ

ば
、

つ
か

う
頻

度
も

無
い

。
 

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
で

売
っ

て
る

杖
を

テ
ー

ブ
ル

に
引

っ
か

け
る

バ
ラ

ン
ス

を
利

用
し

た
商

品

8
0

0
円

程
度

で
も

全
然

引
っ

か
か

ら
な

い
。

 

じ
ゃ

あ
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
 

杖
の

持
つ

柄
の

下
部

分
を

滑
ら

な
い

よ
う

に
施

す
。

下
の

部
分

だ
け

、
下

の
接

触
す

る
部

分
だ

け

を
堅

い
ゴ

ム
で

加
工

と
か

柄
の

間
に

挟
み

込
む

。
そ

う
す

る
と

ど
こ

に
で

も
簡

単
に

引
っ

か
か

る
。

 

杖
を

持
っ

て
る

人
は

、
引

っ
か

け
て

は
杖

を
落

と
し

て
ま

す
。

そ
れ

が
改

善
で

き
た

ら
と

思
い

ま

す
。

 

杖
っ

て
値

段
が

高
い

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

だ
か

ら
良

い
素

材
な

ん
で

す
よ

ね
。

 

で
も

み
ん

な
同

じ
に

見
え

て
・

・
・

い
ろ

い
ろ

さ
が

し
た

け
れ

ど
ど

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
 

 
 

5
1

 
意

見
 

8
7

重
度

障
害

者

用
意

思
伝

達

装
置

 

利
用

者
 

脳
波

を
利

用
し

た
意

思
伝

達
装

置
 

意
思

伝
達

装
置

に
つ

い
て

質
問

で
す

。
私

の
父

は
脳

梗
塞

後
遺

症
で

運
動

性
失

語
症

が
あ

る
た

め

意
思

伝
達

が
困

難
で

す
。

相
手

の
会

話
の

内
容

は
あ

る
程

度
理

解
で

き
て

い
る

よ
う

で
す

が
、

全

く
言

葉
が

で
な

い
た

め
父

の
意

思
を

伝
達

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
 

筆
談

や
文

字
盤

、
P

C
を

利
用

し
意

思
伝

達
を

試
み

た
の

で
す

が
、

文
字

が
理

解
で

き
な

く
な

っ

て
い

る
よ

う
で

そ
れ

も
困

難
で

し
た

。
 

何
か

の
記

事
で

、
脳

波
を

利
用

し
（

確
か

･
･
･
）

そ
の

人
が

思
っ

て
い

る
こ

と
を

P
C

の
画

面
上

で
文

章
に

な
っ

て
現

れ
る

装
置

が
研

究
さ

れ
て

い
る

と
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

装
置

が
、

福

祉
用

具
と

し
て

開
発

さ
れ

る
予

定
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

？
 

ま
た

、
も

う
す

で
に

そ
の

よ
う

な
装

置
が

あ
る

の
で

し
た

ら
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

国
リ

ハ
研

究
所

に
て

研
究

中
で

は
な

い
か
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o
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N
o
. 

種
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提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

5
2

 
意

見
 

9
0

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
 

利
用

者
 

小
型

の
簡

易
移

乗
支

援
機

器
 

ト
イ

レ
の

扉
が

幅
６

０
セ

ン
チ

し
か

な
く

、
中

に
持

ち
込

め
る

移
乗

器
は

、
ら

い
さ

ん
し

か
な

い

よ
う

で
す

が
安

価
で

別
注

で
き

る
シ

ス
テ

ム
は

車
い

す
を

含
め

て
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

 

関
連

製
品

 

0
1

1
4

2
-
0

0
0

0
0

4
 

5
3

 
募

集
 

1
1

9
介

護
・

訓
練

支

援
用

具
 

利
用

者
の

家
族

  
移

乗
用

リ
フ

ト
 

全
身

に
力

が
入

ら
な

い
人

が
使

え
る

リ
フ

ト
を

探
し

て
い

る
が

、
一

般
家

庭
で

使
え

る
サ

イ
ズ

の

も
の

が
見

つ
か

ら
な

い
。

一
般

家
庭

で
は

幅
5

0
セ

ン
チ

程
度

で
な

け
れ

ば
ト

イ
レ

な
ど

の
ド

ア

に
は

い
ら

な
い

。
 

ま
た

、
つ

り
具

も
装

着
が

大
変

な
も

の
が

多
い

。
 

着
替

え
の

際
な

ど
 

立
位

を
確

保
で

き
、

な
お

か
つ

腰
周

り
を

お
お

わ
な

い
で

使
用

で
き

る
も

の

が
あ

っ
て

ほ
し

い
。

 

具
体

的
に

言
え

ば
、

ひ
ざ

を
う

け
て

く
れ

て
、

脇
を

腕
で

持
ち

上
げ

～
だ

き
と

め
て

く
れ

る
も

の
。

つ
り

具
を

使
わ

な
く

て
も

い
い

も
の

。
赤

ち
ゃ

ん
の

歩
行

器
の

よ
う

に
わ

き
の

し
た

が
3

6
0

度

ホ
ー

ル
ド

さ
れ

て
い

れ
ば

い
い

の
に

と
お

も
う

。
も

ち
ろ

ん
使

わ
な

い
と

き
に

は
コ

ン
パ

ク
ト

に

な
っ

て
ほ

し
い

。
 

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中

に
あ

る
と

、
非

常
に

こ
こ

ろ
が

落
ち

着
か

な
い

色
・

デ
ザ

イ
ン

が
お

お
い

。
外

国
製

品
は

そ
の

点

美
し

い
も

の
が

多
い

よ
う

に
感

じ
る

。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ

う
。

ふ
つ

う
に

お
い

て
あ

っ
て

も
気

に
な

ら
な

い
程

度
の

色
や

デ
ザ

イ
ン

・
大

き
さ

で
あ

っ
て

欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

5
4

 
意

見
 

4
9

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
 

利
用

者
の

家
族

 
頭

部
側

へ
身

体
を

移
動

さ
せ

る
用

具
 

ベ
ッ

ド
を

使
用

し
て

い
る

利
用

者
の

体
重

が
重

た
い

場
合

は
、

体
が

ベ
ッ

ド
の

下
の

ほ
う

に
ず

れ

て
し

ま
う

の
で

、
マ

ッ
ト

レ
ス

の
部

分
が

電
動

の
ベ

ル
ト

コ
ン

ベ
ア

‐
の

よ
う

な
も

の
で

下
か

ら

上
へ

回
転

し
な

が
ら

ず
れ

た
体

を
引

き
上

げ
る

よ
う

な
機

能
を

持
つ

も
の

が
あ

れ
ば

、
介

護
者

・

介
助

者
の

身
体

的
負

担
が

軽
減

で
き

る
。

 

関
連

製
品

 

0
0

9
4

7
-
0

0
0

0
0

1
 

5
5

 
意

見
 

8
8

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

移
乗

補
助

用
具

 
ト

イ
レ

用
の

リ
フ

ト
に

つ
い

て
 

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
で

ぶ
ら

さ
が

る
形

の
リ

フ
ト

を
使

用
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

使
用

す
る

の
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  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
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名
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や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

に
時

間
が

か
か

り
、

ど
う

し
て

も
と

い
う

方
以

外
は

(よ
ほ

ど
重

た
い

方
と

か
)つ

い
抱

え
て

し
ま

う
、

と
い

う
状

態
で

し
た

。
ア

ー
ム

レ
ス

ト
の

外
れ

る
車

い
す

は
だ

い
ぶ

普
及

し
て

い
る

よ
う

に

思
い

ま
す

。
 

が
っ

つ
り

持
ち

上
げ

な
く

て
も

お
尻

が
浮

く
程

度
で

も
排

せ
つ

介
助

は
可

能
か

と
思

い
ま

す
。

た

と
え

ば
も

た
れ

か
か

る
、

下
半

身
を

支
え

る
な

ど
(も

し
く

は
併

用
し

て
) 

立
位

補
助

の
可

能
な

リ
フ

ト
が

ほ
し

い
で

す
。

 

ト
イ

レ
に

後
付

け
で

き
て

、
ス

ペ
ー

ス
を

と
ら

な
い

も
の

だ
と

な
お

良
い

で
す

。
 

5
6

 
意

見
 

8
6

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

電
動

昇
降

機
能

な
ど

が
付

い
た

オ

ー
バ

ー
テ

ー
ブ

ル
 

認
知

力
低

下
を

認
め

な
い

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
と

重
度

の
心

疾
患

で
、

ベ
ッ

ド
上

で
生

活
さ

れ
て

い

る
女

性
を

担
当

し
て

い
ま

す
。

ご
主

人
の

介
助

や
見

守
り

が
な

い
と

生
活

で
き

ま
せ

ん
が

、
食

事

や
電

動
ベ

ッ
ド

の
ボ

タ
ン

操
作

は
自

立
さ

れ
て

い
ま

す
。

オ
ー

バ
ー

テ
ー

ブ
ル

を
利

用
さ

れ
て

い

ま
す

が
、

こ
ま

め
に

電
動

ベ
ッ

ド
の

角
度

を
調

整
さ

れ
る

為
、

そ
の

都
度

、
介

護
者

で
あ

る
ご

主

人
が

オ
ー

バ
ー

テ
ー

ブ
ル

の
位

置
や

高
さ

を
調

節
す

る
必

要
が

あ
り

、
気

が
休

ま
る

暇
が

あ
り

ま

せ
ん

。
そ

こ
で

電
動

の
オ

ー
バ

ー
テ

ー
ブ

ル
が

あ
れ

ば
便

利
だ

と
考

え
ま

し
た

。
オ

ー
バ

ー
テ

ー

ブ
ル

の
高

さ
や

近
づ

け
・

遠
ざ

け
の

ほ
か

に
テ

ー
ブ

ル
面

の
角

度
も

電
動

で
調

節
で

き
れ

ば
、

介

護
者

の
負

担
、

ご
本

人
の

夫
に

対
す

る
精

神
的

な
負

担
が

減
り

、
食

事
の

ほ
か

に
も

趣
味

活
動

や

読
書

等
も

楽
に

出
来

る
よ

う
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

 
 

5
7

 
意

見
 

1
1

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

移
乗

補
助

用
具

 
立

位
の

難
し

い
方

の
移

乗
は

リ
フ

ト
で

行
っ

た
り

、
職

員
二

人
が

か
り

で
抱

え
た

り
し

て
い

ま

す
。

た
だ

、
腰

の
負

担
も

考
え

る
と

リ
フ

ト
も

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
立

位
の

と

れ
な

い
方

は
リ

フ
ト

と
い

う
も

の
が

定
着

し
て

い
る

よ
う

に
思

い
ま

す
が

、
な

ん
と

か
立

位
が

保

て
る

方
と

い
う

の
は

、
リ

フ
ト

で
は

な
く

な
る

べ
く

立
っ

て
頂

き
た

い
と

は
お

も
っ

て
い

ま
す

。

た
だ

、
立

位
が

な
ん

と
か

と
れ

る
が

、
職

員
が

身
体

を
支

え
る

に
は

、
腰

に
負

担
が

か
か

る
と

い

う
場

面
が

多
く

あ
り

ま
す

。
そ

う
い

う
方

に
合

う
移

乗
器

具
を

探
し

て
い

ま
す

が
、

幅
広

い
利

用

者
が

安
心

し
て

使
え

る
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
。

身
体

障
害

の
方

と
い

う
こ

と
で

、
足

の
変

形
が

あ

関
連

製
品

 

0
0

1
7

0
-
0

0
0

5
9

9
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体
的

な
内

容
 

備
考

 

っ
た

り
、

移
乗

器
具

が
車

椅
子

の
形

に
よ

っ
て

は
、

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

等
が

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

器

具
に

入
ら

な
い

。
そ

う
い

う
器

具
を

使
っ

て
い

る
施

設
に

も
、

い
く

つ
か

問
い

合
わ

せ
ま

し
た

が
、

ど
こ

も
、

ほ
ん

の
ご

く
一

部
の

利
用

者
に

し
か

適
さ

な
い

も
の

に
な

っ
て

い
る

と
の

こ
と

。
在

宅

の
方

で
、

家
で

一
人

に
使

用
す

る
も

の
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

で
も

構
わ

な
い

の
で

し
ょ

う
が

、
多

く

の
利

用
者

に
使

用
で

き
る

移
乗

器
具

の
開

発
を

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

5
8

 
意

見
 

1
4

1

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

階
段

昇
降

装
置

 
世

田
谷

区
福

祉
移

動
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

ス
タ

ッ
フ

を
し

て
い

て
、

問
い

合
わ

せ
の

多
い

要
望

に
、

移
動

困
難

な
方

の
階

段
昇

降
介

助
が

あ
り

ま
す

。
 

室
内

階
段

、
室

外
階

段
な

ど
、

幅
の

狭
い

、
ま

た
、

曲
り

の
あ

る
階

段
で

は
、

※
※

※
※

等
の

機

器
が

使
え

ま
せ

ん
。

 

日
本

の
住

宅
事

情
に

合
っ

た
、

階
段

昇
降

補
助

器
具

を
開

発
し

て
頂

け
る

と
、

助
か

る
利

用
者

さ

ん
も

多
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

私
ど

も
の

利
用

は
、

基
本

的
に

、
福

祉
タ

ク
シ

ー
の

ド
ラ

イ
バ

さ
ん

が
車

両
に

積
み

、
現

場
で

ド

ラ
イ

バ
が

操
作

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

開
発

メ
ー

カ
ー

さ
ん

と
現

場
の

方
が

知
恵

を
出

し
合

い
、

リ
ス

ク
も

お
互

い
に

分
け

合
い

な
が

ら
、

い
い

も
の

を
作

っ
て

頂
く

事
が

出
来

る
と

い
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

世
田

谷
区

福
祉

移
動

支
援

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
Ｕ

Ｒ
Ｌ

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
 

 
 

5
9

 
意

見
 

1
4

2

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

簡
易

な
移

乗
機

器
 

世
田

谷
区

福
祉

移
動

支
援

セ
ン

タ
ー

に
て

移
動

支
援

に
従

事
し

て
い

ま
す

。
利

用
者

さ
ん

の
要

望

の
多

い
中

で
、

ベ
ッ

ド
か

ら
車

い
す

や
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

へ
の

移
乗

介
護

、
等

が
あ

り
ま

す
。

 

ま
た

、
銭

湯
や

温
泉

な
ど

に
行

き
た

い
と

い
う

希
望

や
、

プ
ー

ル
で

の
リ

ハ
ビ

リ
に

参
加

し
た

い

と
い

う
車

椅
子

の
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

 

こ
う

し
た

場
合

に
、

補
助

器
具

が
あ

る
と

大
変

便
利

な
の

で
す

が
。

 

介
助

員
と

と
も

に
使

え
る

コ
ン

パ
ク

ト
な

可
搬

型
の

補
助

器
具

が
あ

る
と

便
利

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
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6
0

 
意

見
 

3
0

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
 

流
通

メ
ー

カ
 

格
納

で
き

る
ベ

ッ
ド

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

ベ
ッ

ド
に

つ
い

て
貸

与
ベ

ッ
ド

は
品

質
強

度
が

多
少

オ
ー

バ
ー

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
 

格
納

可
能

な
ベ

ッ
ド

を
開

発
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
例

え
ば

ア
ル

ミ
等

の
軽

量
材

料
使

用
し

て

検
討

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

 

不
使

用
時

に
は

格
納

し
て

一
般

部
屋

と
し

て
使

い
た

い
で

す
。

 

 
 

6
1

 
意

見
 

1
3

5
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

聴
覚

障
害

者
向

け
の

日
常

生
活

支

援
用

具
 

火
災

警
報

器
に

つ
い

て
、

意
見

を
出

さ
せ

て
頂

い
た

が
、

昼
間

振
動

器
な

ど
を

必
ず

装
着

さ
せ

る

た
め

に
は

、
火

災
を

知
ら

せ
る

と
い

う
単

機
能

の
も

の
で

は
駄

目
で

、
来

客
、

ド
ア

の
ノ

ッ
ク

、

F
A

X
受

信
、

赤
ち

ゃ
ん

の
泣

き
声

な
ど

、
タ

イ
マ

ー
、

別
室

か
ら

の
コ

ー
ル

、
目

覚
ま

し
時

計
、

火
災

警
報

機
な

ど
の

機
能

を
も

つ
こ

と
が

必
要

。
腕

時
計

の
よ

う
に

、
家

の
中

に
居

る
と

き
も

、

外
出

時
で

も
、

常
に

付
け

て
い

る
よ

う
な

も
の

が
よ

い
。

 

多
用

途
の

一
つ

に
、

携
帯

電
話

の
受

信
を

知
ら

せ
る

と
い

う
の

を
付

け
加

え
る

の
は

、
困

難
で

あ

ろ
う

か
？

 
現

在
、

私
は

ズ
ボ

ン
の

ベ
ル

ト
に

装
着

す
る

形
で

使
用

し
て

い
る

が
、

歩
行

中
や

電

車
内

な
ど

で
は

、
着

信
に

気
付

か
な

い
こ

と
が

し
ば

し
ば

あ
る

。
ま

た
自

宅
に

い
る

場
合

は
、

ベ

ル
ト

な
し

の
ズ

ボ
ン

な
の

で
、

机
に

置
い

て
、

机
の

振
動

で
、

着
信

に
気

付
く

形
だ

が
、

机
を

離

れ
た

と
き

の
着

信
に

気
付

か
な

い
こ

と
が

多
い

。
女

性
の

場
合

、
ポ

ケ
ッ

ト
が

な
く

、
ハ

ン
ド

バ

ッ
ク

に
入

れ
て

お
き

、
ハ

ン
ド

バ
ッ

ク
か

ら
の

振
動

で
着

信
を

検
知

し
て

い
る

が
、

気
付

か
な

い

こ
と

も
多

い
と

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

。
着

信
を

、
振

動
式

腕
時

計
に

転
送

し
て

貰
え

る
と

、
こ

う

し
た

失
敗

も
な

く
な

る
し

、
こ

の
腕

時
計

で
全

て
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

、
必

ず
装

着
す

る

だ
ろ

う
。

 
 

 

6
2

 
意

見
 

1
3

3
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

聴
覚

障
害

者
向

け
火

災
警

報
器

 
住

宅
用

火
災

報
知

器
も

重
要

で
あ

る
が

、
そ

れ
以

上
に

考
え

て
も

ら
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の

は
、

ホ
テ

ル
な

ど
の

宿
泊

施
設

で
、

火
災

報
知

器
が

音
だ

け
で

知
ら

せ
る

も
の

で
、

聴
覚

障
害

者

に
は

分
か

ら
な

い
。

聴
覚

障
害

者
は

、
火

事
の

場
合

、
外

か
ら

ド
ア

を
叩

い
て

知
ら

せ
て

も
分

か

ら
な

い
し

、
仮

に
チ

ェ
ー

ン
を

し
て

い
た

ら
、

ホ
テ

ル
の

人
も

中
に

入
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

移
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考

 

報
接

点
が

付
い

た
火

災
警

報
器

で
あ

れ
ば

、
聴

覚
障

害
者

が
宿

泊
す

る
と

分
か

れ
ば

、
発

信
機

と

ベ
ッ

ド
シ

ェ
イ

カ
ー

や
光

で
知

ら
せ

る
も

の
を

そ
の

部
屋

に
取

り
付

け
る

だ
け

で
、

聴
覚

障
害

者

も
火

災
の

発
生

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

ホ
テ

ル
な

ど
の

宿
泊

施
設

で
の

こ
う

し
た

火
災

警
報

器

の
設

置
を

義
務

づ
け

て
も

ら
い

た
い

。
 

6
3

 
意

見
 

1
3

2
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

聴
覚

障
害

者
向

け
火

災
警

報
器

 
昨

年
４

月
よ

り
、

住
宅

用
火

災
警

報
装

置
が

義
務

化
さ

れ
た

。
し

か
し

、
聴

覚
障

害
者

の
場

合
、

普
通

の
火

災
警

報
器

を
設

置
し

て
も

、
音

で
知

ら
せ

る
も

の
が

中
心

な
の

で
、

役
に

立
た

な
い

。

聴
覚

障
害

者
が

気
付

く
た

め
に

は
、

昼
間

で
あ

れ
ば

、
光

、
腕

な
ど

へ
の

振
動

で
知

ら
せ

る
。

夜

間
就

寝
中

で
あ

れ
ば

、
よ

り
強

力
な

光
（

ス
ト

ロ
ボ

光
な

ど
）

か
振

動
（

ベ
ッ

ド
シ

ェ
イ

カ
ー

な

ど
）

で
知

ら
せ

る
こ

と
が

ひ
つ

よ
う

で
あ

る
。

 

 
現

在
聴

覚
障

害
者

用
に

開
発

さ
れ

た
も

の
と

し
て

、
１

）
火

災
警

報
器

が
電

波
で

振
動

器
や

光
、

音
を

出
す

装
置

に
信

号
を

送
り

、
動

作
さ

せ
る

も
の

と
、

２
）

火
災

警
報

器
の

移
報

接
点

を
利

用

し
て

、
火

災
発

生
の

信
号

を
別

の
発

信
機

に
送

り
、

そ
の

発
信

機
が

、
振

動
器

や
光

、
音

を
出

す

装
置

に
無

線
で

知
ら

せ
、

動
作

さ
せ

る
も

の
が

あ
る

。
後

者
の

場
合

、
移

報
接

点
や

移
報

ア
ダ

プ

タ
ー

の
形

状
が

各
メ

ー
カ

ー
ご

と
に

異
な

っ
て

い
る

と
い

う
問

題
が

あ
る

こ
と

を
聞

い
た

。
こ

れ

を
統

一
す

れ
ば

、
移

報
接

点
を

介
し

て
、

様
々

な
形

で
、

障
害

者
に

警
報

を
伝

え
る

機
器

を
、

様
々

な
会

社
が

取
り

組
む

こ
と

が
容

易
に

な
る

。
 

 
 

6
4

 
意

見
 

9
9

自
立

生
活

支

援
用

具
 

利
用

者
 

両
手

が
不

自
由

な
人

の
文

字
書

き

を
補

助
す

る
自

助
具

２
 

4
0

番
で

質
問

さ
せ

て
も

ら
っ

た
M

.H
と

申
し

ま
す

。
 

こ
の

さ
い

手
で

字
を

書
け

る
筆

記
用

具
を

作
っ

て
ほ

し
い

で
す

グ
り

ッ
プ

が
安

定
し

て
い

れ
ば

形
は

か
ま

い
ま

せ
ん

。
 

至
急

検
討

願
い

ま
す

 

 
 

6
5

 
意

見
 

9
5

自
立

生
活

支

援
用

具
 

利
用

者
 

転
倒

時
に

臀
部

を
保

護
す

る
用

具
 

9
才

の
息

子
は

て
ん

か
ん

を
も

っ
て

い
ま

す
。

抗
け

い
れ

ん
薬

を
服

用
し

て
い

ま
す

が
難

治
性

で

あ
る

為
に

毎
日

の
よ

う
に

発
作

が
あ

り
ま

す
。

発
作

の
形

は
様

々
で

す
が

尻
も

ち
を

つ
く

事
も

し

ば
し

ば
で

す
。

自
宅

で
は

コ
ル

ク
マ

ッ
ト

を
敷

い
て

衝
撃

が
和

ら
ぐ

よ
う

に
し

て
い

ま
す

が
学

校
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で
は

フ
ロ

ー
リ

ン
ク

゛
で

あ
る

為
に

け
が

の
心

配
が

あ
り

ま
す

。
頭

に
は

保
護

帽
（

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
）

を
被

る
こ

と
で

怪
我

を
防

止
で

き
ま

す
が

お
尻

（
腰

）
を

防
護

出
来

る
も

の
が

あ
っ

た
ら

…
と

思

っ
て

い
ま

す
。

自
分

で
工

夫
し

て
ズ

ボ
ン

に
緩

衝
材

を
入

れ
て

製
作

し
て

み
よ

う
か

…
と

も
考

え

中
で

す
。

他
に

も
同

じ
お

悩
み

を
お

持
ち

の
方

は
い

ら
っ

し
ゃ

ら
な

い
の

か
な

？
そ

の
よ

う
な

方

は
ど

う
し

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

か
な

？
と

疑
問

に
思

っ
て

い
ま

す
が

何
か

ア
ド

バ
イ

ス
等

の
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。
 

6
6

 
募

集
 

1
5

5
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

G
P

S
を

利
用

し
た

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
 

盲
導

犬
と

生
活

し
て

い
る

が
、

私
が

知
っ

て
い

る
道

し
か

通
れ

な
い

。
目

的
の

場
所

ま
で

自
立

歩

行
し

た
い

。
 

 
 

6
7

 
募

集
 

1
5

9
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
ー

ゲ
ー

シ
ョ

ン

シ
ス

テ
ム

 

全
盲

だ
が

自
分

の
力

で
歩

け
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

日
常

生
活

で
は

そ
れ

な
り

に
工

夫
し

て
生

活

し
て

い
る

。
安

全
な

移
動

を
補

助
し

て
く

れ
る

機
器

を
望

み
ま

す
。

 

 
 

6
8

 
募

集
 

1
6

3
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
用

の
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
 

自
分

の
居

場
所

が
分

か
ら

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る
。

居
場

所
を

把
握

し
、

次
の

目
的

ま
で

案
内

し

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
。

 

ま
た

駐
車

中
の

自
動

車
や

自
転

車
、

突
然

の
看

板
な

ど
に

ぶ
つ

か
る

こ
と

が
よ

く
あ

り
、

そ
れ

ら

を
事

前
に

感
知

し
知

ら
せ

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

 

 
 

6
9

 
募

集
 

1
7

3
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
用

の
外

出
支

援
機

器
 

家
の

中
の

こ
と

は
大

抵
ひ

と
り

で
で

き
る

の
で

す
が

、
外

出
す

る
際

に
は

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん

に
頼

っ
て

い
ま

す
。

 

視
覚

障
害

で
も

自
由

に
目

的
地

ま
で

行
け

る
機

器
が

あ
る

と
と

て
も

便
利

で
す

。
 

 
 

7
0

 
募

集
 

1
7

9
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

多
機

能
音

声
ガ

イ
ド

付
き

湯
沸

か

し
器

 

お
風

呂
の

湯
沸

か
し

器
で

、
湯

を
沸

か
し

始
め

る
時

と
、

湧
き

あ
が

っ
た

と
き

に
は

音
声

で
知

ら

せ
て

く
れ

る
が

、
温

度
を

調
節

す
る

際
に

ボ
タ

ン
で

操
作

し
た

り
、

室
温

を
知

り
た

い
時

に
も

あ

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

と
も

っ
と

分
か

り
や

す
い

。
 
 

 
 

7
1

 
募

集
 

1
9

7
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

Ｉ
Ｈ

ク
ッ

キ
ン

グ
ヒ

ー
タ

ー
の

機

能
に

つ
い

て
 

Ｉ
Ｈ

ク
ッ

キ
ン

グ
ヒ

ー
タ

ー
に

つ
い

て
、

例
え

ば
、

揚
げ

物
を

し
た

い
時

に
何

分
揚

げ
れ

ば
よ

い

の
か

分
か

る
よ

う
に

音
声

案
内

し
て

く
れ

た
り

、
あ

る
程

度
の

温
度

に
な

っ
た

ら
音

声
で

案
内

し

て
く

れ
る

機
能

が
あ

る
と

料
理

し
や

す
い

。
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7
2

 
募

集
 

2
0

0
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

個
人

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

 
車

の
カ

ー
ナ

ビ
と

同
じ

機
能

の
も

の
を

、
携

帯
し

て
持

ち
歩

け
る

よ
う

な
端

末
機

が
あ

る
と

便
利

（
歩

行
者

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

）
 

家
に

い
る

時
に

目
的

地
を

セ
ッ

ト
で

き
、

音
声

案
内

で
目

的
地

ま
で

誘
導

し
て

く
れ

る
も

の
が

あ

る
と

よ
い

。
 

 
 

7
3

 
募

集
 

2
0

1
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

携
帯

ナ
ビ

装
置

 
携

帯
で

き
る

小
型

の
端

末
機

を
持

ち
歩

く
こ

と
で

、
家

ま
で

の
ル

ー
ト

案
内

や
、

真
直

ぐ
歩

行
で

き
て

い
る

か
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

器
が

あ
る

と
助

か
る

。
道

を
歩

く
時

に
ぶ

つ
か

っ
た

り
、

ち

ゃ
ん

と
家

に
帰

れ
る

か
毎

回
不

安
に

な
る

の
で

ぜ
ひ

開
発

し
て

欲
し

い
 

 
 

7
4

 
募

集
 

1
7

4
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

音
声

秤
と

音
声

電
磁

調
理

器
 

既
に

開
発

さ
れ

、
日

常
使

用
し

て
い

る
、

例
え

ば
音

声
秤

や
音

声
電

磁
調

理
器

等
が

品
切

れ
と

な

り
、

メ
ー

カ
ー

で
生

産
打

ち
切

り
に

な
り

困
っ

て
い

る
。

何
か

い
い

方
法

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
か

？

 
 

7
5

 
意

見
 

6
7

自
立

生
活

支

援
用

具
 

利
用

者
 

チ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
（

キ
ャ

リ
ー

）
用

の
転

倒
防

止
装

置
 

ユ
ニ

ッ
ト

型
の

特
養

で
す

。
個

浴
に

使
用

し
て

い
る

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
ー

は
、

乗
っ

て
い

て
少

し

の
け

ぞ
る

と
す

ぐ
に

後
ろ

に
倒

れ
て

し
ま

い
ま

す
。

小
回

り
で

き
る

よ
う

配
慮

し
て

の
後

輪
位

置

と
思

い
ま

す
が

、
転

倒
防

止
の

オ
プ

シ
ョ

ン
が

欲
し

い
で

す
。

ま
た

値
段

が
ア

ル
ミ

製
普

通
型

車

椅
子

と
同

じ
又

は
そ

れ
以

上
と

い
う

の
も

高
い

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

7
6

 
意

見
 

6
6

自
立

生
活

支

援
用

具
 

利
用

者
 

メ
イ

ク
を

補
助

す
る

用
具

 
私

は
、

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

週
６

日
来

て
も

ら
い

な
が

ら
、

一
人

で
暮

ら
し

て
い

ま
す

。
 

昼
間

は
、

地
域

作
業

所
等

に
通

っ
て

い
ま

す
。

 

障
害

は
、

車
椅

子
使

用
の

脳
性

マ
ヒ

で
す

。
 

外
出

時
は

勿
論

、
入

浴
後

の
ス

キ
ン

ケ
ア

は
大

事
な

身
だ

し
な

み
。

 

と
言

う
事

で
、

メ
イ

ク
マ

シ
ン

み
た

い
な

も
の

が
あ

る
と

良
い

の
に

ナ
ァ

と
思

う
の

で
す

。
 

外
出

時
に

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
い

る
時

は
、

女
性

の
身

だ
し

な
み

と
し

て
簡

単
に

、
Ｕ

Ｖ
ケ

ア
等

し

て
も

ら
う

の
で

す
が

、
 

夜
は

一
人

。
入

浴
後

の
ス

キ
ン

ケ
ア

は
、

今
は

何
と

か
か

ん
と

か
・

・
・

と
い

う
感

じ
。

何
か

、

も
っ

と
、

楽
に

出
来

る
方

法
な

い
か

ナ
ァ

？
と

日
々

、
思

っ
て

ま
す

。
 

何
か

、
良

い
の

が
あ

れ
ば

～
。
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7
7

 
意

見
 

4
0

自
立

生
活

支

援
用

具
 

利
用

者
 

両
手

が
不

自
由

な
人

の
文

字
書

き

を
補

助
す

る
自

助
具

１
 

両
手

が
不

自
由

な
の

で
持

っ
て

字
が

か
け

る
自

助
具

が
ほ

し
い

。
 

 
 

7
8

 
意

見
 

3
4

自
立

生
活

支

援
用

具
 

利
用

者
 

安
価

な
自

動
ペ

ー
ジ

み
く

り
機

 
「

自
動

ペ
ー

ジ
め

く
り

機
」

の
価

格
帯

が
高

額
（

参
考

※
※

※
約

3
5

万
円

）
な

た
め

に
購

入
に

至
ら

ず
、

読
み

た
い

本
を

読
め

ず
に

困
っ

て
い

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
読

め
る

本
に

は
出

版

数
に

限
り

が
あ

り
ま

す
し

、
安

価
で

購
入

で
き

る
製

品
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

 

※
地

方
自

治
体

に
よ

る
自

助
具

の
給

付
対

象
者

と
な

り
ま

し
て

も
給

付
額

は
約

1
万

円
。

 

す
る

と
、

3
4

万
円

の
自

己
負

担
が

発
生

し
ま

す
の

で
負

担
が

大
き

い
の

で
す

。
 

※
製

品
名

の
明

記
 

7
9

 
意

見
 

9
3

自
立

生
活

支

援
用

具
 

利
用

者
 

聴
覚

障
害

者
用

の
火

災
警

報
器

 

火
災

警
報

器
だ

け
で

な
く

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
や

電
話

、
Ｆ

Ａ
Ｘ

な
ど

の
機

器
と

一
体

的
に

考
え

る
必

要
が

あ

る
 

<聴
覚

障
害

者
の

火
災

警
報

器
> 

①
台

所
や

リ
ビ

ン
グ

の
火

災
警

報
器

が
無

線
電

波
で

寝
室

の
当

事
者

の
ネ

ッ
ク

レ
ス

と
か

腕
時

計
を

震
動

さ
せ

る
。

 

②
①

に
ワ

サ
ビ

の
匂

い
警

報
器

や
閃

光
点

滅
も

連
動

作
動

す
る

。
 

＊
①

②
を

満
た

せ
ば

、
同

じ
器

種
を

い
く

つ
も

つ
け

ず
に

す
む

し
、

か
つ

警
報

度
が

た
か

ま
る

の
。

＊
現

行
の

器
種

で
は

台
所

・
リ

ビ
ン

グ
か

ら
廊

下
、

廊
下

か
ら

寝
室

へ
と

締
め

切
っ

た
ド

ア
の

隙

間
を

２
～

３
箇

所
ク

リ
ア

し
な

い
と

煙
が

寝
室

の
警

報
器

ま
で

届
か

な
い

。
 

 
 

8
0

 
募

集
 

9
7

自
立

生
活

支

援
用

具
 

利
用

者
 

歩
行

補
助

具
 

一
人

で
も

外
出

で
き

る
よ

う
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
(徒

歩
機

能
付

)を
、

補
助

の
対

象
と

し
て

ほ
し

い
。

 

投
票

不
要

 

8
1

 
募

集
 

2
1

0
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

大
声

消
火

器
2

 
私

も
重

度
障

害
者

で
現

在
地

域
で

一
人

ぐ
ら

い
し

て
い

て
、

自
分

で
も

何
と

か
使

え
そ

う
な

ス
プ

レ
ー

タ
イ

プ
の

消
火

器
を

購
入

し
て

い
ざ

と
い

う
と

き
に

備
え

て
い

る
ん

で
す

が
、

施
設

や
病

院

な
ど

に
設

置
さ

れ
て

あ
る

本
格

的
な

消
火

器
だ

け
じ

ゃ
な

く
、

そ
う

い
う

簡
易

消
火

器
に

も
ボ

タ

ン
を

押
す

と
ま

わ
り

に
火

事
を

知
ら

せ
れ

る
よ

う
な

装
置

が
付

い
て

い
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

 
 

8
2

 
募

集
 

2
2

2
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

視
覚

障
碍

者
の

歩
行

支
援

機
器

に

つ
い

て
 

携
帯

ラ
ジ

オ
サ

イ
ズ

で
歩

行
支

援
ナ

ビ
で

、
次

の
よ

う
な

機
能

を
備

え
た

も
の

を
希

望
し

ま
す

。

Ｇ
Ｐ

Ｓ
の

瀬
能

工
場

に
よ

り
き

め
細

か
い

支
援

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

提
案

し
ま

す
。

 

 
 

69



  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

１
．

道
路

情
報

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

、
た

と
え

ば
一

方
通

行
、

歩
道

の
有

無
交

差
点

の
接

近
、

 

２
．

車
の

接
近

。
た

と
え

ば
、

前
か

ら
車

が
接

近
、

交
差

点
で

右
か

ら
車

が
接

近
な

ど
。

 

３
．

目
的

地
の

設
定

。
た

と
え

ば
住

所
や

電
話

番
号

で
の

一
特

定
だ

け
で

な
く

、
具

体
的

に
ど

こ

そ
こ

の
建

物
の

玄
関

ポ
イ

ン
ト

を
現

地
で

記
憶

さ
せ

る
と

次
回

か
ら

正
確

に
誘

導
し

て
く

れ
る

。

４
．

そ
の

た
。

た
と

え
ば

、
道

路
を

歩
い

て
い

る
と

き
、

知
ら

な
い

う
ち

に
道

路
の

中
央

に
出

て

し
ま

っ
て

い
た

ら
注

意
を

促
し

て
く

れ
る

。
歩

行
先

に
自

転
車

や
障

害
物

が
あ

れ
ば

知
ら

せ
て

く

れ
る

。
 

５
．

生
活

用
具

と
し

て
助

成
制

度
の

対
象

と
な

る
よ

う
働

き
か

け
る

。
 

8
3

 
募

集
 

2
3

4
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

音
声

婦
人

体
温

計
 

全
盲

で
も

使
え

る
、

音
声

読
み

上
げ

機
能

の
つ

い
た

も
の

。
検

温
結

果
が

数
か

月
も

保
存

で
き

確

認
で

き
る

な
ど

、
現

在
一

般
に

売
ら

れ
て

い
る

も
の

と
同

様
の

機
能

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

 
 

8
4

 
募

集
 

2
3

5
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

音
声

調
理

用
秤

 
調

理
用

の
秤

で
、

目
が

見
え

な
く

て
も

使
え

る
、

音
声

で
計

っ
た

も
の

の
重

さ
を

読
み

上
げ

る
も

の
。

  

 
 

8
5

 
募

集
 

2
3

8
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
 

音
声

機
能

付
き

電
卓

 
台

湾
製

に
あ

る
よ

う
で

す
け

ど
。

日
本

製
の

音
声

の
電

卓
が

ほ
し

い
で

す
。

  
 

 

8
6

 
募

集
 

1
0

9
自

立
生

活
支

援
用

具
 

利
用

者
の

家
族

 
黄

色
い

誘
導

用
ブ

ロ
ッ

ク
 

ブ
ロ

ッ
ク

は
道

路
や

駅
な

ど
で

多
く

見
ら

れ
ま

す
が

、
白

杖
を

使
っ

て
つ

た
い

歩
き

は
し

ま
す

が
、

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

は
と

て
も

歩
き

に
く

い
で

す
。

と
く

に
ヒ

ー
ル

で
は

歩
け

ま
せ

ん
。

 

そ
こ

で
視

覚
障

害
者

の
移

動
補

助
は

Ｇ
Ｐ

Ｓ
な

ど
か

ら
位

置
情

報
を

端
末

に
受

信
し

、
そ

の
端

末

を
持

っ
て

移
動

す
る

よ
う

に
し

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
 

視
覚

障
害

者
の

た
め

と
は

い
え

、
ほ

か
の

人
た

ち
の

迷
惑

な
ら

な
い

よ
う

な
設

備
が

必
要

だ
と

考

え
ま

す
。

 

Ｇ
Ｐ

Ｓ
利

用
に

よ
る

ナ
ビ

は
研

究
中

 

8
7

 
募

集
 

1
1

4
自

立
生

活
支

援
用

具
 

障
害

者
団

体
 

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
火

災
時

伝

達
機

能
 

聴
覚

障
害

者
が

火
災

時
、

部
屋

な
ど

で
、

火
災

を
認

知
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
助

か
る

。

光
に

よ
っ

て
火

災
を

知
ら

せ
る

も
の

や
、

に
お

い
に

よ
っ

て
知

ら
せ

る
も

の
が

あ
る

が
、

光
は

遮

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、

に
お

い
は

遠
い

と
届

か
な

い
こ

と
が

あ
る

の
で

、
他

の
方

法
で

伝
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達
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
よ

い
。

  

8
8

 
意

見
 

5
1

自
立

生
活

支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

保
護

カ
バ

ー
 

ベ
ッ

ド
柵

に
つ

か
ま

っ
た

り
、

自
分

で
無

意
識

で
ぶ

つ
け

る
人

が
い

ま
す

。
 

ベ
ッ

ド
柵

の
カ

バ
ー

が
あ

れ
ば

い
い

の
で

す
が

 

で
き

れ
ば

、
ス

ポ
ン

ジ
な

ど
が

入
っ

て
い

れ
ば

な
お

い
い

で
す

。
 

あ
と

、
ベ

ッ
ド

横
の

と
こ

ろ
に

足
を

ぶ
つ

け
る

か
た

も
い

る
の

で
、

そ
こ

に
ソ

フ
ト

な
素

材
を

使

っ
た

ベ
ッ

ド
が

あ
れ

ば
う

れ
し

い
で

す
ね

 

同
様

に
車

椅
子

の
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
カ

バ
ー

も
欲

し
い

で
す

。
 

（
施

設
で

は
手

作
り

し
て

使
用

し
て

い
ま

す
）

 

 
 

8
9

 
意

見
 

1
3

4
自

立
生

活
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

マ
ウ

ス
ピ

ー
ス

型
電

動
歯

ブ
ラ

シ
 

マ
ウ

ス
ピ

ー
ス

型
の

電
動

歯
ブ

ラ
シ

が
な

い
で

し
ょ

う
か

？
 

 
 

9
0

 
意

見
 

8
4

自
立

生
活

支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

立
位

で
の

排
尿

を
補

助
す

る
用

具
 

男
性

の
利

用
者

で
在

宅
で

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
利

用
を

し
て

い
る

方
が

お
り

ま
す

が
、

立
位

で

の
排

泄
の

た
め

枠
外

か
ら

は
み

出
し

た
り

し
て

し
ま

い
ま

す
。

立
位

の
状

態
で

も
上

手
く

排
泄

の

行
え

る
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
な

ど
が

あ
れ

ば
ご

紹
介

い
た

だ
け

る
と

助
か

り
ま

す
。

 

 
 

9
1

 
意

見
 

5
9

自
立

生
活

支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
機

能
付

き
の

入

浴
用

い
す

 

リ
フ

ト
浴

で
入

浴
さ

れ
て

い
る

高
齢

者
の

方
が

あ
り

ま
す

。
寝

た
ま

ま
の

姿
勢

で
な

く
、

座
っ

た

ま
ま

の
姿

勢
で

の
入

浴
を

で
き

る
か

ぎ
り

継
続

し
た

い
と

考
え

ま
す

。
た

だ
円

背
が

あ
り

、
ど

う

し
て

も
腹

部
が

洗
い

に
く

く
、

シ
ャ

ワ
ー

椅
子

で
そ

の
と

き
だ

け
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

で
き

る
よ

う

な
も

の
が

あ
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
シ

ャ
ワ

ー
椅

子
の

改
善

を
ぜ

ひ
お

願
い

し
ま

す
。

 

 
 

9
2

 
意

見
 

4
8

自
立

生
活

支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

わ
ず

か
な

力
で

開
封

や
密

封
が

で

き
る

容
器

 

高
齢

者
の

在
宅

の
支

援
を

し
て

お
り

ま
す

。
買

い
物

を
依

頼
さ

れ
お

惣
菜

を
購

入
し

ま
す

が
、

惣

菜
が

入
っ

て
い

る
容

器
が

あ
け

に
く

く
、

ま
た

、
か

た
い

た
め

、
開

封
す

る
の

に
苦

労
し

て
お

り

ま
す

。
何

か
密

封
で

き
簡

易
に

開
封

で
き

る
容

器
は

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

 

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

9
3

 
意

見
 

3
5

自
立

生
活

支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

掃
除

用
具

 
施

設
、

学
校

等
の

廊
下

を
掃

除
す

る
機

械
の

開
発

。
障

害
者

が
自

ら
の

環
境

を
綺

麗
に

す
る

と
と

も
に

、
ど

う
し

て
も

マ
ン

パ
ワ

ー
に

頼
っ

て
い

る
掃

除
部

分
の

雇
用

に
結

べ
つ

け
る

。
廊

下
等

の

具
体

的
に

ど
う

い
っ

た
障

害
を

お
持

ち
の
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掃
除

機
器

は
業

務
用

と
し

て
あ

り
ま

す
が

、
使

い
こ

な
す

の
に

熟
練

を
要

し
ま

す
。

誤
操

作
を

し

て
も

危
険

を
回

避
す

る
機

能
が

つ
い

て
い

れ
ば

障
害

者
に

も
道

が
開

け
る

と
思

う
の

で
す

が
。

 

方
か

不
明

 

9
4

 
募

集
 

2
1

1
自

立
生

活
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

長
い

杖
 

多
く

使
わ

れ
て

い
る

杖
は

、
腰

あ
た

り
ま

で
の

Ｔ
字

杖
で

す
が

、
こ

れ
で

は
下

り
坂

で
不

安
定

に

な
っ

た
り

、
杖

を
つ

く
位

置
に

よ
っ

て
歩

行
が

不
安

定
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
介

護

用
品

と
し

て
、

頭
ぐ

ら
い

の
長

さ
の

杖
に

、
握

り
や

す
い

よ
う

デ
コ

ボ
コ

の
グ

リ
ッ

プ
を

つ
け

、

握
る

位
置

を
か

え
ら

れ
る

杖
を

提
案

い
た

し
ま

す
。

杖
を

長
く

す
る

こ
と

に
よ

り
、

杖
を

両
手

で

つ
か

む
こ

と
も

で
き

ま
す

し
、

立
ち

上
が

り
の

補
助

に
も

役
に

立
つ

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

9
5

 
意

見
 

6
0

自
立

生
活

支

援
用

具
 

流
通

メ
ー

カ
 

寝
返

り
に

使
用

し
て

も
大

丈
夫

な

サ
イ

ド
レ

ー
ル

 

特
殊

寝
台

付
属

品
に

つ
い

て
で

す
が

、
 

介
助

バ
ー

（
立

ち
上

が
り

支
援

）
と

、
 

サ
イ

ド
レ

ー
ル

（
身

体
や

布
団

の
転

落
防

止
）

の
中

間
く

ら
い

の
性

能
で

、
“

つ
か

ま
っ

て
も

大

丈
夫

な
サ

イ
ド

レ
ー

ル
”

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
 

寝
返

り
を

打
つ

と
き

に
サ

イ
ド

レ
ー

ル
に

つ
か

ま
る

利
用

者
が

多
く

、
そ

の
目

的
の

商
品

が
な

い

の
で

、
普

通
の

サ
イ

ド
レ

ー
ル

に
つ

か
ま

っ
て

い
ま

す
が

、
不

安
定

だ
っ

た
り

、
サ

イ
ド

レ
ー

ル

挿
入

部
の

破
損

に
つ

な
が

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。
 

サ
イ

ド
レ

ー
ル

の
よ

う
な

感
じ

で
介

助
バ

ー
の

よ
う

に
し

っ
か

り
固

定
で

き
る

商
品

が
ほ

し
い

で
す

。
 

 
 

9
6

 
意

見
 

3
2

自
立

生
活

支

援
用

具
 

流
通

メ
ー

カ
 

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
ク

ラ
ッ

チ
の

改

良
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

現
在

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
ク

ラ
ッ

チ
を

家
族

が
使

用
し

て
い

ま
す

。
 

上
腕

支
持

部
分

の
リ

ン
グ

状
の

部
分

は
現

状
で

は
上

か
ら

腕
を

通
す

よ
う

に
作

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
や

コ
ー

ト
の

袖
口

が
引

っ
か

か
っ

て
扱

い
ず

ら
そ

う
で

す
。

 

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

腕
が

は
め

ら
れ

る
よ

う
な

装
置

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
る

と
便

利
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

9
7

 
意

見
 

1
1

6
自

立
生

活
支

流
通

メ
ー

カ
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

ヘ
ッ

ド
現

在
、

福
祉

用
具

貸
与

事
業

所
の

責
任

者
を

し
て

い
ま

す
臨

床
経

験
１

０
年

目
の

理
学

療
法

士
で

※
製

品
名

の
明

記
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考

 

援
用

具
 

サ
ポ

ー
ト

 
す

。
 

皆
様

の
ご

意
見

を
伺

い
た

い
の

で
す

が
・

・
・

 

最
近

、
依

頼
の

あ
っ

た
ケ

ー
ス

で
す

が
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

に
ヘ

ッ
ド

サ
ポ

ー
ト

を
付

け
て

欲

し
い

と
い

う
依

頼
が

あ
り

ま
し

た
。

 

車
イ

ス
に

使
う

ヘ
ッ

ド
サ

ポ
ー

ト
で

は
装

着
が

で
き

な
い

の
と

、
安

全
面

に
も

問
題

あ
り

。
（

本

来
は

車
イ

ス
に

装
着

す
る

も
の

で
、

そ
の

よ
う

な
使

用
方

法
は

好
ま

し
く

な
い

の
は

理
解

し
て

い

ま
す

）
ま

た
、

Ｐ
Ｌ

法
と

の
関

連
も

あ
り

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

加
工

し
て

ヘ
ッ

ド
サ

ポ
ー

ト

を
つ

け
る

と
い

う
方

法
も

い
か

が
な

も
の

か
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

利
用

者
は

筋
肉

が
委

縮
す

る
難

病
の

方
で

、
ベ

ッ
ド

か
ら

移
乗

し
て

１
日

８
時

間
程

度
、

ポ
ー

タ

ブ
ル

ト
イ

レ
に

座
っ

て
い

ま
す

。
 

ト
イ

レ
を

す
る

際
は

立
ち

上
が

っ
て

一
人

で
可

能
で

す
が

、
ベ

ッ
ド

⇔
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
へ

の

移
乗

を
何

回
も

行
う

こ
と

は
本

人
の

負
担

が
大

き
い

状
態

で
す

。
 

１
つ

は
、

福
祉

用
具

レ
ン

タ
ル

事
業

所
が

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
加

工
し

て
何

か
を

取
り

付
け

る

（
例

え
ば

、
金

属
の

枠
を

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

に
 

つ
け

て
ク

ッ
シ

ョ
ン

で
頚

部
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

）
こ

と
は

法
的

に
問

題
な

い
に

か
と

い
う

こ
と

と

も
う

一
つ

は
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

に
て

ヘ
ッ

ド
サ

ポ
ー

ト
に

変
わ

る
頚

部
・

頭
部

を
安

定
さ

せ

る
方

法
は

な
い

か
で

す
。

 

ち
な

み
に

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
は

※
※

※
※

電
動

昇
降

タ
イ

プ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

要
望

外
 

9
8

 
募

集
 

1
2

6
自

立
生

活
支

援
用

具
 

そ
の

他
（

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

団

体
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 ）

 

大
声

消
火

器
 

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

 

そ
こ

で
ま

ず
、

小
さ

な
炎

を
消

火
す

る
た

め
に

必
要

な
の

が
消

火
器

で
す

。
 

し
か

し
現

状
で

は
一

般
的

な
普

及
さ

れ
て

い
る

タ
イ

プ
は

粉
末

式
の

１
０

型
消

火
器

で
す

が
、

障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
 

ま
し

て
や

そ
の

時
に

”
火

事
だ

～
火

を
消

せ
”

な
ど

と
大

声
を

上
げ

る
事

は
健

常
者

で
も

な
か

な
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考

 

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、

倒
さ

れ
た

ら

大
音

響
で

”
火

災
で

す
、

火
災

で
す

”
な

ど
の

声
が

自
動

的
に

出
る

と
共

に
フ

ラ
ッ

シ
ュ

ラ
イ

ト

が
点

滅
す

る
も

の
で

す
。

既
存

の
消

火
器

に
容

易
に

取
り

付
け

ら
れ

、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物

と
し

ま
す

。
 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

 

9
9

 
募

集
 

1
3

0
自

立
生

活
支

援
用

具
 

そ
の

他
 

聴
覚

障
害

者
緊

急
警

報
シ

ス
テ

ム
 

聴
覚

障
害

の
家

庭
内

で
使

用
さ

れ
て

る
火

災
警

報
、

電
話

呼
び

出
し

音
、

玄
関

チ
ャ

イ
ム

音
等

に

直
接

に
後

つ
け

の
音

感
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

、
聴

覚
障

害
者

の
手

元
に

最
大

５
種

類
の

文
字

盤

に
火

災
、

電
話

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
光

シ
グ

ナ
ル

を
送

れ
ば

日
常

生
活

を
安

全
、

快
適

に
過

ご
せ

る

と
思

い
ま

す
。

シ
ス

テ
ム

開
発

に
関

し
て

難
問

は
無

い
と

思
い

ま
す

の
で

安
価

提
供

で
き

ま
す

。

さ
ら

に
研

究
を

必
要

な
部

分
も

有
り

ま
す

が
  

 
 

1
0

0
 

募
集

 
1

0
2

自
立

生
活

支

援
用

具
 

そ
の

他
（

商
品

企
画

開
発

）
 

視
覚

障
害

者
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
 

ま
す

ま
す

進
化

す
る

携
帯

電
話

の
機

能
を

白
杖

に
応

用
で

き
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。
「

携
帯

ナ

ビ
杖

」
で

す
。

 

白
杖

自
体

を
パ

ソ
コ

ン
と

考
え

、
杖

の
握

り
手

部
分

を
マ

ウ
ス

の
形

状
と

し
機

能
を

付
け

、
杖

を

地
面

に
当

て
左

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、

足
元

の
地

面
に

２
６

イ
ン

チ
の

仮
想

モ
ニ

タ
ー

を
表

出
さ

せ
、

視
覚

障
害

者
は

、
杖

か
ら

の
触

覚
に

て
位

置
情

報
な

ど
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
す

。

例
え

ば
最

も
初

歩
的

な
情

報
と

し
て

、
「

方
角

」
を

情
報

提
供

し
ま

す
。

仮
想

モ
ニ

タ
ー

上
に

、

線
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

、
こ

の
方

角
が

南
北

を
表

し
ま

す
。

そ
し

て
北

側
に

は
点

ブ
ロ

ッ
ク

を

表
出

さ
せ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

視
覚

障
害

者
は

、
方

向
感

を
失

う
こ

と
は

な
い

と
考

え
ま

す
。（

勿

論
、

北
を

示
す

矢
印

↑
で

も
よ

い
の

で
す

が
）

 

更
に

発
展

さ
せ

、
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、

触
地

図
を

表
出

さ
せ

た
り

、
あ

る
い

は
検

索
機

能
を

付

け
、

「
駅

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

最
寄

り
の

駅
の

改
札

口
の

位
置

が
表

示
さ

れ
、

こ
れ

を

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、

杖
を

通
し

て
知

覚
で

き
る

仮
想

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

表
出

さ
れ

、
視

覚
障

害

者
を

改
札

口
ま

で
誘

導
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
「

ト
イ

レ
」

と
点

字
入

力
・

検
索

す
れ

ば
、

周
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体
的

な
内

容
 

備
考

 

辺
の

コ
ン

ビ
ニ

や
公

共
施

設
な

ど
の

ト
イ

レ
の

位
置

を
仮

想
モ

ニ
タ

ー
に

表
出

さ
せ

、
ク

リ
ッ

ク

す
る

と
、

目
的

地
と

し
て

誘
導

す
る

仮
想

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う

か
？

 

そ
し

て
「

お
帰

り
」

機
能

で
す

。
５

年
前

に
買

っ
た

カ
ー

ナ
ビ

に
も

付
い

て
い

る
機

能
で

す
。

こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

女
性

の
声

で
「

自
宅

に
戻

り
ま

す
。

所
要

時
間

は
約

３
０

分
で

す
。

途

中
、

信
号

機
の

あ
る

交
差

点
を

２
ヶ

所
渡

り
ま

す
。

」
と

い
う

音
声

が
流

れ
ま

す
。

次
の

瞬
間

、

仮
想

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
足

元
に

現
れ

ま
す

。
そ

し
て

「
自

宅
に

到
着

で
す

。
お

疲
れ

様
で

し
た

。
」

カ
ー

ナ
ビ

に
は

、
当

た
り

前
に

つ
い

て
い

る
機

能
で

す
。

 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

は
、

視
覚

障
害

者
に

と
っ

て
は

非
常

に
大

切
な

も
の

で
す

が
、

一
方

、
車

椅
子

の

方
に

は
負

担
と

な
り

高
齢

者
に

と
っ

て
は

躓
く

危
険

が
指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

美
観

の
問

題

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
杖

か
ら

の
触

覚
で

知
覚

で
き

る
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
で

、
こ

れ

等
の

問
題

の
全

て
が

解
決

で
す

。
 

こ
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

電
話

も
メ

ー
ル

も
何

で
も

で
き

ま
す

。
視

覚
障

害
者

と
は

点
字

メ
ー

ル

の
送

受
信

で
す

。
晴

眼
者

と
は

自
動

変
換

機
能

（
点

字
⇔

文
字

）
で

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。

勿

論
、

添
付

フ
ァ

イ
ル

も
Ｏ

Ｋ
で

す
。

 

こ
れ

ら
の

機
能

は
、

既
に

利
用

さ
れ

て
い

る
技

術
の

応
用

・
組

み
合

わ
せ

で
実

現
で

き
る

の
で

は

な
い

で
し

ょ
う

か
 

1
0

1
 

募
集

 
1

4
2

自
立

生
活

支

援
用

具
 

そ
の

他
 

魔
法

の
杖

、
魔

法
の

絨
緞

 
表

題
の

「
魔

法
」

の
意

味
す

る
と

こ
ろ

は
、

最
近

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

と
呼

ば
れ

る
高

性
能

な
携

帯
端

末
が

具
現

化
し

つ
つ

あ
る

一
群

の
新

規
な

機
能

を
指

し
て

い
ま

す
。

 

G
P

S
測

置
シ

ス
テ

ム
、

加
速

度
セ

ン
サ

、
方

位
セ

ン
サ

、
高

密
度

な
実

装
技

術
、

自
由

度
の

高

い
入

出
力

デ
バ

イ
ス

と
多

く
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

組
合

せ
が

こ
れ

ま
で

で
は

想
像

で
き

な
か

っ
た

様
相

の
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を
現

実
の

も
の

と
し

て
い

ま
す

。
更

に
そ

の
可

能
性

が

急
速

に
広

が
っ

て
行

く
こ

と
は

確
実

で
し

ょ
う

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
可

能
に

し
て

い
る

技
術

群
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を
「

魔
法

」
と

呼
ん

で
し

ま
っ

て
も

許
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

私
た

ち
は

生
活

に

不
便

を
感

じ
る

人
を

援
護

す
る

技
術

と
し

て
一

連
の

技
術

を
筋

道
を

立
て

て
応

用
し

、
実

用
化

し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

「
魔

法
の

杖
」

と
は

、
視

覚
障

害
者

の
移

動
支

援
に

こ
の

新
技

術
群

を
応

用
援

用
し

た
新

規
の

シ

ス
テ

ム
を

指
し

、
「

魔
法

の
絨

毯
」

は
歩

行
障

害
者

の
移

動
支

援
に

応
用

援
用

す
る

こ
と

を
イ

メ

ー
ジ

し
て

い
る

の
で

す
。

 

魔
法

の
杖

と
は

、
現

行
の

視
覚

障
害

者
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
は

、
A

地
点

か
ら

B
地

点
へ

の
物

理

的
移

動
を

安
全

に
ス

ム
ー

ズ
に

確
保

す
る

か
が

重
視

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

新
世

代
の

支
援

シ
ス

テ

ム
で

は
こ

の
基

本
機

能
を

向
上

さ
せ

る
と

同
時

に
歩

行
を

楽
し

み
移

動
中

の
街

を
楽

し
む

と
い

っ
た

レ
ベ

ル
ま

で
を

可
能

に
す

る
Q

O
L
 (

Q
u

a
lit

y 
o
f 

L
if
e
)向

上
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
「

魔
法

の
杖

」
実

現
を

目
指

す
べ

き
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

視
覚

障
害

者
の

眼
前

に
広

が
る

実
空

間
情

報
（

一
覧

情
報

）
を

セ
ン

シ
ン

グ
す

る
に

は
、

各
種

の

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
現

場
の

把
握

、
G

P
S

と
マ

ッ
プ

デ
ー

タ
の

照
合

、
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

街
中

に

設
置

さ
れ

た
機

器
類

と
の

通
信

な
ど

を
総

合
的

に
利

用
す

れ
ば

多
く

の
可

能
性

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

そ
の

上
で

重
要

に
な

る
の

が
、

障
害

者
の

適
切

な
判

断
と

行
動

を
可

能
に

す
る

有
用

情
報

の
抽

出

ノ
ウ

ハ
ウ

、
そ

れ
を

利
用

者
に

適
切

に
伝

え
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

技
術

の
確

立
で

す
。

 

そ
の

た
め

に
は

、
最

初
に

視
覚

障
害

者
の

方
達

の
イ

ン
タ

ヴ
ュ

ー
／

行
動

観
察

な
ど

か
ら

移
動

時

の
空

間
認

識
の

仕
方

、
有

用
な

誘
導

情
報

の
把

握
、

実
用

的
な

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

の
要

求
仕

様

の
整

理
を

行
な

う
こ

と
が

必
要

で
し

ょ
う

。
こ

れ
ら

の
知

見
を

踏
ま

え
て

、
音

声
(合

成
)ガ

イ
ド

や
音

響
ガ

イ
ド

の
応

用
開

発
、

G
U

Iタ
ッ

チ
式

入
力

の
フ

ォ
ー

ス
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

化
技

術
や

モ

ー
シ

ョ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統

合
さ

れ
た

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

、
音

声
ガ

イ
ド

の
コ

ン
テ

ン
ツ

レ
ベ

ル
ま

で
様

々
な

フ
ェ

ー
ズ

で
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の
研

究
開

発
の

必
要

性
が

予
測

さ
れ

ま
す

。
 

こ
の

よ
う

に
多

く
の

工
程

が
必

要
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

が
、

不
便

さ
を

感
じ

る
方

々
の

移
動

に

関
連

す
る

Q
O

L
を

目
的

に
す

る
と

い
う

高
い

意
識

を
共

有
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

技
術

を
マ

ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
す

れ
ば

「
魔

法
」

は
「

現
実

」
に

な
る

と
信

じ
て

い
ま

す
。

現
行

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ

ン
用

に
開

発
さ

れ
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
実

用
化

で
き

る
レ

ベ
ル

、
「

魔

法
の

杖
」

専
用

機
と

し
て

の
 
ハ

ー
ド

を
作

り
込

ん
で

よ
り

使
い

や
す

く
な

っ
た

段
階

、
更

に
改

良
が

進
み

イ
ン

フ
ラ

と
の

連
携

も
稠

密
と

な
り

ユ
ビ

キ
タ

ス
な

様
相

を
実

現
化

し
た

レ
ベ

ル
な

ど
あ

る
段

階
で

実
用

に
耐

え
う

る
よ

う
に

な
れ

ば
実

社
会

に
出

し
て

行
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
の

で
し

ょ
う

。
 

最
後

に
も

う
一

つ
気

に
な

っ
て

い
る

の
が

盲
導

犬
の

存
在

で
す

。
こ

こ
に

は
最

小
限

の
指

示
で

思

い
通

り
の

結
果

を
得

る
「

調
教

」
の

仕
組

み
、

長
年

の
付

き
合

い
の

中
か

ら
双

方
が

馴
染

ん
で

行

く
「

学
習

」
の

仕
組

み
、

指
示

の
結

果
に

危
険

が
伴

う
場

合
の

非
服

従
な

ど
「

先
回

り
」

の
構

造

な
ど

考
察

に
値

す
る

関
係

性
が

観
ら

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
を

シ
ス

テ
ム

に
取

込
め

れ
ば

使
用

者
と

シ

ス
テ

ム
の

間
に

「
信

頼
」

と
言

う
べ

き
関

係
が

築
け

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
 

「
魔

法
の

杖
」

は
杖

の
形

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

一
体

ど
ん

な
も

の
な

る
の

で
し

ょ
う

。
 
一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

。
 

1
0

2
 

募
集

 
1

4
5

自
立

生
活

支

援
用

具
 

障
害

者
団

体
 

肘
で

使
用

で
き

る
ペ

ー
ジ

め
く

り

機
 

手
足

が
不

自
由

で
す

が
、

唯
一

肘
が

使
用

可
能

で
肘

で
ほ

ん
の

ペ
ー

ジ
が

め
く

れ
る

器
具

の
開

発

を
お

願
い

し
ま

す
。

現
在

絵
本

程
度

の
厚

さ
の

本
で

し
た

ら
め

く
れ

ま
す

が
、

肘
で

め
く

る
に

は

限
度

が
あ

り
ま

す
。

 

 
 

1
0

3
 

募
集

 
2

1
5

自
立

生
活

支

援
用

具
 

そ
の

他
 

対
象

物
ま

で
の

距
離

測
定

機
 

デ
ジ

カ
メ

な
ど

の
ピ

ン
ト

合
わ

せ
機

能
を

使
い

、
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る
と

向
け

た
方

向
に

対
象

物

が
あ

れ
ば

そ
こ

ま
で

の
距

離
を

イ
ヤ

ホ
ン

で
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

。
 

使
用

例
 

電
車

の
席

に
座

り
た

い
け

ど
前

に
人

が
座

っ
て

い
る

か
わ

か
ら

な
い

時
な

ど
。

ス
テ

ッ

キ
で

足
を

確
認

す
る

の
も

失
礼

に
な

る
。
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道
路

の
変

形
交

差
点

な
ど

で
ど

ち
ら

に
道

が
通

っ
て

い
る

か
確

認
す

る
  

な
ど

 

1
0

4
 

掲
フ

 
8

8
在

宅
療

養
等

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
軽

量
で

小
型

の
吸

引
機

 
気

管
・

喉
頭

の
狭

窄
（

重
症

で
完

治
は

見
込

み
な

し
）

で
気

管
切

開
し

て
頑

張
っ

て
い

る
、

４
歳

男
児

の
母

で
す

。
 

気
管

切
開

し
、

声
も

ま
っ

た
く

出
ま

せ
ん

が
、

と
て

も
元

気
で

幼
稚

園
に

も
通

っ
て

い
る

悪
が

き

君
で

す
。

笑
。

 

吸
引

機
は

相
棒

で
い

つ
も

一
緒

な
の

で
す

が
、

外
出

す
る

の
に

は
、

と
に

か
く

大
き

す
ぎ

る
し

、

重
す

ぎ
る

。
 

も
う

、
肩

こ
り

で
死

に
そ

う
に

持
っ

て
て

も
、

体
調

の
良

い
日

の
少

し
の

外
出

で
は

、
吸

引
し

な

く
て

も
い

い
時

も
あ

る
ん

で
す

。
汚

水
を

貯
め

る
容

器
（

７
０

０
m

l）
大

き
す

ぎ
。

ペ
ッ

ト
ボ

ト

ル
に

し
た

り
出

来
な

い
で

す
か

ね
ー

。
 

今
の

ご
時

世
の

技
術

な
ら

、
絶

対
に

も
っ

と
小

さ
い

も
の

を
作

れ
そ

う
に

思
う

ん
で

す
が

…
。

 

お
家

用
と

外
出

用
、

も
っ

と
楽

に
な

っ
た

ら
、

も
っ

と
た

く
さ

ん
い

ろ
ん

な
所

に
連

れ
て

行
け

る

の
に

な
ー

 

（
補

足
説

明
）

 

息
子

は
、

元
気

に
走

り
回

っ
て

て
（

看
護

師
さ

ん
付

き
で

幼
稚

園
に

も
通

っ
て

ま
す

）
、

喉
頭

・

気
管

狭
窄

の
病

気
、

で
の

気
管

切
開

以
外

は
、

全
く

普
通

に
生

活
し

て
ま

す
。

 

問
題

は
む

し
ろ

私
側

で
、

吸
引

機
で

肩
こ

り
等

が
酷

く
、

吸
引

回
数

も
そ

ん
な

に
な

い
時

に
は

、

本
当

に
大

変
な

ん
で

す
。

 

ど
ん

ど
ん

福
祉

機
器

も
進

化
し

て
ま

す
の

で
、

近
い

将
来

小
型

が
で

る
か

も
！

？
で

す
ね

。
 

 
 

1
0

5
 

意
見

 
7

7
情

報
・

意
思

疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

地
デ

ジ
放

送
に

な
っ

て
も

音
声

出

力
が

可
能

な
機

器
２

 

7
3

番
の

タ
イ

マ
ー

ズ
さ

ん
の

ご
意

見
、

 

> 
私

は
視

覚
障

害
者

で
す

。
デ

ジ
タ

ル
テ

レ
ビ

に
代

わ
っ

て
か

ら
今

ま
で

の
F
M

ラ
ジ

オ
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
放

送
で

は
聞

け
な

く
な

り
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
も

音
声

の
み

の
テ

レ
ビ

中
継

を
楽

し
み

た

い
の

で
す

。
安

価
で

手
軽

に
使

え
る

器
具

の
開

発
を

願
っ

て
い

ま
す

。
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つ
ま

り
ア

ナ
ロ

グ
の

テ
レ

ビ
放

送
を

、
Ｆ

Ｍ
ラ

ジ
オ

の
テ

レ
ビ

バ
ン

ド
で

聴
く

の
が

便
利

な
の

で
、

使
っ

て
い

た
の

で
す

ね
。

 

実
は

聴
覚

障
害

者
も

同
じ

よ
う

な
使

い
方

を
し

て
い

ま
す

。
補

聴
援

助
用

で
す

。
ス

ピ
ー

カ
ー

の

音
を

大
き

く
す

る
と

近
所

迷
惑

な
の

で
、

手
持

ち
の

ラ
ジ

オ
と

イ
ヤ

ホ
ン

で
ボ

リ
ュ

ー
ム

を
大

き

く
し

て
聴

く
の

が
便

利
な

の
で

す
。

 

こ
う

し
た

機
能

を
持

つ
ラ

ジ
オ

が
、

地
デ

ジ
だ

け
に

な
る

と
、

ア
ナ

ロ
グ

の
テ

レ
ビ

放
送

を
受

信

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
販

売
さ

れ
な

く
な

っ
て

き
た

。
地

デ
ジ

を
受

信
で

き
る

ラ
ジ

オ

が
ほ

し
い

、
と

い
う

こ
と

の
よ

う
で

す
。

 

ワ
ン

セ
グ

を
使

え
ば

テ
レ

ビ
音

声
も

受
信

で
き

ま
す

が
、

場
所

を
選

び
ま

す
。

 

ネ
ッ

ト
で

の
テ

レ
ビ

放
送

音
声

再
送

信
、

ワ
ン

セ
グ

再
送

信
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

必
要

で
は

な

い
か

と
思

わ
れ

ま
す

。
 

1
0

6
 

意
見

 
7

3
情

報
・

意
思

疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

地
デ

ジ
放

送
に

な
っ

て
も

音
声

出

力
が

可
能

な
機

器
１

 

私
は

視
覚

障
害

者
で

す
。

デ
ジ

タ
ル

テ
レ

ビ
に

代
わ

っ
て

か
ら

今
ま

で
の

F
M

ラ
ジ

オ
チ

ュ
ー

ナ

ー
の

放
送

で
は

聞
け

な
く

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

も
音

声
の

み
の

テ
レ

ビ
中

継
を

楽
し

み
た

い

の
で

す
。

安
価

で
手

軽
に

使
え

る
器

具
の

開
発

を
願

っ
て

い
ま

す
。

 

 
 

1
0

7
 

募
集

 
9

8
情

報
・

意
思

疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

聞
こ

え
な

い
人

の
た

め
の

器
具

 
玄

関
の

入
り

口
に

、
夜

で
も

見
え

る
モ

ニ
タ

ー
が

あ
る

と
便

利
。

 

携
帯

以
外

で
人

と
す

ば
や

く
連

絡
取

れ
る

機
器

。
 

 
 

1
0

8
 

募
集

 
1

0
0

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
 

※
※

※
※

と
い

う
Ｐ

Ｃ
入

力
支

援
装

置
を

使
用

し
て

い
る

が
、

吐
く

息
で

操
作

し
て

い
る

が
、

思

っ
た

と
お

り
の

操
作

が
し

に
く

い
。

 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
0

9
 

募
集

 
1

2
9

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
 

太
陽

光
で

充
電

で
き

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。

長
時

間
外

出
す

る
機

会
も

多
い

か
ら

で
す

。

絵
文

字
や

顔
文

字
、

マ
ー

ク
で

気
持

ち
を

表
現

で
き

る
器

械
。

な
ぜ

な
ら

「
嬉

し
い

」
「

め
ち

ゃ

嬉
し

い
」

と
い

っ
た

感
情

が
絵

文
字

な
ど

に
す

る
と

一
遍

に
伝

わ
る

か
ら

で
す

。
 

メ
イ

ン
画

面
を

カ
ラ

ー
に

し
て

も
っ

と
分

か
り

や
す

く
し

て
欲

し
い

で
す

。
白

黒
で

は
同

じ
様

な
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色
だ

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
分

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

。
 

音
量

に
つ

い
て

、
外

で
話

す
と

き
も

あ
る

の
で

も
う

少
し

大
き

い
音

や
、

逆
に

内
緒

話
が

で
き

る

よ
う

な
小

さ
い

音
が

欲
し

い
で

す
。

抑
揚

や
音

の
高

さ
も

、
も

う
少

し
段

階
を

増
や

す
か

聞
き

取

り
や

す
い

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
現

在
の

機
器

で
も

読
み

上
げ

速
度

を
変

え
ら

れ
る

の
で

す

が
、

速
く

す
る

と
抑

揚
が

お
か

し
く

な
る

の
で

そ
れ

も
改

善
し

て
欲

し
い

で
す

。
 

機
種

に
よ

っ
て

は
、

本
文

の
ほ

か
に

機
能

操
作

音
の

読
み

上
げ

も
さ

れ
て

し
ま

い
、

会
話

の
妨

げ

と
な

る
の

で
、

そ
れ

も
設

定
で

O
F

F
に

で
き

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

で
す

。
 

音
声

は
タ

レ
ン

ト
さ

ん
な

ど
の

声
を

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

あ
る

い
は

、
自

分
の

声
を

入
れ

て

構
成

音
と

し
て

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ど
の

器
械

か
ら

も
同

じ
声

で
は

大
勢

で
話

を
す

る
と

き

誰
が

話
し

て
い

る
の

か
も

分
か

ら
な

い
の

で
す

。
皆

さ
ん

と
同

じ
よ

う
に

自
分

の
声

を
持

ち
た

い

で
す

。
 

漢
字

変
換

機
能

が
付

く
と

助
か

り
ま

す
。

漢
字

が
使

え
る

と
感

情
も

豊
か

に
表

現
で

き
る

し
、

文

字
数

も
少

な
く

て
す

む
か

ら
で

す
。

 

コ
ピ

ー
と

移
動

の
機

能
も

、
文

字
を

打
つ

手
間

を
減

ら
す

た
め

に
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

他
に

も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、

「
あ

」
と

初
め

の
１

字
を

打
て

ば
（

「
あ

り
が

と
う

」
な

ど
）

そ

の
あ

と
の

言
葉

が
出

て
く

る
機

能
。

機
種

に
よ

っ
て

は
既

に
そ

の
機

能
が

つ
い

て
い

る
も

の
も

あ

り
ま

す
が

、
価

格
が

高
く

入
手

で
き

ま
せ

ん
。

 

文
章

の
保

存
に

つ
い

て
、

今
あ

る
器

械
は

短
い

文
章

し
か

保
存

で
き

ま
せ

ん
。

3
0

0
0

文
字

ぐ
ら

い
の

文
章

も
保

存
し

て
欲

し
い

で
す

。
私

た
ち

の
生

活
の

中
で

ち
ょ

っ
と

お
し

ゃ
べ

り
と

い
う

の

で
は

な
く

、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。

ま
た

、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の

メ
ー

ル
を

フ
ァ

イ
ル

名
を

作
ら

な
く

て
も

一
時

保
存

が
で

き
ま

す
が

、
そ

う
し

た
機

能
も

欲
し

い

で
す

。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、

フ
ァ

イ
ル

名
を

覚
え

て
い

な
い

と
い

け
な

い

と
い

う
点

と
、

覚
え

て
い

て
も

入
力

に
時

間
が

か
か

る
と

い
う

点
で

不
便

で
す

。
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ボ
イ

ス
レ

コ
ー

ダ
ー

（
録

音
）

機
能

も
欲

し
い

で
す

。
今

あ
る

録
音

機
能

は
、

挨
拶

程
度

の
録

音

し
か

で
き

ま
せ

ん
。

会
議

や
話

し
合

い
の

と
き

、
入

力
し

て
い

る
う

ち
に

話
が

進
ん

で
し

ま
っ

て

つ
い

て
い

け
な

い
こ

と
が

あ
り

、
い

っ
た

い
何

が
話

さ
れ

た
の

だ
ろ

う
と

思
う

こ
と

が
多

い
か

ら

で
す

。
 

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
で

は
1

0
万

円
を

超
え

る
も

の
も

あ
り

ま
す

。
携

帯
電

話
で

は
携

帯
用

会

話
補

助
装

置
よ

り
便

利
な

機
能

が
多

く
つ

い
て

い
ま

す
が

、
も

っ
と

安
い

価
格

で
購

入
で

き
ま

す
。

そ
し

て
携

帯
電

話
で

は
楽

し
く

遊
ん

で
い

る
と

知
ら

な
い

う
ち

に
操

作
に

慣
れ

て
使

い
こ

な

せ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
に

も
、

楽
し

ん
で

使
い

続
け

ら
れ

る
よ

う
な

遊

び
心

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

 

1
1

0
 

募
集

 
1

3
3

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

時
間

お
知

ら
せ

時
計

 
時

間
感

覚
に

乏
し

く
、

自
己

管
理

が
苦

手
な

発
達

障
害

者
向

け
の

生
活

支
援

グ
ッ

ツ
。

 

セ
ッ

ト
し

た
時

間
に

な
る

と
、

合
成

音
声

で
や

る
こ

と
を

指
示

し
て

く
れ

る
携

帯
時

計
。

 

防
水

タ
イ

プ
の

腕
時

計
型

だ
と

、
ど

こ
で

も
使

え
る

の
で

な
お

よ
い

。
 

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）

は
パ

ソ
コ

ン
で

合
成

音
声

を
作

成
し

て
、

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
携

帯
に

転
送

し
、

ア
ラ

ー
ム

の
サ

ウ
ン

ド
設

定
で

そ
の

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
指

定
し

、
指

定
時

刻
に

下
記

音
声

を

携
帯

か
ら

発
す

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

 

音
声

の
例

：
（

時
間

指
定

で
）

起
き

る
時

間
で

す
、

出
勤

の
時

間
で

す
、

お
昼

の
時

間
で

す
、

帰

宅
時

間
で

す
、

お
風

呂
の

時
間

で
す

、
食

事
の

時
間

で
す

、
寝

る
時

間
で

す
。

 

（
曜

日
と

時
間

指
定

で
）

今
日

は
燃

え
る

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
今

日
は

資
源

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
な

ど
 

 
 

1
1

1
 

募
集

 
1

3
8

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
に

配
慮

し
た

銀
行

の

振
り

込
み

用
紙

と
取

引
経

過
が

把

握
で

き
る

表
示

 

※
※

※
※

は
値

段
が

高
い

割
に

は
使

う
機

会
が

少
な

い
で

す
。

 

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

と
い

い
ま

す
し

。
通

帳
は

合
計

残
高

だ
け

で
公

共
料

金
の

引
き

去
り

と
か

解
り

ま

せ
ん

。
 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
1

2
 

募
集

 
1

4
0

情
報

・
意

思
疎

利
用

者
 

探
し

物
発

見
器

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

視
覚

障
害

者
で

す
。

現
在

の
 視

力
 
右

0
.0

2
 左

0
.0

1
 視

野
損

失
度

９
５

パ
ー

セ
ン

ト
で

す
。

関
連

製
品
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通
支

援
用

具
 

よ
」

 
視

野
が

か
け

始
め

て
か

ら
物

探
し

ば
か

り
し

て
お

り
ま

す
。

例
え

ば
懐

中
電

灯
、

白
状

、
Ｐ

Ｔ
Ｐ

Ⅰ
、

色
ん

な
小

物
類

と
、

毎
日

、
毎

日
、

イ
ラ

イ
ラ

と
探

し
物

ば
か

り
し

て
い

ま
す

。
視

野
が

な

い
為

か
す

ぐ
そ

ば
に

あ
る

の
に

み
え

て
い

な
い

と
い

う
か

、
眼

に
止

ま
ら

な
い

の
で

す
。

あ
る

い

は
物

の
上

に
物

を
重

ね
て

し
ま

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
ら

し
い

で
す

。
私

の
探

し
て

い
る

物
が

返

事
を

し
て

く
れ

た
な

ら
ど

ん
な

に
幸

せ
な

事
で

し
ょ

う
か

と
思

う
毎

日
で

す
。

 

 
そ

ん
な

時
、

今
度

は
、

携
帯

電
話

が
見

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
そ

の
時

は
家

の
電

話
か

ら
自

分

の
携

帯
を

番
号

で
呼

び
出

し
ま

し
た

。
何

と
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
、

私
が

探
し

て
い

た
携

帯
電

話

が
時

間
表

示
の

ガ
ラ

ス
の

面
を

光
ら

せ
な

が
ら

呼
び

出
し

音
を

発
し

て
い

る
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

す
ぐ

そ
ば

の
足

元
に

落
ち

て
お

り
ま

し
た

。
 

 
こ

れ
で

す
。

電
話

帳
に

氏
名

を
登

録
す

る
よ

う
に

、
い

つ
も

探
し

物
を

す
る

物
を

登
録

し
て

お

く
と

探
し

た
い

と
き

、
そ

の
物

に
カ

ー
ソ

ル
を

合
わ

せ
て

呼
び

出
し

を
す

る
と

、
「

ハ
ー

イ
こ

こ

で
す

よ
」

と
い

っ
て

、
あ

ら
か

じ
め

貼
っ

て
お

い
た

タ
グ

か
な

ん
か

が
光

り
な

が
ら

返
事

を
す

る

の
で

す
。

 

 
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
探

し
物

発
見

器
・

「
ハ

ー
イ

、
こ

こ
で

す
よ

」
是

非
お

願
い

し
ま

す
。

電

波
の

届
く

範
囲

は
あ

ま
り

広
く

な
い

ほ
う

が
良

い
と

お
も

い
ま

す
。

せ
い

ぜ
い

十
畳

間
ぐ

ら
い

の

広
さ

に
し

て
く

だ
さ

い
.そ

の
範

囲
で

お
返

事
が

な
い

と
き

は
次

の
場

所
を

探
す

事
に

な
り

ま
す

の
で

。
 

ク
マ

ザ
キ

エ
イ

ム
 
 

探
し

物
探

知
機

 
ど

こ

い
っ

太
郎

 R
F
3

1
5

  

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.k
u

m

a
z
a
k
i-

a
im

.c
o
.jp

/

2
0

0
7

/
0

3
/
rf

3
1

5

.h
tm

l 

1
1

3
 

募
集

 
1

5
1

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

多
用

途
携

帯
型

拡
大

読
書

器
 

筆
記

や
遠

方
視

も
し

や
す

い
携

帯
型

読
書

器
を

望
み

ま
す

。
 

私
が

試
し

た
も

の
は

、
筆

記
用

ワ
ー

ク
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
が

狭
か

っ
た

り
・

支
持

し
に

く
か

っ
た

り
、

画
像

処
理

の
遅

延
が

あ
っ

た
り

、
画

像
強

調
し

す
ぎ

て
ペ

ン
先

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
と

、
筆

記

困
難

な
も

の
が

多
か

っ
た

で
す

。
遠

方
視

が
で

き
る

機
種

で
も

デ
ジ

カ
メ

に
遠

く
及

ば
な

い
性

能

で
し

た
。

 

ル
ー

ペ
、

単
眼

鏡
、

弱
視

眼
鏡

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
、

デ
ジ

カ
メ

な
ど

多
く

を
持

ち
歩

か
な

く
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て
も

い
い

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

あ
と

バ
ッ

テ
リ

ー
を

気
に

せ
ず

に
使

い
た

い
で

す
。

 

1
1

4
 

募
集

 
1

5
2

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

人
物

識
別

機
 

正
面

に
い

る
人

を
識

別
し

て
、

音
声

で
名

前
を

伝
え

て
く

れ
る

装
置

。
 

 
 

1
1

5
 

募
集

 
1

5
3

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大

読
書

器
 

現
在

で
も

可
搬

可
能

な
据

え
置

き
型

拡
大

読
書

器
は

あ
り

ま
す

が
、

重
た

く
て

始
終

持
ち

歩
く

こ

と
は

困
難

で
す

。
 

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
程

度
の

重
さ

で
折

り
た

た
め

て
バ

ッ
テ

リ
ー

駆
動

も
可

能
な

読
書

器
が

ほ
し

い
で

す
。

 

 
 

1
1

6
 

募
集

 
1

5
6

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

活
字

を
点

字
に

変
換

す
る

機
器

 
一

般
の

活
字

文
書

を
、

簡
単

に
点

字
に

変
換

す
る

機
器

を
求

め
て

い
ま

す
。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

に
頼

っ
て

い
ま

す
が

、
自

分
の

ペ
ー

ス
で

読
み

た
い

。
日

常
生

活
の

中
で

読
む

こ
と

の
出

来
な

い
も

の

が
沢

山
あ

り
ま

す
。

 

 
 

1
1

7
 

募
集

 
1

5
7

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

携
帯

で
き

る
拡

大
器

 
持

ち
運

び
が

可
能

な
拡

大
読

書
器

み
た

い
な

機
器

。
外

出
先

で
使

用
で

き
る

も
の

。
 

 
 

1
1

8
 

募
集

 
1

5
8

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

Ｉ
Ｃ

レ

コ
ー

ダ
ー

 

銀
行

や
お

役
所

な
ど

で
の

重
要

な
お

話
し

は
録

音
し

て
、

あ
と

で
し

っ
か

り
と

聴
き

た
い

で
す

。

い
ま

の
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

昔
の

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
も

販
売

さ
れ

な
く

な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
に

優
し

い
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

を
求

め
ま

す
。

音
声

録
音

は
大

変

重
要

で
す

。
 

 
 

1
1

9
 

募
集

 
1

6
6

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

書
き

な
が

ら
使

え
る

拡
大

読
書

器
 

銀
行

等
で

用
紙

な
ど

に
記

入
す

る
際

、
該

当
部

分
を

拡
大

し
な

が
ら

記
入

で
き

る
よ

う
な

商
品

が

欲
し

い
。

軽
量

か
つ

簡
単

な
も

の
。

ル
ー

ペ
の

よ
う

な
も

の
で

も
よ

い
。

 

そ
う

い
っ

た
も

の
が

銀
行

や
郵

便
局

に
備

え
付

け
ら

れ
て

い
る

と
便

利
で

す
。

 

 
 

1
2

0
 

募
集

 
1

7
6

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

単
眼

鏡
の

拡
充

 
単

眼
鏡

の
種

類
が

ル
ー

ペ
等

に
比

べ
る

と
少

な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

駅
の

路
線

図
や

、
案

内
板

な
ど

を
見

る
と

き
に

は
単

眼
鏡

が
重

宝
す

る
の

で
、

性
能

の
い

い
製

品
が

も
っ

と
で

て
く

る
と

い

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

1
2

1
 

募
集

 
1

7
8

情
報

・
意

思
疎

利
用

者
 

誤
認

が
な

い
色

識
別

装
置

 
色

を
判

断
し

て
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

色
識

別
装

置
が

あ
る

が
、

誤
認

し
て

し
ま

う
こ

と
が

多
い
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  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

通
支

援
用

具
 

の
で

、
正

確
な

色
を

判
別

し
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

 

1
2

2
 

募
集

 
1

9
0

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

手
紙

の
読

み
取

り
機

 
手

紙
や

メ
ー

ル
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
が

付
い

て
い

る
と

内
容

が
読

み
取

れ
る

の
で

、
普

及
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

特
に

、
区

役
所

や
郵

便
物

な
ど

、
長

い
文

章
で

も
読

み
あ

げ
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と

よ
い

。
 

 
 

1
2

3
 

募
集

 
2

0
3

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

拡
大

読
書

器
の

値
段

 
拡

大
読

書
器

の
値

段
が

1
9

万
8

0
0

0
円

だ
が

、
1

0
万

円
く

ら
い

で
買

え
る

よ
う

に
な

っ
て

欲

し
い

。
 

 
 

1
2

4
 

募
集

 
2

0
5

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
読

み
取

り
機

 
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

読
み

取
り

機
を

使
用

し
て

い
た

が
、

ロ
ー

マ
字

の
「

I」
と

数
字

の
「

１
」

を
間

違
え

て
読

み
取

っ
て

し
ま

う
の

で
、

 

使
い

勝
手

が
悪

か
っ

た
。

そ
の

よ
う

な
誤

認
が

な
い

よ
う

改
善

し
て

欲
し

い
。

 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
2

5
 

募
集

 
2

0
6

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

時
刻

表
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

読

書
器

 

冊
子

に
な

っ
て

い
る

時
刻

表
を

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
読

書
器

が
欲

し
い

。
 

 
 

1
2

6
 

意
見

 
2

2
情

報
・

意
思

疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

緊
急

時
に

お
け

る
情

報
伝

達
ツ

ー

ル
 

■
聴

覚
障

害
の

方
が

地
域

生
活

を
す

る
場

合
、

緊
急

時
に

Ｆ
Ａ

Ｘ
、

テ
レ

ビ
電

話
を

し
て

い
る

余

裕
が

な
い

為
、

別
途

、
緊

急
時

に
外

部
に

連
絡

を
と

る
装

置
を

要
望

し
て

い
る

。
 

希
望

と
し

て
は

 

・
固

定
電

話
に

接
続

で
き

る
事

 

・
登

録
し

た
連

絡
先

に
ダ

イ
ヤ

ル
せ

ず
に

、
ボ

タ
ン

も
し

く
は

ス
イ

ッ
チ

で
連

絡
が

で
き

る
事

 

・
相

手
先

に
音

声
ガ

イ
ド

で
「

緊
急

で
あ

る
こ

と
」

「
だ

れ
が

必
要

と
し

て
い

る
こ

と
」

を
伝

え

る
こ

と
が

出
来

る
こ

と
。

 

 
 

例
「

○
○

で
す

。
緊

急
で

す
。

助
け

て
く

だ
さ

い
」

 

 
 

1
2

7
 

募
集

 
2

1
6

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

簡
単

取
り

外
し

電
話

用
拡

声
機

器

（
仮

称
）

 

私
は

脳
出

血
の

後
遺

症
の

障
害

に
よ

る
耳

鳴
り

の
為

に
、

電
話

の
帯

域
が

難
聴

に
な

り
ま

し
た

。

職
場

で
健

常
者

で
は

聞
こ

え
る

電
話

機
で

も
、

私
に

は
一

切
聞

こ
え

ま
せ

ん
。

古
い

ビ
ジ

ネ
ス

電

話
機

を
利

用
し

て
い

る
の

で
、

簡
単

に
市

販
の

骨
伝

導
電

話
機

と
付

け
替

え
が

出
来

ま
せ

ん
。

毎

日
、

不
自

由
な

生
活

を
送

っ
て

い
ま

す
。
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  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

骨
伝

導
を

利
用

し
た

難
聴

者
の

た
め

、
職

場
用

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
が

取
替

の
出

来
な

い
場

合
の

、

簡
単

に
取

り
外

し
が

出
来

る
、

拡
声

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

1
2

8
 

募
集

 
2

1
7

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

音
声

リ
モ

コ
ン

 
家

庭
の

電
化

製
品

：
例

え
ば

、
テ

レ
ビ

・
ビ

デ
オ

・
ラ

ジ
オ

・
エ

ア
コ

ン
・

照
明

等
を

一
つ

の
音

声
リ

モ
コ

ン
で

操
作

で
き

、
ま

た
、

リ
モ

コ
ン

の
在

り
処

を
ア

ラ
ー

ム
で

知
ら

せ
る

機
能

が
あ

る

物
が

併
用

し
て

あ
れ

ば
視

覚
障

害
者

は
非

常
に

助
か

る
。

パ
ソ

コ
ン

を
介

し
た

音
声

操
作

で
き

る

も
の

（
ボ

イ
ス

・
ス

キ
ャ

ン
）

は
あ

り
ま

す
が

、
パ

ソ
コ

ン
を

扱
え

な
い

ひ
と

は
利

用
で

き
な

い

の
で

、
是

非
、

開
発

し
て

頂
き

た
い

。
 

 
 

1
2

9
 

募
集

 
2

2
8

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
の

「
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
」

を
、

パ
ソ

コ
ン

の
マ

ウ
ス

に
・

・
・

 

私
は

現
在

、
電

動
車

い
す

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
。

 

パ
ソ

コ
ン

操
作

は
「

ヘ
ッ

ド
ポ

イ
ン

タ
ー

」
で

の
操

作
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
を

閲
覧

だ
け

を
す

る
の

に
も

、
「

ヘ
ッ

ド
ポ

イ
ン

タ
ー

」
を

つ
け

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 

文
章

を
打

つ
の

な
ら

と
も

か
く

、
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
す

る
だ

け
で

し
た

ら
「

マ
ウ

ス
」

の
操

作
だ

け

で
十

分
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

普
段

は
、

電
動

車
い

す
の

操
作

を
し

て
、

、
パ

ソ
コ

ン
の

前
に

き
た

と
き

だ
け

「
ス

イ
ッ

チ
」

の

切
り

替
え

だ
け

で
「

電
動

の
ハ

ン
ド

ル
」

→
「

マ
ウ

ス
に

切
り

替
わ

る
」

（
無

線
で

）
と

い
う

も

の
が

あ
れ

ば
、

首
や

背
中

を
少

し
で

も
痛

め
る

こ
と

が
無

く
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま

す
。

 

そ
う

い
っ

た
こ

と
は

、
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か

？
 

 
 

1
3

0
 

募
集

 
2

3
3

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

音
声

送
信

機

（
施

設
用

）
及

び
受

信
機

（
利

用
者

用
）

 

障
害

者
手

帳
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
音

声
を

聞
く

こ
と

で
生

活
し

て
い

る
難

聴
者

た
ち

は
会

議

や
講

演
会

な
ど

の
際

、
屋

内
で

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら
の

音
声

を
聞

き
取

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
ス

ピ

ー
カ

ー
が

無
指

向
性

の
た

め
、

発
さ

れ
た

音
声

が
壁

や
天

井
な

ど
に

当
た

っ
て

反
射

し
な

が
ら

耳

に
届

く
の

で
、

音
声

の
明

瞭
度

が
低

下
し

、
聞

き
取

り
難

く
な

り
ま

す
。

し
か

し
、

マ
イ

ク
に

入

っ
た

音
声

を
直

接
聞

く
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
明

瞭
度

が
高

く
聞

き
取

り
の

効
率

が
著

し
く

高
ま

り

ま
す

。
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  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

送
信

機
（

施
設

用
）

：
音

響
装

置
で

複
数

の
マ

イ
ク

か
ら

の
音

声
を

取
り

入
れ

る
ア

ン
プ

の
出

力

プ
ラ

グ
に

接
続

し
、

特
定

周
波

数
の

無
線

を
発

し
ま

す
。

ア
ン

プ
を

備
え

た
音

響
装

置
を

備
え

る

公
共

施
設

に
購

入
常

備
を

お
願

い
し

た
い

で
す

。
 

受
信

機
（

利
用

者
用

）
：

送
信

機
及

び
す

べ
て

の
屋

内
用

ワ
イ

ヤ
レ

ス
マ

イ
ク

か
ら

発
す

る
無

線

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

こ
の

場
合

、
電

波
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

屋
内

ラ
ジ

オ

マ
イ

ク
用

周
波

数
（

7
0

 M
H

z
帯

（
約

4
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

, 3
2

0
 M

H
z

帯
（

約
1

3
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
, 
8

0
0

 M
H

z
帯

（
約

3
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

）
す

べ
て

を
受

信
で

き
る

も
の

に
し

ま
す

。

そ
う

す
れ

ば
、

ど
の

公
共

施
設

に
行

っ
て

も
こ

の
受

信
機

１
台

で
明

瞭
な

音
声

を
聞

く
こ

と
が

で

き
ま

す
。

ま
た

、
複

数
の

マ
イ

ク
使

用
に

備
え

、
複

数
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

同
時

受
信

で
き

る
シ

ス

テ
ム

が
内

蔵
さ

れ
れ

ば
、

よ
り

簡
便

に
使

用
で

き
ま

す
。

 

1
3

1
 

意
見

 
1

5
4

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

利
用

者
 

電
話

機
ホ

ル
ダ

ー
 

両
腕

分
娩

麻
痺

。
障

害
者

手
帳

６
級

。
３

３
才

。
男

子
。

両
腕

共
、

反
対

側
へ

は
、

鎖
骨

あ
た

り

ま
で

し
か

届
き

ま
せ

ん
。

電
話

に
装

着
し

て
電

話
機

を
伸

ば
し

て
使

う
用

具
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

少
し

で
も

電
話

機
の

長
さ

が
伸

び
れ

ば
、

左
手

で
持

っ
て

右
耳

で
聞

い
て

、
メ

モ
を

取
れ

ま

す
。

 

右
手

は
電

話
機

を
持

っ
て

耳
で

聞
く

こ
と

の
動

作
は

、
３

分
く

ら
い

な
ら

出
来

ま
す

が
、

そ
れ

で

は
メ

モ
を

取
れ

ま
せ

ん
。

左
手

は
機

を
耳

ま
で

持
っ

て
い

け
ま

せ
ん

。
肩

で
機

を
押

さ
え

る
動

作

も
や

っ
て

み
ま

し
た

が
、

肩
が

あ
が

り
ま

せ
ん

の
で

、
機

を
は

さ
め

ま
せ

ん
。

日
常

生
活

に
は

さ

ほ
ど

の
支

障
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
就

職
活

動
を

始
め

て
、

電
話

を
聞

き
な

が
ら

の
メ

モ
と

い
う

事

の
ク

リ
ア

が
出

来
ま

せ
ん

。
パ

ソ
コ

ン
は

基
礎

は
出

来
て

い
ま

し
た

が
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
為

勉

強
中

。
運

転
免

許
、

簿
記

３
級

、
住

環
境

福
祉

コ
ー

デ
ｲ
ネ

ー
タ

ー
２

級
は

取
得

。
握

力
が

あ
る

事
と

好
き

だ
っ

た
こ

と
で

、
整

体
、

足
裏

を
自

宅
で

１
０

年
し

ま
し

た
が

、
将

来
の

こ
と

を
考

え
、

就
職

活
動

を
始

め
ま

し
た

。
 

 
２

３
才

当
時

、
就

職
す

る
ま

で
は

、
そ

れ
ほ

ど
の

障
害

が
く

る
と

は
考

え
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
。
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柔
道

初
段

も
と

れ
ま

し
た

の
で

。
一

度
就

職
し

ま
し

た
が

、
ブ

ロ
ッ

ク
注

射
も

効
か

な
い

程
の

痺

れ
、

一
晩

中
腕

が
動

か
な

い
状

態
等

あ
り

、
就

業
は

断
念

。
。

生
後

3
ｹ
月

か
ら

中
3

迄
、

東
大

の
原

先
生

（
分

娩
麻

痺
専

門
医

）
に

受
診

。
そ

の
後

は
自

然
治

癒
と

い
う

こ
と

で
し

た
。

痺
れ

が

あ
っ

て
か

ら
は

医
者

探
し

を
再

出
発

。
偶

然
３

年
前

に
や

っ
と

池
上

先
生

に
た

ど
り

着
き

、
１

０

代
に

来
て

い
た

ら
手

術
で

き
た

と
い

わ
れ

ま
し

た
が

、
今

は
リ

ハ
ビ

リ
（

家
と

病
院

）
を

続
け

て

い
ま

す
。

自
分

で
も

装
着

器
具

を
考

え
て

み
よ

う
と

思
っ

て
お

り
ま

す
が

、
何

と
か

お
力

を
お

借

り
し

た
い

の
で

す
。

１
０

年
以

上
前

に
分

娩
麻

痺
サ

イ
ト

を
た

ち
あ

げ
ま

し
た

。
も

し
見

て
い

た

だ
け

る
よ

う
で

し
た

ら
サ

イ
ト

（
w

w
w

1
.o

c
n

.n
e
.jp

/
~a

k
a
c
h

a
n

/
）

も
ご

覧
下

さ
い

。
よ

ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

1
3

2
 

募
集

 
1

1
1

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

障
害

者
団

体
 

通
訳

機
器

 
小

型
Ｐ

Ｃ
に

マ
イ

ク
を

つ
け

て
、

音
声

が
文

字
に

な
る

通
訳

機
器

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
  

音
声

認
識

 

1
3

3
 

募
集

 
1

2
8

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

デ
ジ

タ
ル

数
字

読
み

取
り

 
音

声
体

重
計

、
音

声
体

温
計

な
ど

デ
ジ

タ
ル

表
示

さ
れ

た
物

を
音

声
で

読
み

上
げ

る
機

械
が

増

え
、

視
覚

障
碍

者
に

と
っ

て
は

あ
り

が
た

い
の

で
す

が
、

１
つ

１
つ

の
機

械
を

開
発

す
る

の
で

は

な
く

、
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
て

い
る

数
字

を
読

み
取

る
機

械
を

開
発

し
て

欲
し

い
で

す
。

 

手
の

ひ
ら

に
収

ま
る

程
度

に
小

さ
い

物
で

、
読

ま
せ

た
い

数
字

の
所

に
そ

れ
を

も
っ

て
い

く
と

、

音
声

読
み

上
げ

す
る

機
械

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

ま
す

。
読

み
上

げ
た

数
字

を
点

字
表

示
で

き
れ

ば
、

盲
ろ

う
者

の
利

用
も

可
能

に
な

り
ま

す
。

 

世
の

中
に

は
、

数
字

を
デ

ジ
タ

ル
表

示
す

る
機

械
は

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
で

す
か

ら
、

こ
の

数

字
を

読
み

上
げ

る
機

械
が

で
き

る
と

、
視

覚
障

碍
者

も
多

く
の

機
械

の
利

用
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ぜ
ひ

、
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

 
 

1
3

4
 

意
見

 
3

7
情

報
・

意
思

疎

通
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

片
手

で
の

パ
ソ

コ
ン

入
力

を
支

援

す
る

用
具

 

就
労

移
行

支
援

事
業

に
お

い
て

、
Ｐ

Ｃ
訓

練
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

Ｐ
Ｃ

に
お

け
る

基
本

ス
キ

ル

と
し

て
は

「
入

力
の

ス
ピ

ー
ド

」
だ

と
思

い
ま

す
。

身
体

に
障

害
を

持
た

れ
て

い
る

方
で

も
、

座

位
が

確
保

出
来

て
、

両
手

の
両

指
が

使
え

れ
ば

、
キ

ー
パ

ン
チ

は
、

訓
練

次
第

で
、

速
さ

を
身

に
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付
け

る
の

は
可

能
だ

と
思

い
ま

す
が

、
片

麻
痺

の
方

が
キ

ー
パ

ン
チ

を
す

る
の

で
は

、
や

は
り

、

片
手

な
の

で
、

速
さ

に
限

界
が

有
る

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
思

い
付

い
た

の
で

す
が

、
Ｐ

Ｃ
の

キ

ー
ボ

ー
ド

代
わ

り
に

、
携

帯
電

話
の

端
末

を
使

用
し

て
、

Ｐ
Ｃ

入
力

出
来

る
、

携
帯

電
話

型
の

キ

ー
ボ

ー
ド

の
様

な
も

の
は

作
成

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
？

片
手

で
素

早
く

作
業

が
出

来
る

と
思

う
の

で
す

が
。

 

1
3

5
 

募
集

 
2

2
9

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

Ｆ
Ｍ

モ
ジ

ガ
デ

ル
（

音
声

認
識

出
力

機
器

）
 

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
Ｆ

Ｍ
電

波
で

と
ば

し
た

声
を

、
受

信
機

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

音
声

認
識

し

て
液

晶
表

示
装

置
に

出
力

し
て

墨
字

（
目

で
見

る
文

字
）

表
示

、
あ

る
い

は
機

械
的

点
字

デ
バ

イ

ス
に

出
力

し
て

点
字

表
示

で
き

る
と

便
利

で
す

。
漢

字
に

は
ル

ビ
が

ふ
ら

れ
る

と
知

的
障

害
者

や

日
本

語
学

習
中

の
外

国
人

に
も

便
利

で
す

。
ま

た
、

こ
の

機
器

で
音

声
認

識
入

力
し

た
「

さ
さ

き
」

や
「

し
ょ

う
ゆ

」
等

の
短

い
単

語
は

、
点

字
や

墨
字

の
ラ

ベ
ル

印
刷

機
に

出
力

し
て

貼
り

付
け

ラ

ベ
ル

を
簡

単
に

作
る

こ
と

が
で

き
る

と
便

利
で

す
。

点
字

を
よ

く
知

ら
な

い
健

常
者

が
点

字
ラ

ベ

ル
を

作
る

時
に

も
便

利
で

す
。

 

 
 

1
3

6
 

募
集

 
2

3
1

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

筆
談

・
指

点
字

て
ぶ

く
ろ

 
こ

の
手

袋
は

、
て

の
ひ

ら
書

き
文

字
を

て
の

ひ
ら

部
分

に
機

械
的

に
出

力
し

て
、

あ
た

か
も

て
の

ひ
ら

に
筆

談
文

字
が

書
か

れ
て

い
る

か
の

よ
う

に
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

デ
バ

イ
ス

で
す

。
テ

キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

の
内

容
を

、
て

の
ひ

ら
に

機
械

的
筆

談
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
こ

の

手
袋

の
両

手
の

指
（

人
差

し
指

・
中

指
・

薬
指

）
が

機
械

的
に

振
動

す
る

と
指

点
字

デ
バ

イ
ス

と

し
て

も
使

う
こ

と
が

で
き

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支

援
で

き
ま

す
。

 

 
 

1
3

7
 

募
集

 
1

5
4

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
 

開
発

メ
ー

カ
 

U
S

B
眼

球
入

力
マ

ウ
ス

 
上

肢
体

障
が

い
者

に
対

し
て

の
パ

ソ
コ

ン
操

作
を

上
下

肢
を

使
わ

ず
に

利
用

者
自

身
が

目
で

見

て
い

る
箇

所
に

マ
ウ

ス
カ

ー
ソ

ル
を

追
従

さ
せ

、
健

常
者

が
利

用
し

て
い

る
マ

ウ
ス

操
作

と
同

等

の
操

作
性

と
設

定
の

簡
易

性
が

あ
れ

ば
、

利
用

者
及

び
介

護
者

に
負

担
少

な
い

P
C

用
U

S
B

入

力
装

置
と

な
る

と
思

い
ま

す
。

  

 
 

1
3

8
 

意
見

 
2

1
情

報
・

意
思

疎
不

明
 

情
報

伝
達

ツ
ー

ル
 

携
帯

電
話

、
ゲ

ー
ム

機
を

利
用

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
開

発
 

関
連

製
品

 

88



  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

通
支

援
用

具
 

◎
視

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、

様
々

な
表

示
を

音
声

化
し

、
携

帯
電

話
や

Ｐ
Ｓ

Ｐ
、

Ｄ
Ｓ

な
ど

の

赤
外

線
通

信
機

能
を

利
用

し
、

表
示

内
容

を
音

声
に

変
え

て
、

伝
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

で
し

ょ

う
か

。
 

◎
聴

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、

音
声

ガ
イ

ド
付

き
の

製
品

(Ａ
Ｅ

Ｄ
な

ど
)に

も
、

同
様

の
方

法
で

、

音
声

ガ
イ

ド
を

文
字

化
し

、
携

帯
電

話
等

の
画

面
か

ら
視

覚
情

報
と

し
て

伝
え

る
こ

と
は

で
き

な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

◎
盲

ろ
う

者
の

た
め

に
、

携
帯

電
話

の
バ

イ
ブ

振
動

機
能

を
利

用
し

、
モ

ー
ル

ス
信

号
み

た
い

な

方
法

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

日
本

光
電

社
 

Ａ
Ｅ

Ｄ
－

9
2

3
1

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
ih

o

n
k
o
h

d
e
n

.c
o
.jp

/
a

e
d
/
p
ro

d
u

c
t0

1
.h

tm
l 

1
3

9
 

意
見

 
1

2
7

排
泄

管
理

支

援
用

具
 

利
用

者
 

障
害

児
の

体
型

に
あ

っ
た

紙
オ

ム

ツ
 

J
U

N
E

様
 

先
日

、
児

童
用

紙
オ

ム
ツ

を
開

発
し

て
ほ

し
い

と
い

う
要

望
を

書
き

込
み

し
ま

し
た

、
佐

々
木

で

す
。

J
U

N
E

様
の

ご
意

見
を

拝
見

し
、

も
し

か
し

た
ら

私
の

内
容

に
対

し
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

く
だ

さ
っ

た
の

で
は

と
思

い
、

お
返

事
を

書
か

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

（
違

っ
て

い
た

ら
ス

ミ
マ

セ
ン

）
。

要
望

に
書

き
添

え
る

の
を

失
念

し
て

い
た

の
で

す
が

、
私

の
子

ど
も

は
極

端
に

腰
が

細
い

た
め

、

パ
ン

ツ
タ

イ
プ

の
オ

ム
ツ

で
は

な
く

板
状

の
オ

ム
ツ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
い

う
な

ら
、
赤

ち
ゃ

ん
用

の
S

サ
イ

ズ
で

十
分

な
細

さ
で

す
。
体

重
が

あ
る

の
は

た
て

に
細

長
い

せ
い

で
、

赤
ち

ゃ
ん

オ
ム

ツ
だ

と
股

上
が

あ
わ

な
い

の
で

す
。

で
も

パ
ン

ツ
タ

イ
プ

だ
と

腰
が

ゆ
る

ゆ
る

…
。

な
の

で
、

開
発

の
お

願
い

も
板

オ
ム

ツ
の

こ
と

だ
っ

た
の

で
す

…
。

あ
い

ま
い

な
書

き
方

を

し
て

し
ま

っ
て

ご
め

ん
な

さ
い

。
 

ア
ド

バ
イ

ス
い

た
だ

け
た

こ
と

は
と

て
も

う
れ

し
く

、
J
U

N
E

様
の

や
さ

し
さ

に
深

く
感

謝
し

て

お
り

ま
す

。
私

と
同

じ
よ

う
に

悩
ん

で
い

る
障

害
児

マ
マ

友
だ

ち
に

は
、

ぜ
ひ

紹
介

し
た

い
と

思

い
ま

す
。

 

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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管
理

者
様

 

福
祉

用
具

の
開

発
は

、
障

害
が

人
そ

れ
ぞ

れ
違

う
こ

と
に

難
し

さ
が

あ
る

の
で

す
ね

。
と

く
に

子

ど
も

の
場

合
は

体
格

差
も

あ
り

ま
す

し
…

。
そ

れ
で

も
こ

う
し

て
意

見
を

書
き

込
め

る
ス

ペ
ー

ス

が
あ

る
だ

け
で

も
気

持
ち

の
支

え
に

な
り

ま
す

。
伝

え
る

機
会

を
く

だ
さ

っ
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ

い
ま

し
た

。
で

き
れ

ば
、

書
き

込
ん

だ
後

に
修

正
が

で
き

る
と

も
っ

と
助

か
り

ま
す

。
私

の
よ

う

な
う

っ
か

り
さ

ん
の

た
め

に
も

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

1
4

0
 

意
見

 
3

3
排

泄
管

理
支

援
用

具
 

利
用

者
 

左
右

に
も

動
く

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト

機
能

 

ウ
ォ

ュ
レ

ッ
ト

機
能

付
き

の
便

器
は

た
い

へ
ん

良
い

の
で

す
が

、
自

分
で

お
尻

を
動

か
せ

な
い

者

は
、

座
ら

せ
て

も
ら

っ
た

位
置

で
用

を
足

す
こ

と
に

な
る

。
前

後
に

ノ
ズ

ル
は

動
く

が
左

右
に

も

動
い

た
ら

も
っ

と
良

い
。

 

 
 

1
4

1
 

意
見

 
1

6
排

泄
管

理
支

援
用

具
 

利
用

者
 

ね
じ

式
の

蓋
が

つ
い

た
男

性
用

尿

器
 

男
性

用
尿

器
に

簡
単

な
蓋

は
付

い
て

ま
す

が
、

傾
け

る
と

こ
ぼ

れ
ま

す
。

ね
じ

式
の

蓋
が

付
い

て

い
れ

ば
、

外
出

や
車

の
中

等
で

小
便

を
捨

て
ら

れ
な

い
時

に
も

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
使

用
後

に

洗
え

た
と

し
て

も
臭

い
が

気
に

な
る

の
で

、
紙

を
乗

せ
て

蓋
を

し
て

ま
す

。
 

 
 

1
4

2
 

募
集

 
1

0
3

排
泄

管
理

支

援
用

具
 

利
用

者
の

家
族

 
児

童
用

オ
ム

ツ
 

体
重

が
1

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

を
超

え
た

く
ら

い
か

ら
、

市
販

の
赤

ち
ゃ

ん
・

幼
児

用
オ

ム
ツ

が
き

つ

く
な

っ
て

困
っ

て
い

ま
す

。
か

と
い

っ
て

、
成

人
向

け
の

オ
ム

ツ
は

大
き

す
ぎ

て
使

え
ま

せ
ん

。

1
5

～
4

0
キ

ロ
グ

ラ
ム

く
ら

い
の

障
害

児
用

の
オ

ム
ツ

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

と
て

も
助

か

り
ま

す
。

障
害

児
の

場
合

、
足

の
付

け
根

や
股

関
節

の
隙

間
か

ら
オ

シ
ッ

コ
が

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う

こ
と

も
多

い
の

で
、

そ
の

点
に

も
配

慮
し

て
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

ご
一

考
い

た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

 
 

1
4

3
 

意
見

 
1

3
1

排
泄

管
理

支

援
用

具
 

医
療

専
門

職
 

柄
の

付
い

た
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

 
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

は
ガ

ラ
が

な
く

白
一

色
の

も
の

が
多

い
。

外
出

や
旅

行
に

行
っ

て
周

囲
に

見
ら

れ
て

も
恥

ず
か

し
く

な
い

ガ
ラ

の
つ

い
た

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ
が

あ
っ

て
も

良
い

の
で

は
な

い
か

。
 

 
 

1
4

4
 

意
見

 
3

6
排

泄
管

理
支

援
用

具
 

福
祉

専
門

職
 

お
し

ゃ
れ

な
デ

ザ
イ

ン
の

お
む

つ
 

高
齢

の
方

々
が

使
用

し
て

い
る

紙
パ

ン
ツ

の
事

で
す

。
身

体
に

障
害

の
あ

る
方

の
中

で
も

排
泄

面

に
障

害
を

持
た

れ
て

い
る

方
々

は
、

紙
パ

ン
ツ

を
使

用
し

て
お

り
ま

す
。

二
分

脊
椎

の
方

な
ど

、

未
だ

若
く

し
な

が
ら

も
紙

パ
ン

ツ
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。
市

販
の

紙
パ

ン
ツ

は
白

の
ブ

リ
ー

フ
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の
様

な
形

状
の

も
の

が
一

般
的

で
す

が
、

若
い

方
が

付
け

る
に

し
て

は
、

な
ん

か
索

漠
と

し
て

い

る
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
こ

で
思

っ
た

の
で

す
が

、
柄

付
き

の
紙

パ
ン

ツ
と

か
、

ト
ラ

ン
ク

ス

型
と

か
、

お
洒

落
な

形
状

や
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

は
な

い
も

の
か

、
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

他
人

に

見
ら

れ
て

も
恥

ず
か

し
く

な
い

と
思

え
ま

す
し

、
福

祉
用

具
に

お
い

て
「

お
洒

落
」

の
質

感
が

必

要
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

き
っ

と
、

ト
ラ

ン
ク

ス
タ

イ
プ

の
柄

付
き

の
紙

パ
ン

ツ
が

有
っ

た

ら
、

若
く

し
て

排
泄

面
に

障
害

が
あ

る
方

も
、

積
極

的
に

使
用

し
て

も
ら

え
る

の
で

は
な

い
か

、

と
、

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

1
4

5
 

意
見

 
1

0
9

居
宅

生
活

動

作
補

助
用

具
 

流
通

メ
ー

カ
 

折
り

た
た

め
る

手
す

り
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

使
用

し
な

い
と

き
に

は
折

り
た

た
め

る
よ

う
な

手
す

り
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

設
置

型

で
な

い
よ

う
な

も
の

。
 

持
ち

運
び

を
想

定
し

て
い

る
の

か
 

1
4

6
 

掲
フ

 
4

2
そ

の
他

 
利

用
者

 
洗

髪
用

具
 

ベ
ッ

ド
で

洗
髪

を
し

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
ふ

ち
に

排
水

ホ
ー

ス
の

つ
い

た
四

角
い

も
の

を
使

っ

て
い

ま
す

。
そ

の
商

品
が

廃
番

に
な

り
、

似
て

い
る

も
の

を
購

入
し

た
の

で
す

が
、

排
水

ホ
ー

ス

が
細

す
ぎ

て
排

水
が

進
み

ま
せ

ん
。

お
湯

が
冷

め
て

寒
く

て
使

え
ま

せ
ん

。
顔

が
お

ぼ
れ

そ
う

に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
 

関
連

製
品

 

1
4

7
 

募
集

 
9

9
そ

の
他

 
利

用
者

 
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
・

交
通

信
号

の
色

・

音
楽

 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
黄

色
や

黒
、

シ
ル

バ
ー

な
ど

様
々

な
の

で
見

に
く

い
物

が
あ

り
、

統
一

し
て

ほ

し
い

。
 

交
通

信
号

の
色

で
も

青
が

見
に

く
い

こ
と

が
あ

る
。

 

交
通

信
号

の
音

楽
も

場
所

に
よ

っ
て

違
う

の
で

分
か

り
に

く
い

。
 

 
 

1
4

8
 

募
集

 
1

0
1

そ
の

他
 

利
用

者
 

手
話

通
訳

・
字

幕
の

表
示

 
よ

り
多

く
の

テ
レ

ビ
番

組
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

動
画

で
手

話
通

訳
や

字
幕

の
表

示
が

で
き

る

こ
と

を
望

む
。

  

 
 

1
4

9
 

募
集

 
1

2
1

そ
の

他
 

利
用

者
 

携
帯

用
コ

イ
ン

投
入

器
具

（
名

称

コ
イ

～
ン

）
 

頚
髄

損
傷

者
で

す
。

１
人

で
自

動
車

を
運

転
し

て
外

出
す

る
機

会
が

多
い

で
す

。
最

近
、

町
の

中

は
無

人
の

有
料

駐
車

場
が

多
く

な
り

、
出

口
で

い
つ

も
機

械
に

駐
車

料
金

（
特

に
コ

イ
ン

）
を

入

れ
る

の
に

苦
労

し
ま

す
。
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不
自

由
な

手
で

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
何

枚
も

入
れ

て
い

る
と

時
間

が
掛

か
り

、
遅

く
な

る

と
後

ろ
の

車
か

ら
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

鳴
ら

さ
れ

、
焦

っ
て

コ
イ

ン
を

車
外

に
落

と
す

こ
と

が
度

々

あ
り

、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し
た

。
 

最
近

の
自

動
販

売
機

に
は

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
の

付
い

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
自

動
販

売
機

が
多

く
な

り
ま

し
た

が
、

駐
車

場
の

料
金

投
入

機
械

は
屋

外
で

も
あ

り
、

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
は

雨

等
が

入
る

と
い

う
こ

と
で

な
か

な
か

普
及

し
ま

せ
ん

。
 

し
た

が
っ

て
、

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
２

０
枚

位
を

前
も

っ
て

セ
ッ

ト
し

、
簡

単
に

料
金

投

入
機

械
に

投
入

で
き

る
軽

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
携

帯
が

出
来

、
自

動
車

の
中

に
置

い
て

お
け

る

携
帯

用
コ

イ
ン

投
入

器
具

が
で

き
な

い
で

す
か

。
高

齢
者

に
も

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
 

1
5

0
 

募
集

 
1

2
2

そ
の

他
 

利
用

者
 

携
帯

手
摺

 
旅

行
中

や
一

般
ト

イ
レ

な
ど

で
簡

単
に

脱
着

使
用

出
来

る
様

な
手

摺
を

作
成

で
き

ま
せ

ん
か

？
 

ト
イ

レ
に

依
っ

て
手

摺
が

ま
ち

ま
ち

で
、

障
害

者
ト

イ
レ

が
少

な
く

利
用

出
来

な
い

こ
と

が
多

か

っ
た

り
、

最
近

誰
で

も
使

用
出

来
ま

す
と

言
っ

た
様

な
物

が
あ

る
為

、
携

帯
手

摺
（

補
助

具
）

が

あ
れ

ば
行

動
範

囲
が

増
え

る
。

 

持
ち

運
び

可
能

な
手

す
り

 

1
5

1
 

募
集

 
1

2
7

そ
の

他
 

利
用

者
 

携
帯

電
話

 
F
O

M
A

 D
8

0
0

ｉ
D

S
を

販
売

復
活

し
て

欲
し

い
 

太
陽

発
電

で
充

電
し

て
欲

し
い

 

ス
キ

ャ
ン

を
０

、
３

秒
に

し
て

欲
し

い
 

電
池

を
も

う
少

し
使

わ
な

い
携

帯
に

し
て

欲
し

い
 

テ
ン

キ
ー

も
ス

キ
ャ

ン
を

し
て

欲
し

い
 

パ
ネ

ル
内

の
ボ

タ
ン

を
大

き
く

し
て

欲
し

い
 

予
測

候
補

を
初

期
化

し
な

い
で

欲
し

い
 

ス
キ

ャ
ン

可
能

な
携

帯
を

増
や

し
て

欲
し

い
 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
5

2
 

募
集

 
1

3
6

そ
の

他
 

利
用

者
 

A
E

D
 

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

必
要

に
な

る
こ

と
は

、
い

つ
何

時
起

こ
る

か
分

か
ら

な
い

し
、

早
け

れ
ば

早
い

ほ
ど

効

果
が

高
い

の
で

、
現

場
に

聴
覚

障
害

者
し

か
居

な
い

場
合

で
も

使
用

で
き

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

※
製

品
名

の
明

記
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胸
骨

圧
迫

や
人

工
呼

吸
は

、
聴

覚
障

害
者

で
も

可
能

で
あ

る
の

に
、

Ａ
Ｅ

Ｄ
の

操
作

だ
け

が
、

音

声
ガ

イ
ド

に
従

っ
て

行
う

形
に

な
っ

て
お

り
、

聴
覚

障
害

者
が

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

日

本
光

電
社

の
Ａ

Ｅ
Ｄ

－
9

2
3

1
は

、
液

晶
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

、
音

声
ガ

イ
ド

を
文

字
で

表
示

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
普

及
す

れ
ば

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
用

で

き
ま

す
。

普
及

さ
せ

る
た

め
に

は
、

何
か

の
工

夫
が

必
要

で
す

。
今

後
公

共
団

体
が

購
入

す
る

場

合
の

基
準

と
か

に
入

れ
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

で
、

聴
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

Ａ
Ｅ

Ｄ
を

普
及

さ

せ
る

こ
と

を
考

え
て

頂
き

た
い

。
 

 
音

声
ガ

イ
ド

を
文

章
化

し
た

紙
を

入
れ

て
お

け
ば

、
電

気
シ

ョ
ッ

ク
が

必
要

か
ど

う
か

を
Ａ

Ｅ

Ｄ
が

判
定

し
ま

す
が

、
そ

の
結

果
を

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
か

、
判

定
中

や
電

気
シ

ョ
ッ

ク
を

与

え
る

と
き

体
に

触
れ

る
な

と
い

う
こ

と
も

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
い

う
よ

う
な

工
夫

を
す

る
だ

け
で

も
、

聴
覚

障
害

者
が

使
用

可
能

と
な

り
ま

す
。

  

1
5

3
 

募
集

 
1

3
9

そ
の

他
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

あ
っ

て
も

検
便

採

取
が

容
易

に
で

き
る

用
具

 

市
の

健
康

診
断

も
人

間
ド

ッ
ク

も
脳

性
麻

痺
と

か
視

覚
障

害
に

手
が

使
え

な
い

人
は

大
腸

癌
検

査
の

お
通

じ
を

持
っ

て
い

け
な

い
の

が
不

便
で

す
。

私
は

特
に

神
経

症
の

薬
が

便
秘

に
な

っ
て

夜

下
剤

を
飲

む
の

で
不

便
で

す
。

い
く

ら
言

っ
て

も
医

者
も

保
健

セ
ン

タ
ー

も
わ

か
ら

な
い

で
す

。

 
 

1
5

4
 

募
集

 
1

4
7

そ
の

他
 

利
用

者
 

買
い

物
時

の
バ

ー
コ

ー
ド

リ
ー

ダ

ー
 

買
い

物
を

し
て

い
る

時
、

商
品

に
つ

い
て

い
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

読
み

取
る

と
、

商
品

名
、

値
段

、

内
容

量
、

カ
ロ

リ
ー

等
の

詳
細

情
報

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

 

既
存

で
類

似
す

る
製

品
は

あ
る

の
だ

が
、

商
品

名
だ

け
し

か
知

ら
せ

て
く

れ
な

い
。

そ
れ

で
は

あ

ま
り

役
に

立
た

な
い

。
 

 
 

1
5

5
 

募
集

 
1

4
8

そ
の

他
 

利
用

者
 

エ
ア

コ
ン

の
音

声
対

応
リ

モ
コ

ン
 

視
覚

障
害

者
だ

と
、

エ
ア

コ
ン

が
ど

う
い

う
設

定
に

な
っ

て
い

る
か

確
認

が
で

き
な

い
た

め
、

音

声
で

冷
房

・
暖

房
・

ド
ラ

イ
の

設
定

や
温

度
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

 

現
在

、
大

手
企

業
で

上
記

の
物

を
売

っ
て

は
い

る
が

、
本

体
込

み
で

１
７

万
円

以
上

す
る

の
で

手

が
出

な
い

。
 

２
～

３
年

前
ま

で
は

、
あ

る
大

手
企

業
で

、
全

メ
ー

カ
ー

対
応

の
音

声
リ

モ
コ

ン
を

２
万

円
程

度
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で
売

っ
て

い
た

ら
し

い
が

、
今

は
廃

番
に

な
っ

て
い

る
模

様
で

あ
る

。
こ

れ
を

安
い

値
段

で
販

売

し
て

く
れ

れ
ば

と
て

も
よ

い
。

 

も
し

く
は

各
メ

ー
カ

ー
で

、
プ

ラ
ス

１
万

円
く

ら
い

で
音

声
リ

モ
コ

ン
に

替
え

ら
れ

る
と

よ
い

。

1
5

6
 

募
集

 
1

4
9

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

出
力

で
き

る
固

定
電

話
機

 
電

話
を

使
う

と
き

、
事

前
に

登
録

し
て

お
い

た
相

手
方

の
名

前
、

電
話

番
号

の
検

索
や

通
話

履
歴

を
音

声
出

力
す

る
も

の
が

欲
し

い
。

 

大
手

企
業

が
既

に
実

用
化

し
て

い
る

が
、

電
話

帳
を

登
録

す
る

際
に

パ
ソ

コ
ン

が
必

要
で

あ
っ

た

り
、

そ
の

機
能

を
利

用
す

る
の

に
別

途
ナ

ン
バ

ー
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

契
約

を
結

ば
な

け
れ

ば
い

け

な
い

。
 

そ
れ

で
は

使
い

勝
手

が
悪

い
の

で
、

電
話

機
本

体
で

簡
単

に
登

録
・

編
集

が
で

き
、

安
価

な
も

の

が
欲

し
い

。
 

 
 

1
5

7
 

募
集

 
1

5
0

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

で
操

作
で

き
る

電
子

字
書

 
単

語
な

ど
を

音
声

を
頼

り
に

入
力

す
る

こ
と

が
で

き
、

結
果

と
内

容
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

。
パ

ソ
コ

ン
で

は
で

き
る

が
、

時
間

が
か

か
る

た
め

、
手

軽
に

使
用

で
き

る
も

の
が

ほ
し

い
。

 
 

1
5

8
 

募
集

 
1

6
1

そ
の

他
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

に
配

慮
し

た
掃

除
機

 
間

違
っ

て
重

要
な

も
の

ま
で

吸
い

込
ん

で
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
電

源
ホ

ー
ス

の
取

扱
や

中
味

の
始

末
な

の
で

苦
労

し
て

い
ま

す
。

充
電

式
な

ど
で

視
覚

障
害

者
で

も
使

用
し

や
す

い

掃
除

機
。

 

 
 

1
5

9
 

募
集

 
1

6
2

そ
の

他
 

利
用

者
 

新
聞

広
告

や
チ

ラ
シ

を
読

む
機

器
 

新
聞

公
告

や
チ

ラ
シ

を
視

覚
障

害
者

で
も

読
め

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 
 

 

1
6

0
 

募
集

 
1

6
5

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

対
応

の
電

子
辞

書
 

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
電

子
辞

書
が

ほ
し

い
。

そ
れ

が
安

価
な

ら
な

お
よ

い
。

  
 

 

1
6

1
 

募
集

 
1

6
7

そ
の

他
 

利
用

者
 

携
帯

電
話

の
メ

モ
録

音
機

能
つ

き
 

１
台

の
携

帯
電

話
に

メ
モ

録
音

機
能

が
あ

る
と

助
か

る
。

  
 

 

1
6

2
 

募
集

 
1

6
8

そ
の

他
 

利
用

者
 

家
電

製
品

の
液

晶
画

面
の

コ
ン

ト

ラ
ス

ト
を

強
く

し
て

欲
し

い
 

弱
視

の
た

め
、

強
い

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
も

の
で

な
い

と
見

え
ず

ら
い

。
 

電
子

ジ
ャ

ー
や

エ
ア

コ
ン

、
リ

モ
コ

ン
な

ど
は

、
音

声
機

能
の

充
実

よ
り

も
、

液
晶

表
示

が
光

っ

た
り

 

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。

 
 

1
6

3
 

募
集

 
1

6
9

そ
の

他
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

用
の

駅
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
駅

を
利

用
す

る
際

は
、

あ
ら

か
じ

め
目

的
地

ま
で

の
値

段
を

調
べ

て
お

い
て

券
売

機
で

購
入

し
ま
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ル
 

す
が

、
回

数
券

や
定

期
券

な
ど

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

使
わ

な
い

と
で

き
な

い
操

作
が

あ
る

。
 

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

望
み

ま
す

。
 

1
6

4
 

募
集

 
1

7
0

そ
の

他
 

利
用

者
 

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
つ

い
て

 
近

年
、

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

の
普

及
が

進
ん

で
き

た
た

め
、

不
便

を
感

じ
る

。
 

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
押

し
た

感
覚

も
な

い
し

、
ど

の
よ

う
な

操
作

を
行

っ
て

い
る

か
も

わ
か

ら
な

い
。

 

特
に

iP
h

o
n

e
は

使
い

こ
な

せ
な

い
。

 

 
 

1
6

5
 

募
集

 
1

7
2

そ
の

他
 

利
用

者
 

信
号

機
の

押
し

ボ
タ

ン
 

最
近

は
音

響
装

置
付

き
の

信
号

機
が

増
え

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

不
十

分
で

す
。

な
か

に
は

、
大

元

の
ス

イ
ッ

チ
を

切
っ

て
あ

る
の

か
、

視
覚

障
害

者
用

の
押

し
ボ

タ
ン

を
お

し
て

も
音

が
流

れ
な

い

信
号

機
も

あ
り

ま
す

。
 

近
隣

住
民

の
こ

と
を

配
慮

し
て

な
ら

、
信

号
の

色
を

感
知

し
て

、
バ

イ
ブ

等
で

知
ら

せ
て

く
れ

る

受
信

機
が

あ
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

1
6

6
 

募
集

 
1

7
5

そ
の

他
 

利
用

者
 

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
の

普
及

 
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

読
み

取
り

装
置

を
使

っ
て

い
る

が
、

使
え

る
場

面
が

少
な

い
。

も
っ

と
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

を
広

く
普

及
し

て
ほ

し
い

。
 

ま
た

、
選

挙
公

報
な

ど
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

付
け

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
数

が
少

な

す
ぎ

ま
す

。
主

体
的

に
投

票
す

る
た

め
に

も
、

国
政

選
挙

、
地

方
選

挙
問

わ
ず

、
選

挙
公

報
に

は

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

義
務

付
け

て
ほ

し
い

 

 
 

1
6

7
 

募
集

 
1

7
7

そ
の

他
 

利
用

者
 

画
像

情
報

を
容

易
に

認
識

で
き

る

機
器

 

1
5

年
前

に
中

途
視

覚
障

害
に

な
っ

た
。

現
在

は
大

学
で

講
師

の
仕

事
を

し
て

い
る

。
 

教
材

を
扱

う
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
画

像
情

報
を

専
用

の
機

器
で

立
体

化
し

、
触

っ
て

イ
メ

ー

ジ
を

す
る

の
だ

が
、

想
像

力
だ

け
で

は
、

画
像

情
報

を
理

解
す

る
の

は
非

常
に

難
し

い
。

 

立
体

化
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

文
字

情
報

な
ど

が
付

け
加

わ
る

と
よ

り
、

理
解

で
き

る
よ

う
に

な

る
。

 

 
 

1
6

8
 

募
集

 
1

8
0

そ
の

他
 

利
用

者
 

公
共

ト
イ

レ
の

流
す

方
法

 
公

共
の

ト
イ

レ
を

流
す

際
、

最
近

は
立

ち
上

が
る

と
反

応
す

る
も

の
や

手
を

か
ざ

す
セ

ン
サ

ー

式
、

昔
な

が
ら

の
レ

バ
ー

・
ボ

タ
ン

式
な

ど
い

ろ
い

ろ
あ

る
た

め
、

手
さ

ぐ
り

で
そ

れ
を

探
さ

な
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い
と

い
け

な
い

。
 

ト
イ

レ
と

い
う

場
所

で
も

あ
る

の
で

、
で

き
る

こ
と

な
ら

あ
ち

こ
ち

触
ら

な
く

て
済

む
よ

う
に

、

な
ん

ら
か

の
ル

ー
ル

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

 

1
6

9
 

募
集

 
1

8
1

そ
の

他
 

利
用

者
 

文
字

放
送

の
音

声
（

テ
ロ

ッ
プ

）
 

文
字

放
送

の
テ

ロ
ッ

プ
を

音
声

に
し

て
く

れ
る

も
の

。
特

に
緊

急
・

重
要

な
も

の
は

音
声

に
し

て

も
ら

わ
な

い
と

困
る

。
 

 
 

1
7

0
 

募
集

 
1

8
2

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
響

装
置

付
き

信
号

機
に

つ
い

て
 

信
号

機
の

視
覚

障
害

者
用

延
長

ボ
タ

ン
は

、
ど

こ
に

つ
い

て
い

る
か

、
わ

か
り

づ
ら

い
。

 

も
っ

と
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

な
る

こ
と

を
望

む
が

、
た

だ
位

置
を

知
ら

せ
る

音
声

を
大

き
く

す

る
だ

け
で

は
、

近
隣

の
家

に
迷

惑
が

か
か

る
。

何
か

良
い

方
法

で
位

置
を

わ
か

り
や

す
く

す
る

方

法
は

な
い

の
か

。
 

 
 

1
7

1
 

募
集

 
1

8
3

そ
の

他
 

利
用

者
 

駅
の

階
段

の
ス

テ
ッ

プ
 

駅
の

階
段

の
ス

テ
ッ

プ
（

角
の

黄
色

い
印

）
が

あ
る

と
下

り
や

す
い

。
（

上
る

時
は

何
と

か
な

る
）

 
 

1
7

2
 

募
集

 
1

8
4

そ
の

他
 

利
用

者
 

手
す

り
の

改
良

 
手

す
り

が
階

段
の

上
ま

で
き

ち
ん

と
つ

い
て

い
る

と
い

い
。

下
り

る
時

に
は

目
印

と
し

て
最

初
に

触
る

の
で

、
な

い
場

合
に

は
怖

い
思

い
を

す
る

こ
と

が
あ

る
。

 

 
 

1
7

3
 

募
集

 
1

8
7

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

出
力

す
る

リ
モ

コ
ン

 
リ

モ
コ

ン
や

タ
イ

マ
ー

の
ボ

タ
ン

を
押

し
た

ら
、

そ
の

数
字

を
音

声
で

知
ら

せ
る

も
の

。
（

Ｔ
Ｖ

で
は

な
く

、
リ

モ
コ

ン
か

ら
音

声
が

出
る

も
の

）
 

 
 

1
7

4
 

募
集

 
1

8
8

そ
の

他
 

利
用

者
 

障
害

者
用

パ
ス

モ
 

一
般

の
人

と
同

じ
よ

う
に

パ
ス

モ
を

使
い

た
い

。
障

害
者

手
帳

を
併

せ
る

と
子

供
料

金
で

通
れ

る

よ
う

に
な

る
と

よ
い

。
 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
7

5
 

募
集

 
1

8
9

そ
の

他
 

利
用

者
 

公
共

ト
イ

レ
で

使
え

る
音

声
ガ

イ

ド
 

公
共

ト
イ

レ
で

「
緊

急
ス

イ
ッ

チ
」

「
流

す
ス

イ
ッ

チ
」

「
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

の
位

置
」

な

ど
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

 
 

1
7

6
 

募
集

 
1

9
1

そ
の

他
 

利
用

者
 

ト
イ

レ
の

ボ
タ

ン
に

付
け

る
マ

ー

ク
 

公
共

ト
イ

レ
の

水
を

流
す

マ
ー

ク
が

分
か

り
に

く
い

。
認

識
し

や
す

い
よ

う
に

大
き

く
し

て
ほ

し

い
。

 

 
 

1
7

7
 

募
集

 
1

9
2

そ
の

他
 

利
用

者
 

ラ
ジ

オ
に

つ
い

て
 

昔
の

ラ
ジ

オ
は

ダ
イ

ヤ
ル

式
で

使
い

や
す

か
っ

た
が

、
液

晶
操

作
が

主
流

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

た

め
、

使
い

づ
ら

い
。

設
定

等
が

上
手

く
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
が

残
念

。
 

 
 

1
7

8
 

募
集

 
1

9
3

そ
の

他
 

利
用

者
 

小
型

携
帯

用
テ

レ
ビ

 
小

型
の

携
帯

用
テ

レ
ビ

が
地

デ
ジ

対
応

に
な

っ
て

し
ま

う
と

初
期

設
定

で
地

域
等

を
設

定
し

な
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能
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ど
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体
的

な
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備
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け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
困

る
。

矢
印

操
作

は
配

置
を

覚
え

た
り

、
押

す
ボ

タ
ン

を
覚

え
た

り
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
、

難
し

く
感

じ
る

。
 

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た

り
、

購
入

後
も

い
つ

で
も

対
応

し
て

く
れ

る
と

有
り

難
い

。
 

1
7

9
 

募
集

 
1

9
5

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

付
き

家
電

製
品

 
よ

り
多

く
の

家
電

製
品

に
音

声
案

内
機

能
が

付
く

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 
 

 

1
8

0
 

募
集

 
1

9
6

そ
の

他
 

利
用

者
 

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
 

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

の
製

品
が

増
え

て
、

不
便

を
感

じ
て

い
る

。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

は
使

い
づ

ら

い
が

、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
（

タ
ッ

チ
す

る
と

音
声

で
読

み
上

げ

て
く

れ
る

機
能

）
が

内
蔵

さ
れ

て
い

る
の

で
、

助
か

る
。

 

今
後

、
販

売
さ

れ
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

式
の

製
品

に
つ

い
て

も
、

こ
の

よ
う

な
機

能
を

最
初

か
ら

内

蔵
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
8

1
 

募
集

 
1

9
8

そ
の

他
 

利
用

者
 

地
デ

ジ
対

応
テ

レ
ビ

の
音

声
ガ

イ

ド
 

地
デ

ジ
対

応
の

テ
レ

ビ
で

、
見

た
い

番
組

の
時

間
や

ジ
ャ

ン
ル

別
の

情
報

を
音

声
案

内
し

て
欲

し

い
。

 

 
 

1
8

2
 

募
集

 
1

9
9

そ
の

他
 

利
用

者
 

色
を

識
別

し
て

く
れ

る
機

器
 

色
を

確
実

に
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。
現

在
で

も
色

を
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

は
出

て

い
る

が
、

確
実

で
は

な
い

。
自

分
が

ど
ん

な
洋

服
を

着
て

い
る

か
、

わ
か

る
よ

う
に

な
り

た
い

。

ケ
ー

タ
イ

の
ア

プ
リ

で
も

同
様

の
機

能
は

あ
る

が
、

正
確

性
に

欠
け

る
。

 

 
 

1
8

3
 

募
集

 
2

0
2

そ
の

他
 

利
用

者
 

色
識

別
装

置
 

洋
服

や
ネ

ク
タ

イ
の

色
を

正
確

に
読

み
取

っ
て

く
れ

る
、

識
別

装
置

が
あ

れ
ば

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

既
に

そ
の

よ
う

な
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

る
は

ず
だ

が
、

正
確

に
色

を
識

別
で

き
て

い
な

い
。

 

 
 

1
8

4
 

募
集

 
2

0
4

そ
の

他
 

利
用

者
 

駅
の

券
売

機
 

駅
で

切
符

を
購

入
す

る
時

に
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

で
、

前
の

押
し

ボ
タ

ン
式

の

券
売

機
に

戻
し

て
欲

し
い

。
 

 
 

1
8

5
 

募
集

 
2

0
7

そ
の

他
 

利
用

者
 

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

で
で

文
字

や

標
識

を
認

識
し

て
く

れ
る

機
能

 

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

機
能

を
利

用
し

て
、

撮
影

し
た

文
字

や
標

識
を

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

機
能

を

開
発

し
て

欲
し

い
。

 

一
部

の
ゴ

シ
ッ

ク
体

を
読

み
取

っ
て

く
れ

る
装

置
は

あ
る

が
、

少
し

で
も

装
飾

し
て

い
た

り
、

別
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の
書

体
だ

と
読

み
取

っ
て

く
れ

な
い

の
で

幅
広

く
対

応
し

て
い

る
も

の
が

よ
い

。
 

1
8

6
 

募
集

 
2

1
9

そ
の

他
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る

携
帯

傘
入

れ
 

視
覚

障
害

の
私

は
階

段
上

り
下

り
左

は
手

摺
で

右
手

に
白

杖
を

持
っ

て
い

ま
す

の
で

、
雨

の
日

は

折
り

た
た

み
傘

に
し

て
レ

ジ
の

ビ
ニ

ー
ル

に
入

れ
て

、
リ

ュ
ッ

ク
サ

ッ
ク

の
外

側
の

持
つ

ベ
ル

ト

に
縛

っ
て

つ
る

し
て

持
っ

て
歩

き
ま

す
。

電
車

の
中

に
傘

も
忘

れ
な

い
し

。
満

員
電

車
の

時
に

他

の
乗

客
に

傘
の

水
が

付
か

な
い

で
す

。
折

り
た

た
み

の
傘

を
入

れ
る

専
門

の
レ

ジ
袋

じ
ゃ

な
く

て

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
に

縛
り

付
け

れ
る

の
が

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

通
院

の
時

と
か

傘
立

て
に

お
い

た
ら

自
分

で
探

せ
な

い
の

で
、

折
り

た
た

ん
で

ビ
ニ

ー
ル

に
入

れ

て
手

元
に

持
っ

て
い

る
ほ

う
が

便
利

で
す

。
歯

科
は

靴
も

脱
ぎ

ま
す

の
で

、
目

印
を

つ
け

た
り

大

変
で

す
。

  

 
 

1
8

7
 

募
集

 
2

3
6

そ
の

他
 

利
用

者
 

反
射

素
材

 
網

膜
色

素
変

性
症

の
視

覚
障

害
者

で
す

が
、

夜
盲

な
の

で
夜

道
を

歩
行

し
て

も
、

道
幅

が
分

か
り

や
す

く
な

る
よ

う
に

な
れ

ば
助

か
り

ま
す

。
歩

道
に

、
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
的

が
良

い
と

は
思

い

ま
す

が
、

電
気

が
必

要
だ

し
全

道
路

に
は

め
込

む
の

は
不

可
能

と
考

え
ま

す
。

の
で

、
破

損
し

に

く
い

反
射

テ
ー

プ
、

で
き

れ
ば

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
混

ぜ
て

発
光

す
る

素
材

、
若

し
く

は
外

灯
な

ど

の
光

で
反

射
す

る
素

材
を

開
発

し
て

も
ら

い
た

い
と

願
っ

て
い

ま
す

。
 

 
 

1
8

8
 

募
集

 
1

2
5

そ
の

他
 

利
用

者
の

家
族

  
健

康
管

理
ノ

ー
ト

 
日

々
の

体
温

・
食

事
・

排
泄

・
睡

眠
な

ど
を

記
録

で
き

る
ノ

ー
ト

が
あ

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。

具
体

的
に

は
、

病
院

が
入

院
患

者
用

に
用

意
し

て
い

る
よ

う
な

グ
ラ

フ
を

一
週

間
分

一
ペ

ー
ジ

に

配
置

し
、

と
な

り
の

ペ
ー

ジ
に

細
か

な
様

子
や

受
診

の
内

容
を

書
き

込
め

る
よ

う
に

し
ま

す
。

毎

日
記

録
を

し
な

く
て

も
、

体
調

が
悪

く
な

っ
た

と
き

に
記

録
を

つ
け

て
病

院
に

持
参

す
る

よ
う

に

す
れ

ば
、

受
診

の
際

の
説

明
時

間
を

短
縮

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
ノ

ー
ト

の
先

頭
に

、

病
気

や
障

害
の

経
過

、
入

退
院

の
履

歴
を

記
録

で
き

る
箇

所
が

あ
れ

ば
、

医
療

・
福

祉
関

係
の

担

当
者

に
何

度
も

同
じ

説
明

を
す

る
手

間
を

は
ぶ

く
こ

と
も

で
き

ま
す

。
実

は
す

で
に

実
験

作
を

個

人
で

作
成

し
、

友
人

知
人

、
主

に
障

害
児

の
お

母
さ

ん
た

ち
に

配
っ

て
い

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
私

自

身
も

活
用

し
て

い
ま

す
。

広
く

普
及

す
る

こ
と

を
願

っ
て

、
商

品
化

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

よ
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ろ
し

く
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
 

1
8

9
 

募
集

 
1

4
1

そ
の

他
 

障
害

者
団

体
 

体
温

を
保

護
す

る
器

具
 

体
温

調
節

が
う

ま
く

出
来

な
い

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

要
望

を
投

稿
致

し
ま

す
。

 

ご
本

人
は

、
寝

た
き

り
の

重
症

児
で

、
障

害
１

級
の

９
歳

女
児

。
 

室
内

は
常

時
2

2
度

を
保

っ
て

い
ま

す
。

エ
ア

コ
ン

を
切

る
と

3
7

度
～

3
8

度
に

体
温

が
上

昇

す
る

そ
う

で
、

手
足

は
冷

え
る

た
め

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
お

湯
を

入
れ

保
温

を
し

て
い

ま
す

。
外

出

が
ま

ま
な

ら
な

い
の

で
、

体
温

を
保

護
す

る
器

具
を

要
望

し
た

い
。

 

 
 

1
9

0
 

募
集

 
1

4
3

そ
の

他
 

障
害

者
団

体
 

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

 
利

用
者

の
ご

家
族

か
ら

い
た

だ
い

た
要

望
を

事
例

内
容

と
共

に
投

稿
致

し
ま

す
。

 

ご
本

人
は

黄
疸

性
脊

椎
損

傷
に

よ
る

ウ
イ

ル
ス

後
遺

症
に

よ
り

発
汗

作
用

が
う

ま
く

働
か

ず
、

夏

期
等

に
お

い
て

は
在

宅
時

や
車

の
乗

車
時

に
は

強
く

エ
ア

コ
ン

を
使

用
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

お
も

ち
ゃ

の
扇

風
機

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
購

入
し

ま
し

た
が

、
電

池
は

3
0

～
4

0
分

程

度
し

か
持

ち
ま

せ
ん

。
 

現
在

帽
子

の
中

に
ア

イ
ス

ノ
ン

用
の

冷
却

座
位

を
入

れ
る

方
法

が
あ

る
と

聞
き

ま
す

が
、

ヘ
ル

メ

ッ
ト

型
エ

ア
コ

ン
は

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ク
ー

ル
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

が
あ

る
事

は
聞

き
ま

す
が

、

頭
部

を
冷

や
す

方
法

の
福

祉
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

 
 

1
9

1
 

意
見

 
1

3
0

そ
の

他
 

医
療

専
門

職
 

片
麻

痺
の

方
で

も
容

易
に

利
用

で

き
る

財
布

 

片
麻

痺
の

方
が

片
手

で
利

用
で

き
る

財
布

。
ポ

ー
チ

な
ど

を
利

用
し

て
。

 

 
 

1
9

2
 

意
見

 
1

2
1

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

下
着

、
肌

着
 

車
椅

子
に

て
上

半
身

の
蒸

れ
防

止
に

、
通

気
性

の
い

い
背

も
た

れ
 

機
能

素
材

で
の

肌
着

。
 

薄
く

て
暖

か
い

。
 

吸
水

性
に

優
れ

た
肌

着
 

敏
感

肌
用

失
禁

パ
ン

ツ
 

肌
疾

患
対

応
型

肌
着

 

 
 

1
9

3
 

意
見

 
9

6
そ

の
他

 
福

祉
専

門
職

 
お

し
ゃ

れ
な

デ
ザ

イ
ン

の
靴

 
高

齢
者

向
け

の
靴

に
関

し
て

の
要

望
で

す
。

 

私
の

知
識

が
不

足
し

て
い

る
場

合
は

ご
容

赦
下

さ
い

。
 

高
齢

者
向

け
の

靴
は

い
か

に
も

高
齢

者
向

け
と

い
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

物
が

多
く

、
中

に
は

デ
ザ

イ

か
な

り
製

品
化

さ
れ

て
い

る
が

･
･
 

99



  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

ン
が

嫌
だ

か
ら

便
利

な
の

は
分

か
る

け
ど

、
市

販
の

靴
を

履
く

と
い

う
方

が
 

多
数

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
 

そ
こ

で
、

機
能

性
を

重
視

す
る

こ
と

は
重

要
で

す
が

、
そ

れ
 

を
保

ち
つ

つ
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
も

十
二

分
に

満
た

す
商

品
が

も
っ

と
多

く
あ

っ
て

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

1
9

4
 

意
見

 
5

0
そ

の
他

 
福

祉
専

門
職

 
脱

ぎ
着

し
や

す
い

衣
類

 
足

の
変

形
が

あ
る

人
に

ズ
ボ

ン
は

難
し

く
、

巻
き

ス
カ

ー
ト

が
あ

れ
ば

い
い

の
で

す
が

、
 

一
般

の
巻

き
ス

カ
ー

ト
で

ベ
ッ

ド
で

寝
る

の
は

少
し

難
し

い
で

す
。

 

私
の

祖
父

は
左

足
断

絶
し

て
お

り
、

右
足

も
痛

み
が

あ
り

、
変

形
が

少
し

あ
り

ま
す

。
 

冬
用

に
フ

リ
ー

ス
で

巻
き

ス
カ

ー
ト

を
作

り
ま

し
た

。
 

市
販

で
も

あ
れ

ば
、

他
の

足
の

痛
み

が
あ

る
人

や
変

形
の

ひ
ど

い
ひ

と
に

も
使

え
る

の
で

は
な

い

で
し

ょ
う

か
？

 

 
 

1
9

5
 

意
見

 
2

9
そ

の
他

 
流

通
メ

ー
カ

 
ベ

ッ
ド

持
ち

上
げ

装
置

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

ベ
ッ

ド
の

足
部

分
四

箇
所

に
キ

ャ
ス

タ
ー

を
つ

け
ベ

ッ
ド

の
移

動
に

利
用

し
て

い
る

が
 

、
キ

ャ
ス

タ
ー

と
床

カ
ー

ペ
ッ

ト
間

に
介

助
を

入
れ

て
い

る
の

で
移

動
終

了
後

こ
の

パ
ッ

ト
を

当

て
る

と
き

ベ
ッ

ド
を

持
ち

上
げ

る
こ

と
と

な
る

。
 

ベ
ッ

ド
の

足
を

持
ち

上
げ

る
リ

フ
タ

ー
を

考
案

、
作

成
し

て
欲

し
い

で
す

。
 

 
 

1
9

6
 

意
見

 
1

4
そ

の
他

 
そ

の
他

（
施

設
経

営
）

 

車
い

す
の

搬
送

装
置

 
田

舎
で

小
規

模
多

機
能

事
業

な
ど

を
や

っ
て

い
る

が
狭

い
道

路
が

多
い

の
で

軽
自

動
車

の
ス

ロ

ー
プ

式
の

車
両

で
対

応
し

て
い

る
が

、
少

し
大

き
い

車
い

す
が

固
定

で
き

な
か

っ
た

り
、

リ
ク

ラ

イ
ニ

ン
グ

車
い

す
を

少
し

倒
し

た
ら

後
ろ

の
ド

ア
が

閉
ま

ら
な

か
っ

た
り

で
困

る
こ

と
が

多
い

で
す

。
 

デ
モ

車
が

少
な

く
買

っ
て

か
ら

困
っ

て
い

る
状

態
で

す
。

 

 
 

1
9

7
 

募
集

 
2

0
8

そ
の

他
 

そ
の

他
 

空
気

の
も

れ
な

い
カ

ニ
ュ

ー
レ

 
カ

ニ
ュ

ー
レ

は
、

空
気

が
も

れ
る

か
ら

声
が

聞
こ

え
に

く
く

感
じ

て
し

ま
う

と
思

い
ま

す
。

 

そ
こ

で
、

空
気

が
ぬ

け
な

い
よ

う
に

形
を

工
夫

し
た

り
、

形
以

外
に

も
肌

に
な

じ
み

や
す

い
素

材
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  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

な
ど

を
使

っ
て

空
気

が
ぬ

け
な

い
よ

う
な

カ
ニ

ュ
ー

レ
が

あ
れ

ば
な

と
思

い
ま

す
。

 

1
9

8
 

募
集

 
2

1
8

そ
の

他
 

そ
の

他
：

障
害

者
支

援
、

家
族

、
開

発
メ

ー
カ

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ

Ｓ
（

環
境

制
御

装
置

）
 

iP
h

o
n

e
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、

障
害

者
に

と
っ

て
も

大
き

く
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
ら

れ
る

可
能

性
が

で
て

き
ま

し
た

が
、
ま

だ
ま

だ
そ

れ
1

台
で

な
ん

で
も

出
来

る
と

ま
で

は
い

き
ま

せ
ん

。
 

病
室

や
部

屋
で

家
電

製
品

を
制

御
で

き
る

ソ
フ

ト
が

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

思
で

身
の

回
り

の
生

活
を

変
え

ら
れ

ま
す

 

（
希

望
価

格
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
本

体
は

含
み

ま
せ

ん
）

 

 
 

1
9

9
 

募
集

 
2

2
0

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、
家

族
、
開

発
メ

ー
カ

ー
 

視
覚

障
碍

者
の

た
め

の
ス

マ
ー

ト

フ
ォ

ン
に

よ
る

音
声

案
内

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ｇ
Ｐ

Ｓ
（

位
置

情
報

シ
ス

テ
ム

）
と

音
声

録
音

を
利

用
し

て
、

出
か

け
る

場

所
を

予
め

介
助

者
が

下
見

を
し

な
が

ら
、

交
差

点
や

注
意

点
等

の
情

報
を

音
声

録
音

し
て

お
き

ま

す
 

音
声

録
音

デ
ー

タ
に

は
、

位
置

情
報

が
付

加
さ

れ
ま

す
。

 

視
覚

障
碍

者
が

一
人

で
出

か
け

る
際

に
、

音
声

デ
ー

タ
の

あ
る

場
所

に
く

る
と

Ｇ
Ｐ

Ｓ
が

察
知

し
、

音
声

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

流
れ

ま
す

。
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

 

 
 

2
0

0
 

募
集

 
2

2
1

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、
家

族
、
開

発
メ

ー
カ

ー
 

読
み

書
き

障
害

を
持

つ
人

が
ス

マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

読
む

補
助

 

読
み

書
き

障
害

（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、

普
段

の
生

活
で

文
字

を
読

む
た

め
に

ス
マ

ー

ト
フ

ォ
ン

の
Ａ

Ｒ
（

拡
張

現
実

機
能

）
を

使
用

し
て

、
カ

メ
ラ

ご
し

に
読

み
た

い
物

を
み

る
と

、

実
際

の
文

字
に

線
や

マ
ス

目
を

重
ね

あ
わ

せ
る

こ
と

で
読

み
に

く
さ

を
補

助
し

ま
す

 

 
 

2
0

1
 

募
集

 
2

2
4

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、
家

族
、

企
画

  

忘
れ

物
の

多
い

発
達

障
害

者
の

た

め
の

お
出

か
け

前
確

認
シ

ス
テ

ム
 

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、

必
要

な
も

の
（

た
と

え
ば

財

布
や

定
期

券
）

に
Ｒ

Ｆ
Ｉ

Ｄ
（

無
線

タ
グ

）
を

付
け

る
こ

と
で

、
お

出
か

け
前

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ

ン
で

予
め

登
録

し
て

お
い

た
備

品
が

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

か
を

無
線

通
信

で
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

ア
プ

リ
を

開
発

し
ま

す
。

 

玄
関

に
持

ち
物

チ
ャ

ッ
ク

と
書

い
て

お
気

だ
け

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

確
認

す
る

と

持
ち

忘
れ

て
い

る
も

の
を

確
認

で
き

ま
す
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  N
o
. 

区
 

N
o
. 

種
目

 
提

出
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
0

2
 

募
集

 
2

2
5

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、
家

族
、

企
画

  

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

で
見

に
く

い
人

の

た
め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
の

色

補
正

 

色
覚

に
障

害
の

あ
る

人
た

ち
に

と
っ

て
、

ど
う

し
て

も
判

別
し

に
く

い
風

景
や

文
字

が
あ

っ
た

時

に
予

め
色

補
正

を
登

録
し

て
お

け
ば

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
カ

メ
ラ

機
能

を
通

し
て

、
自

動
的

に

色
補

正
を

し
ま

す
。

 

白
地

が
見

え
に

く
い

人
な

ど
に

は
、

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
と

き
に

便
利

で
す

。
 

 
 

2
0

3
 

募
集

 
2

2
6

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、
家

族
、

企
画

  

１
日

の
行

動
を

登
録

し
て

お
け

ば

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

知
ら

せ
て

く

れ
ま

す
 

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
決

ま

っ
た

時
間

の
前

に
音

声
、

文
字

、
バ

イ
ブ

に
よ

る
モ

ー
ル

ス
信

号
で

次
の

行
動

を
し

ら
せ

て
く

れ

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
 

 
 

2
0

4
 

募
集

 
2

2
7

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、
家

族
、

企
画

  

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
無

線
タ

グ
を

埋

め
込

み
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
感

知

し
ま

す
 

道
路

や
駅

に
あ

る
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

予
め

、
必

要
な

情
報

を
書

き
込

ん
だ

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
う

め
て

お
き

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

す
る

と
音

声
や

文
字

で
情

報
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 

こ
れ

に
よ

り
杖

で
感

知
す

る
よ

り
も

前
に

必
要

な
情

報
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
よ

り
得

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
 

 
 

2
0

5
 

募
集

 
2

3
2

そ
の

他
 

そ
の

他
 

車
い

す
や

障
害

の
あ

る
人

が
自

分

自
身

で
衣

類
を

収
納

で
き

る
ク

ロ

ー
ゼ

ッ
ト

 

車
い

す
を

利
用

し
て

い
る

方
や

腰
や

足
を

痛
め

自
分

自
身

で
衣

類
収

納
で

き
ず

に
家

族
、

介
護

者

の
支

援
が

必
要

な
人

達
が

、
自

分
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

が
必

要
で

す
。
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